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　　　　第一章　発ほつ端たん










　夏のストーリアには珍しく、その日は一日中ほとんど風がなかった。




　船内の狭い通路をすり抜ける。開放厳げん禁きんと書かれたドアを、マコトは小さな緊きん張ちようと共に押し開けた。いつもならその瞬しゆん間かん髪の毛が逆巻き暴あばれるのだが、今日きようは前髪がそよと揺れただけ。何となく物足りない気分を味わいながら外に出ると、グランセオーラの甲かん板ぱんには昨日きのうと同じ強い日差しが降り注いでいた。マコトは片手で目の上にひさしを作って甲板へと進み出る。潮しおの香りはもう慣れきってしまっているのでほとんど感じない。

　広い甲板の左右には、いかにも後から取りつけた感じの機銃座が並んでいる。時刻は午後の三時。機銃座の影かげはほんの少しだけ斜めに延びていた。朽くちた神殿の、柱だけが残った回廊のような趣おもむきだ。

　その回廊を、一条の影が通過した。

　続いてもう一つ。

　マコトは顔を上げる。すっきりとしてどこまでも青い空。降ってくるエンジン音を頼りに視線を走らせると、右う舷げんを遠ざかっていく二つの機き影えいが見えた。赤と銀。二機の水上機が互いの位置を入れ替えながら大空を翔かけている。赤い機体はミリアムのリナシメント、後続の銀の機体はクロードのエクリプスだ。

「……まだやってる。模も擬ぎ戦せんは終わりの時間のはずなのに」

　二機がグランセオーラに再接近し、瞬またたく間に離れていく。両機ともすでにペイント弾だんの黄色い塗料で汚れているのが確認できた。レヴァンテで一、二を争うトップエース、〝赤い亡ぼう霊れい〟と〝ソードダンサー〟の勝負は、かなりの接戦であるらしい。

　不意にリナシメントが機首を大きく引き上げた。急減速して敵機の背後を狙ねらう、ミリアムの得意技だ。しかしクロードはそれを読んでいたかのように、ほとんど同じタイミングでエクリプスの機首を上げた。両機の速度がみるみる落ちていく。我慢比べ。先に音ねを上げたのは赤──リナシメントの方だった。リナシメントは出力では勝まさるが、低速時の安定性はエクリプスが上だ。

　リナシメントが機首を戻す。そこにエクリプスが背後から機銃を撃うち込こむが、これを予想していたミリアムはひねりを加えた機動で一気に降下して回かい避ひする。海面に突っ込む寸前、出力にものを言わせた強引な立て直し。星形七気筒エンジンが生み出す強風が水面を爆ばく発はつさせ、数メートルもの水柱を立てた。

　水柱を回り込んでエクリプスが姿を現す。飛び散るしぶきを銀の翼つばさで切り裂いて、リナシメントの上を押さえにかかる。ミリアムは機体を左に。エクリプスはその動きを完全に追尾、急降下すると、どん、と大気を叩たたくような音をさせて大加速、リナシメントの背後に食らいつく。勝負あり。後は機銃を撃うつだけ──と見えたエクリプスはしかし、そのまま何もせずに減速して着水してしまった。

「おい、どうした!?」

「うわひゃ！」

　突然の背後からの声にマコトは驚おどろいて飛び上がる。変な声を出してしまったことを恥ずかしく思いながら振り返ると、甲かん板ぱんの出入り口の脇わき、船橋ブリツジが生み出す影かげの中にバランが片かた膝ひざを立てて身を乗り出していた。

　バランの視線は彼方かなたに着水した銀色の機体に固定されている。その口元にはマイクがあり、足下には無線機が置かれている。先の発言はマコトにではなく、無線を介してのクロードへの問い掛けだ。

　無線機のスピーカーがバランの問い掛けに応じてがりがりざりざりという音を吐き出す。そう思って聞けば若い男の声に聞こえなくもない。が、何を言っているのかはさっぱり分からなかった。

「そうか。外から見てる分には何ともなさそうだったが……。とりあえず戻ってきてくれ。フタ開けてチェックしてからもう一回……」

　無線機に向かっていたバランがマコトに気付いた。片かた眉まゆを持ち上げてマイクに向かい、

「……いや、今日きようはこの辺で切り上げよう。お姫様を取られてマコトがへそを曲げてる」

「え、ちょ、何ですかそれ！　僕は別に拗すねてなんか」

　焦あせって言い返すマコト。無線機が笑い声に似た音を出した。







　バランの言うこともあながち外れてはいないのだ。

　ヴィーヴル号の事件から、そろそろ二週間になるだろうか。

　海賊に占拠された豪華客船を奪だつ還かんした後、マコトとミリアムは一いつ旦たん、それまでの潜せん伏ぷく先さきであったマローネ島に戻った。しかし数日をおかずに島を離れ、レヴァンテの旗き艦かんであるこのグランセオーラに移っている。

　マローネ島では特産品の葡萄ぶどうが実り始め、ワイン業者や先物買いの商人などといった外部の人間の出入りがこれから増える時期である。何かの拍子にリナシメントが発見され、当局の追及の手が伸びることのないよう、レヴァンテのリーダーであるアントニオ・コンタリーニが、ミリアムにリナシメントと共に島を離れるよう命じたのだ。

　ミリアムは元々はメイドのマルと一緒にストーリア半島の南なん端たんにあるシェンナの街に住んでいたのだが、シェンナにあったレヴァンテのアジトは軍に潰つぶされてしまったので戻るわけにはいかない。シェンナの代わりになるアジトもまだ決まっていない。それで当面の間グランセオーラに寄宿することになったのである。

　車くるま椅い子すのミリアムにとっては不自由きわまりない船上生活の再来であり、またぞろストレスを溜ため込こむことに──とマコトは危き惧ぐしたのだが、そうはならなかった。

　バランがリナシメントの改良をすると言い出したのである。

　リナシメントは元々が調整不足、軍に追い立てられてやむなく実戦デビューをした、ある意味未完成の機体である。マローネ島では設備の不足によりうっちゃっていた最終調整をこの機会にやってしまおうというのは至し極ごく当然の成り行きであった。

　そしてリナシメントは脚の悪いミリアムのために特殊な操そう縦じゆう系統になっている。ミリアム以外には動かせない。というわけでミリアムはリナシメントの整備に付き合って連日テスト飛行を繰くり返かえしている。

　体力的には割とハードな毎日のはずだが、ミリアムは「空さえ飛べればそれで幸せ」な少女だから、文句も言わず、むしろ毎日楽しそうにしている。

　それはマコトにとっては喜ばしいことであり、少し……つまらないことでもあった。

「ミリアムは飛行機さえあればそれで十分で、僕なんかいらないんじゃないか」──そんな風に思ってしまうのだ。かといってミリアムが飛行機よりもマコトのことを優先したらそれはそれで微妙、そんなのミリアムじゃない、という気がしないでもない。

　ただ、最近のミリアムはちょっと様子が変なのだ。

　不意に、ごぉん、という音がした。

「ん……」

　マコトは顔を上げ、意識を現実へと戻す。

　風のない夏の午後。グランセオーラの甲かん板ぱんではクレーンが作動していた。

　ゆっくりと巻き上がってきた鎖くさりの先端には、あちこち黄色い塗料で汚れた銀色の機体が吊つり下さげられている。機上のクロードは機体が甲板に降ろされるより早く、ひょいと飛び降りてマコトとバランのいる方へと歩いてきた。

「どんな様子だ？」

　バランがクロードに問う。クロードはマコトに軽く手を振ってから、

「加速中の振動が酷ひどい。フルスロットルに入れなければ問題ないんだが……」

　言いつつクロードは自分の機体を振り返った。バランもそちらに視線を向けて、

「やっぱりエクリプスにあのエンジンじゃバランスが悪過ぎるな。戻した方が良くないか？」

「なんとかして使えるようにしてくれ。どのみち元のエンジンじゃトップスピードが足りないんだ」

「むう」

　とバランはうなった。

　クロードの愛機〝エクリプス〟は二年程前に作られた機体であり、素性は良いが出力的にはやや時代遅れになりつつある。今はまだいいが、近い将来軍の新型機に太刀たち打うちできなくなるのは明白であった。この状況に対応するベストな方策は新型機への乗り換えなのだが、反政府勢力であるレヴァンテは装備の調達ルートが非常に限られている。手配は行っているが、新型の入手は一体いつになるのか、全く目め処どが立っていない。

　そこでバランがちょっとしたつてで手に入れた新型エンジンを積んでエクリプスの延命を図ろう、という話になったのだが、それがどうにもうまくいかない。新しいエンジンの出力に機体がついていけないのだ。全開で長時間飛ばしたら空中分解もあり得る。

「常時百パーセントが無理でも、非常出力として三十秒の全開、二十秒でもいい。何とかならないか？」

「その辺のパイロットなら殴り倒してるところだが……。わかった。何とかやってみる」

「助かる」

「だがあまり期待はするな」

　そうこう話している間にクレーンは深紅の機体を甲かん板ぱんへと降ろしていた。リナシメントもまた、機体の各所に黄色い汚れがこびりついている。甲板に降ろされた二機の汚れ具合を見比べるに、模も擬ぎ戦せんの結果は引き分けと言ったところだろうか。

「旧式のエクリプスでリナシメントを相手に互角か……すごいですね」

「……互角、ねえ」マコトの賞賛に、しかしクロードは渋い顔でリナシメントを見やる。「あっちは本気出してないみたいだったけどな」

「……クロード、さん？」

　リナシメントを見るクロードの目に、マコトは剣けん吞のんな光を見た。寒くもないのにかすかな悪お寒かん。と、

「まあテスト飛行で本気を出されても困るって話だけどな」クロードは気さくそうな笑みを見せて「そんなことよりミリアムを迎えに行ってやれ。そのために来たんだろ？」

「え、あ、う……」

　その通りなのではあるが、ずばり言われるとどう反応したらいいのか戸惑ってしまう。結局マコトは無言でリナシメントの方へと向かった。その足取りは、普段よりもややぎこちない。

「ミ、ミリアム」

　機体の脇わきにたどり着き、話し掛ける声がうわずった。操そう縦じゆう席せきを覗のぞき込こみ、

「お……」

　口をお疲れ様、の「お」の形にしたままマコトは硬直する。

　操縦席のミリアムは見慣れたパイロットスーツ姿だ。細い体たい軀くはベルトで座席に固定したまま、帽子とゴーグルを外して腹の上に置き、座席にもたれて目を閉じていた。眠ってはいないようだ。長いまつげ。栗色の髪をシートの上に散らし、スーツの胸元を大きく広げて、上気した肌と白い喉のどを陽光に晒さらしている。

「んぅ」

　とミリアムは眠気の混じったようなため息を漏もらした。潮しお風かぜにかさついた唇を無意識に舐なめる。その仕草がマコトに、ヴィーヴル号での夜のことを思い出させた。
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　不意にがつんと衝しよう撃げきが走った。機体に牽けん引いん用のロープがかけられたのである。ミリアムが目を開ける。目の前で据わりの悪い顔をしているマコトに気付き、

「あ、え、う……」

　オリーブ色の大きな目が泳ぐ泳ぐ。万引きが見つかった子供のよう。

「……お、お疲れ様」

　笑顔を作ってマコトは言う。が、ミリアムは逃げるように顔を背そむけると、

「降りるから手伝って」

　と反対側にいた作業員に向かってそう言った。

「ええ。マコトがいるんだからマコトに降ろしてもらいなよ」

　作業員に言い返されてミリアムは一いつ瞬しゆん言葉に詰まるが、

「いいから降ろして！」

　特に忙しくはなかったのだろう、作業員は工具を腰に戻してこちらにやってくる。マコトを見て「お前ら喧けん嘩かでもしてるのか？」という目線。マコトは「そのはずはないんですが」とこれまた目線で答えたが多分通じてはいない。

　作業員はミリアムを背負って甲かん板ぱんの端はしへ移動し、そこに固定してあった車くるま椅い子すにミリアムを座らせた。その間ミリアムは一度もマコトの方を見ようとしなかった。

　ミリアムは車椅子を自分で動かしてバランのところへ行くと、身振りを交えて何か話し始めた。機体のセッティングに関することだろう。話の途中、ミリアムがちらりとこちらを見た。マコトと目が合い、慌てて視線をそらす。

「……どう見ても避さけられてる、よなあ」

　今更再確認するまでもない。マローネ島を出てグランセオーラに移ってきた直後から、ミリアムはずっとこんな調子なのである。

　リナシメントの周りに作業員たちが集まってきた。マコトは仕事の邪じや魔まにならないように機体から離れ、機銃座の一つに寄り掛かった。ちら、とミリアムの方を見る。

（怒ってる？）

　……いや、ミリアムは怖がっているように見える。

　でもなぜだろう。グランセオーラに移ってきてからはマコトはカメラを持ってミリアムを追い回したりはしてないし──というか顔を合わすと逃げられるのでカメラを向けるどころではない──マコトの面つら構がまえが近ちか頃ごろ急に凶悪になった、ということももちろんない。ストーリア人に囲まれていると何歳も若く見えてしまう、東洋的なご面相のままである。まあ秋あき津つ人じんの基準で考えてもマコトは童顔な方なのだけれど。

　とにかくマコトにはミリアムを怖がらせるような真似まねをした覚えは一いつ切さいない。

　ヴィーヴル号の事件を経て、マコトはミリアムから信頼されるようになったと思っていただけに、ミリアムの反応は不可解、困惑させられるものであった。

　思い出す。星明かり差す船内で、静かに触れ合った唇の感触。

　ミリアムともっと仲良くなりたいと、マコトは思っている。

　誰だれにも邪魔されずに、二人っきりでいろんな話をしたい。その綺き麗れいな髪に、引ひき締しまって見えて実は柔らかな体に触れたいと思っている。

　ミリアムは同じ気持ちではないのだろうか。ヴィーヴル号で交わしたキスは雰囲気に流されただけの一夜の過あやまちで、今はもう激しく後悔していてなかったことにしたくて、それでマコトを避けているのだろうか。まさか。いや。でも。

「……」

　思い乱れてマコトは眉み間けんにしわを寄せた。マコトはミリアムが好きだ。守ってやりたいと思っている。いや、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて守ると決めた。

　けれどそのミリアムがマコトを嫌きらっていたら。

　嫌きらいな人間に周囲をうろちょろされるのは困るだろう。いや待てまだ嫌われているとは決まってない。本当に？　じゃあなんでミリアムは僕を避さけているんだ──悩みは振り出しに戻る。

「うぬぅ」

　便秘の三日目のようなうなり声をマコトは出した。

　うだうだ悩んでないで聞けばいいじゃないか──そう思ったのは一週間も昔の話。

　しかしミリアムは機体の調整で忙しく、マコトの方も写真の整理をしたり船内の雑用を手伝ったりでなかなか体が空かなかった──というのは言い訳に過ぎない。マコトはカメラマンとして雇われているのだから、雑用など断っても良かったのだ。なのにせっせとジャガイモの皮むきなんぞしていたのは、ミリアムと向かい合うのが怖かったからである。忙しさを理由に逃げ回っていたのだ。

　しかし自分をごまかし続けるのにも限界がある。

　今日きよう、ついにマコトはミリアムと話をしようと決意した。普通に会いに行っても逃げられるだけだから、テスト飛行が終わった瞬しゆん間かんという、ミリアムが身動きを取れないところを狙ねらって待ち伏せたのだ。その結果はご覧らんの通り。

　マコトのことを根性なしだと言うなかれ。便秘だって三日も溜ためればケツが切れそうな程に固くなるのだ。一週間も溜め込んだ悩みなら脳みそぐらい余裕で裂ける。

「……なんだかなあ……」

　空を見上げて意味のない呟つぶやき。目を閉じる。と、

「また悩み事ですか？」

　機銃座の陰から声。マコトは目を閉じたまま答える。

「間に合ってます」

「酷ひどいです。まだ何も言ってないのに」

　声が足音と共に回り込んでくる。マコトは目を開けて顔を戻した。正面に、長い金髪をポニーテールに結ゆわえたメイドがいて、「にへらっ」とした笑みを浮かべてマコトを見ていた。

「言わなくても分かりますよ。『恥ずかしがらずにお姉ねえさんに相談してみ？』とか言うんでしょう？」

　マコトがそう言うと、マルはポニーテールを激しく揺らして何度もうなずいた。

　マコトはそれを冷めた目で見る。きらきら輝くマルの目は、どう見ても悩める青少年をいたわる年長者のそれではない。ゴシップを聞きつけた井い戸ど端ばた主婦の目だ。

　こちらは真面目まじめに悩んでいるのだ。面おも白しろおかしい話のように捉とらえられるのは心外である。

「すいませんけど」

　言って、マコトはその場を離れようとした。

　が、

「ちょっと待つです！」

　マルはマコトが首にかけているカメラのストラップを後ろからつかんでたぐり寄せた。

「ぐえっ」

「逃がしませんよ。こっちにも都合があるです。お嬢じよう様さまの専属メイドであるこのマルには、お嬢様の変調を知りつつ放置するなどという選択肢は与えられてないのです！　さあ、何があったのかきりきり吐きなさい！」

　そうまくし立てながら、マルはストラップをぐいぐい引き絞る。当然のようにマコトの首もぎりぎり絞まる。

　たちまちマコトは降参して、虚こ空くうにタップを繰くり返かえす。しかしマコトの背後にいるマルには、マコトの体が邪じや魔まになってその動きは見えていない。

「さあ、言うのです。さあっ！」

　ぎりぎりぎり。馬革のストラップが見事に頸けい動どう脈みやくを押さえる。締しめ上あげる。

「……！　……！　…………!!」

　ごめんなさい分かりました何もかも話しますから許してもういたずらはしません──薄れゆく意識の中、マコトはなぜか死んだ祖母に向かって謝しや罪ざいしていた。

　いわゆる一つの臨りん死し体験、であった。
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「なんか週に一度は死に掛かってる気がする……」

　同じ日の夜。マコトは頭にバスタオルを被かぶせた湯上がりスタイルで船内通路を歩いていた。左ひだり脇わきに抱えた小さなかごには歯ブラシやフェイスタオルなどが入っている。

　時刻は夜の九時を過ぎた頃ころ。グランセオーラは相変わらず停泊中。

　通路を吹き抜けていく微風が、熱いシャワーで火ほ照てった肌に心地ここちよい。まっすぐ部屋に戻ってお気に入りの写真集でも眺めようかと思っていたのだが、マコトは予定を変更し、少し散歩をすることにした。

　反政府勢力レヴァンテが旗き艦かんとしているこのグランセオーラは、大型の貨物船を改修して武装を施ほどこしたものである。武装と言っても対空機銃がいくつかと魚雷発射管が二つとささやかなものだから、軍の戦艦と相対したらあっという間に撃げき沈ちんされてしまうだろう。しかしそれは運用上大した問題ではない。グランセオーラは戦せん闘とう用の船ではなく、その積せき載さい量りようを生かして長期間無補給で海上に留とどまる──でかいなりしてこそこそと逃げ回るための船なのだ。

　ストーリア王国は国土の三方を海に囲まれていて、領土よりも領海の方が圧倒的に広い。その広い海を好きに動き回れるということは、戦略上、直接的な戦闘力を上げることよりも遥はるかに意味がある。

『敵に会わなければ撃げき沈ちんされることもない』──レヴァンテは海軍の動向には常に目を光らせていて、万が一にもグランセオーラが捕ほ捉そくされないよう、常に細心の注意を払っている。

　本日、グランセオーラは領海の西の外れぎりぎりに停泊している。普段は半島の東側にいることが多いのだが、先日の海賊騒さわぎのせいで東部に軍が出没することが増えたため、接触を避さけるために移動してきたのである。

　マコトは船の外周に沿った通路の窓から海を眺めた。新月の暗い海。水平線がかろうじて判別できる。窓に張りついて見上げると、満天の星空が広がっていた。

「……綺き麗れいな天あまの川がわが撮とれそうだな。あ、でも船の上だと揺れるよなあ」

　星の輝きを綺麗に写すには長時間の露ろ光こうが必要になる。シャッターを開きっぱなしにして何分も待たなければいけないのだ。その間、カメラが動けば当然写真はぶれる。そして船というのは常に揺れている乗り物だ。星を撮るには向いていない。

「……もったいない」

　星夜写真をあきらめて、しかし未練がましくマコトは窓まど際ぎわから離れられない。

「……」

　波の音が静かだ。こんな夜は色々考えてしまう。

　六月のあの日、〝赤い亡ぼう霊れい〟と出会ってからのことを、マコトは順に思い浮かべた。

　シェンナの街での生活。祭りの日のこと。軍の包囲からの脱出。

　マローネ島に移り、豪華客船への乗船。そしてアンジェラとの再会。

　好意をぶつけられ、返事もせずに去ってしまったことを申し訳なく思う。状況的に仕方がなかったこととはいえ、アンジェラから見ればすっぽかされたことに変わりはない。傷つかなかったはずがない。

「後で謝あやまりに行かないと……っ」

　マコトはぶるっと身を震わせた。寒い。夏とはいえ夜は冷える。風ふ呂ろ上がりに油断し過ぎた。悩むにしても部屋に戻ってからにしよう。

　マコトは歩き出す。

　不意の怒ど鳴なり声ごえが聞こえたのは、船室へ降りる階段に差し掛かったときだった。

「なんでダメなのよ！」







「……ミリアム？」

　苛いら立だった様子の甲かん高だかい怒鳴り声は、通路のずっと奥の方からだった。声の方を見ると、通路に並んだドアの一つが開いていて、洩もれた明かりが通路の床を明るく照らしていた。マコトは階段から離れてそちらへ向かう。

「やる前から無理だとかダメだとか……そんな話」

「分かったから落ち着いて」

「そうだよ。何も頭ごなしに否定してるわけじゃなくて、」

「してるじゃない！」

　言い合う声は複数。ミリアムの声はほとんど怒ど号ごうだ。一体何があったのか。マコトは歩を早め、ためらうことなく部屋へと顔を覗のぞかせた。

「あの、何か大声が聞こえましたけど……」

　大きなテーブルを中央に配した、割合に広い部屋だった。テーブルの周囲をぐるりと取り囲むようにレヴァンテのメンバーが二十人程座っている。上かみ座ざに首しゆ魁かいであるアントニオ・コンタリーニ。その隣となりにアントニオの娘であるミラ。マコトから見て左手側にバランとピエトロが座っていた。マコトの右手側、ミリアムの周囲だけは少し隙すき間まが開いている。見ようによってはミリアムを囲んで弾だん劾がいしているような構図だ。

「……なにかあったんですか？」

　マコトの問いに一同はこわばった視線を交わす。正式なメンバー以外には聞かせられない話だったのだろうか。引っ込むべきかも。しかしミリアムのことが気になって戸口で逡しゆん巡じゆんしていると、ピエトロが怒ったような顔をマコトに向けて、

「ちょうど良かった。マコト君からも言ってくれないか」

「はい？」

「マコトには関係ないんだから出ていって」

　これはミリアム。視線は天井の隅すみを向いている。

　マコトはアントニオの様子をうかがった。部外者のマコトが話を聞いてもいいものかどうか、判断を下すのはリーダーであるアントニオの他ほかない。アントニオはうなずき、

「聞かれてまずい話なら、ドアを開け放ったままはしないよ」

「あ、じゃあ……」

　何が「じゃあ」なのかよく分からないが。マコトは部屋に入った。

　空いているのはミリアムの隣だけ、となればそこへ行くしかない。湯上がりスタイルで人の間をすり抜けていくマコトの姿は誰だれがどう見ても場違いなもので、居心地の悪さはマコト自身が嫌いやと言う程感じていた。

　ミリアムの隣へ到着。ミリアムはこちらを見ようとしなかったが、逃げ出したりはしなかった。単に動くスペースがなかっただけかもしれないが。

　マコトは椅い子すに座って頭からバスタオルを取った。

「……それで、えーっと……」

　説明を求めてマコトはアントニオの方を見る。アントニオが口を開く前にピエトロが呆あきれたようなため息をついた。

「またミリアムが無茶を言い出したんだよ」

「無茶とは限らないでしょ。やってみなくちゃ」

　ミリアムが身を乗り出して反論する。

「え、あの……？」

「やらなくても分かる」

「分からない」

「分かるよ。多少の知識と経験があれば誰だれにでも」

　ミリアムとピエトロの言い合いはどんどんヒートアップしていく。二人ともマコトのことなどすでに意識の外だ。

「なにそれ？　私が馬ば鹿かだって言いたいわけ!?」

「この件に関してはね」

「ちょ──」

「いい加減にせんか！」

　無限に加熱していくかに見えた言い合いを、アントニオの一いつ喝かつが粉砕する。

「……年寄りにあまり大きな声を出させるな」

　アントニオが静かに言うと、ミリアムとピエトロは同時にうつむいた。アントニオは続いてマコトへと軽く頭を下げて、

「すまんね。みっともないものを見せて」

「いえ……」

「作戦会議をしていたのだが、ちょっと意見の衝しよう突とつがあってね」

　そう言われてマコトは首をかしげる。部屋には幹部級の姿がほとんどなかったからだ。逆に若い女性メンバーの姿が目立っている。部屋に集まる二十名弱のうち、半数程が若い女性で、中にはメイドやコックまで交じっていた。作戦会議、という言葉には少々不釣り合いな顔ぶれである。

　マコトが当惑していると、アントニオは「心得ている」というようにうなずいて、

「ミラ、頼む」

　アントニオに言われ、ミラはメガネの位置を直してから話し始めた。

「マコトさんは、〝アイゼン社〟をご存じですか？」

「ええっと……。ちょっと待ってください……」

　記憶をたぐる。その名はどこかで聞き覚えがある。

「……アルジェントの航空機メーカーに、そんな名前の会社があったような」

「ええ。元は計器類を細々と作っていたメーカーなんですが、機体作りにも手を広げてから急成長、二年程前に陸軍の指定業者に認定されてからさらに躍やく進しん、今はもう陸軍の機体の四割はアイゼン社製……とまさに飛ぶ鳥を落とす勢いのメーカーです」

「ところがその陸軍の指定業者認定に、不正があったらしいんだ」とピエトロが口を挟む。

「元々、黒い噂うわさの絶えないメーカーです。社長のハース・アイゼンはかなりのやり手で、元は弁べん護ご士しだったのですけど、巧妙で狡こう猾かつな契約書を作成することにかけてはまさに天才、詐さ欺ぎ的な契約に泣かされた相手も数知れず……というのは本筋には関係ない話ですが。そのハースが二年前、首都防ぼう衛えい隊たいの拡張計画に絡んで色々と細工を行っていたらしいのです」

　ミラの話を聞きつつ、マコトはミリアムの様子から目が離せなかった。車くるま椅い子すの背もたれに身を預けてはいるが、その背筋は極限まで緊きん張ちようしている。両目は吊つり上あがり、頰ほおは風ふ呂ろ上がりのマコトよりも上気している。

　どう見ても尋じん常じようではない。まるで交戦中のようだ。

「マコトさん？」とミラ。

「あ、すいません。首都防衛隊の拡張計画ですよね。大まかなところは知ってます」

　首都防衛隊の拡張計画──普通の少女だったミリアムがレヴァンテに加入し、反政府活動を始めた直接の原因がそれだ。

　二年前、政府は宰さい相しようディーナ・フォールトの号令の下、全国的な防衛体制の見直し、王国軍の再編を行っていた。首都防衛隊を拡充して航空戦力を持たせることもその一いつ環かんで、そのために政府は、ミリアムの父レオナルドがアルジェント郊外に構かまえていた航空機メーカー〝シエル社〟の土地をきわめて強引な手法で奪い、廃業に追い込んでいる。またこの際、レオナルドをほとんど言いがかり的な理由で逮捕もしている。国民を守るべき政府が率先して国民を虐しいたげる──その矛む盾じゆんに、ミリアムは否を唱となえたのだ。

「ところがね、そんな簡単な話じゃなかったようなんだ」とピエトロ。

「え……」

「政府も軍も、別にシエル社をどうこうするつもりはなかったらしい。そもそもシエル社は規模はともかく技術力ではストーリアでも名の知られた一流メーカーだった。潰つぶしたところでメリットは何もない。逆に技術を持ったスタッフが国外に流出してしまったらその方が痛手だ。実際、レオナルドさんは亡命してしまったし、多数の社員が僕らの仲間に加わった」

「じゃあどうして彼らはシエル社を潰したんです？」

　その問いに答えるのはミラ。

「そこで絡んでくるのがアイゼン社です。ハース・アイゼンはシエル社を商売敵がたきとして警けい戒かいしていた。軍の再編が進み、新型機の選定が始まれば一番の敵になる、と見なしていたんです。おそらくはまともにコンペを勝ち抜く自信がなかったのでしょうね。軍と交通省の高官に賄わい賂ろを送り、シエル社を潰してしまうように依頼した──」

「……」

「ハースが上手うまいのはこのとき、軍の担当者に単に大金をつかませるだけでなく、アイゼン社が指定業者に選定された暁あかつきには、物品の納入価格を割り引くことを約束しているんです。賄賂は受け取る側にもそれなりの覚悟がいるものですが、それによって経費の削減ができるとなれば不正行為への抵抗感は大幅に薄まるでしょう？　『これは不正ではない、むしろ国家のために有益な行為である』──そんな風に考えさせるんです」

　マコトはちらりとミリアムの様子をうかがった。

　ミリアムの様子が尋じん常じようでない理由が理解できた。

　今の話はつまり、シエル社を潰つぶした黒幕の、ミリアムからアルジェントでの暮らしを、家族との幸せな時間を奪い取った張本人──仇かたきの話なのである。そんなものを聞かされて平静でいられるはずがない。

　ミリアムはテーブルの中央を見つめ、固く唇を引き絞っている。話の邪じや魔まをしてはいけない、と極限まで自制心を働かせて黙だまっているのだろう。

「マコトさん？」とミラ。

「あ、すいません。続けてください」

　ミラはうなずき、しかし視線をピエトロへと送った。

「ここしばらく僕のチームはアルジェントでハースの身辺を探さぐっていた。首都防ぼう衛えい隊たいの拡充は宰さい相しようディーナ・フォールトが専属のチームを編成して当たらせた計画だ。その計画に不正があったと明るみに出れば、政権への大きなダメージになる。そして一連の事件の証拠となる書簡と裏うら帳ちよう簿ぼを、ハースは未いまだ隠し持っている」

　マコトは首をかしげた。

「自分の犯罪の証拠ですよね？　さっさと処分してそうな気がしますけど」

「同時に相手の犯罪の証拠であるからね。自分の弱点である以上に、相手を脅おどす武器になる」

「ああ、なるほど。贈ぞう収しゆう賄わいだから」

　ピエトロはうなずき、

「その隠し場所を、僕らは突き止めた」

「本当ですか？」

「いや、まあ断言はできないんだけど、ほぼ間違いないというレベルの確証は得た。帳簿があるのはアルジェントにあるハースの別邸だ。後は潜せん入にゆうして確かめるよりない、という状況なんだけど、この別邸の警けい備びが異常に厳げん重じゆうでね、武装した警備員が二十四時間態勢で警戒しているから泥棒まがいのことはまずできないし、メイドも警備員も縁えん故こ採用のみ、その上に厳重な身辺調査まで行っている」

　その説明を聞いて、マコトはちょっと首をかしげた。

「そんなに警戒してると逆に怪しくありません？　『ここに大事なものがありますよ』って宣伝してるようなものじゃないですか。そんなところに大事な書類を置いておきます？」

「それにはきちんとわけがある。ハースという男はちょっと変わった趣味の持ち主で……まあ平たく言えばロリコンなんだけれど、その別邸に年とし端はもいかない少女を二人、囲っているんだ。ハースはこの子たちを宝石のように大事にしていてね。病的なまでに厳げん重じゆうな警けい備びは、傍はた目めにはその子たちを守るためのもののように見えているというわけさ」

　順番としては少女たちの警備が先にあったのだろう。その環かん境きようが不正の証拠やばいものを保管するのに都合が良かったから、後から裏うら帳ちよう簿ぼを持ち込んだ。おそらくはそんな図式だ。

「忍び込むのは無理。正体を隠して雇われるのも難むずかしい。となればどうすればいい？」

　ピエトロの言葉は疑問形ではあったが、マコトに名案を求めている様子ではなかった。すでに答えは持っていて、マコトがそれを当てられるか試すような口ぶりだ。

「……偶然を装よそおって接近、とかどうですか？　同じ趣味の仲間のふりをして、ちょっとずつ仲良くなっていけば、いずれ信用されて家に入れてもらえるかも」

「悪くはない。けれど時間がかかり過ぎるね。件くだんの書類はできれば秋までには手に入れたい。具体的には王国議会議員選挙が始まる前にだ。一連の事件が明るみに出れば与党への大だい打だ撃げきになり、ディーナの失脚へとつなげられるからだ。それに長期の作戦となるとボロが出やすい」

「そこで私たちはもっとシンプルな方法を考えました」とミラが引き継ぐ。「正面から乗り込んでしまえばいいのです。幸い、と言っていいものかどうか、ハースにはロリコンという希け有うな特徴があります。ハースが気に入るような少女を用意して屋や敷しきに潜せん入にゆうさせ、書類を盗み出す──これなら運が良ければ三日とかからず事を終えられます。後は適当な理由をつけて屋敷を出ていくなりなんなりすればいい。ところがここで問題が一つ」

「問題？」

「レヴァンテには『少女』と呼べるような隊員がいないのですよ。なるべく若く見える人を集めたんですが……」

　そう言いながらミラは部屋をぐるりと見回した。

　作戦会議に若い女性隊員が多く集まっていた理由をマコトは理解する。

　彼女たちは潜入工作の候補者だったのだ。色仕掛け的な作戦を反映してか、集められたのは全員なかなかの美人である。が、いずれも「美人」ではあっても「美少女」ではない。

「ちなみにハースのストライクゾーンは十歳から十五歳くらい」

「それじゃ考えるまでもなく無理ですね」

「だから私が行くって言ってるのに」

　不ふ機き嫌げんを隠さない声でミリアムが言った。

「私だって十七歳だからちょっと外れるけど、ほら……」胸とかあんまり成長とかしてないし、とこれは小声で言って、「……二歳ごまかすくらいなら楽勝でしょ」

　なるほど確かに──とマコトはミリアムに聞かれたら殴られそうなことを考える。

「だから危険過ぎるって僕は言っている」

　ピエトロもまた、不機嫌そうな声で言った。

「確かに見た目だけならミリアムが適任さ。それは認める。でもミリアム。君は脚が不自由なんだよ？　車くるま椅い子すがなければトイレにも行けない君が変態エロエロジジイの屋や敷しきに乗り込んで、どこに隠されているかも分からない書類を見つけ出すなんてできると思うのか？　見つけるだけじゃない。持ち出さないといけないんだよ？　怪しまれることなく、警けい戒かい厳げん重じゆうな屋敷から」

「やってみなくちゃ分からないじゃない。挑戦のないところに成功はない」

「無理だ。きちんと訓練を受けた工作員だって成功するか分からない作戦を、そっち方面は素人しろうとのミリアムにできるはずがない」

　両者は再びにらみ合う。テーブルに手をついて身を乗り出し、しかし第二ラウンドの始まりをアントニオの咳せき払ばらいが封じた。

「先程からずっとこんな調子でね。議論は平行線、という奴やつだ」

「平行線というのでしょうか……。ミリアム以外は全員反対なんですけど」

　とミラが突っ込んだがアントニオはスルー。

「マコト君はどう思う？　客観的に見て何か思うところがあるなら聞かせてくれ」

「ええっと……」

　アントニオに問われてマコトは状況を頭の中で整理する。

　ミリアム以外に適任者がいない作戦があって、ミリアム本人はやる気だが、他ほかの人は反対をしている──アウトラインはそんなところか。

　沈ちん思し黙もつ考こう。

　ミリアムにやらせたくない、というピエトロの気持ちはよく分かる。というよりマコトも同意見だ。ピエトロは何もミリアムに嫌いやがらせをしているわけではない。ミリアムが心配だからこそ、ミリアムの作戦参加に反対しているのだ。もしも何かあったとき、脚が悪いミリアムにはほとんど抵抗できない。エロジジイにされるがままだ。車椅子から投げ出されたミリアムが足をつかまれ、でっぷり太った変態にのし掛かられて着衣を裂かれる光景を想像してマコトは悪お寒かんに震えた。

「僕も反……」

　僕も反対です、と言おうとしてマコトは硬直した。

　ミリアムがマコトを見つめていた。大きな瞳ひとみがうっすら濡ぬれて、すがるような輝きが揺れる。

　──お願い。

　声ではなく、心が聞こえた気がした。

　ハース・アイゼンという男が引き起こしたとされる、首都防ぼう衛えい隊たいの拡張に絡んだシエル社の取とり潰つぶしは、ミリアムにとってすべての始まりの事件である。その男さえいなければシエル社が消滅することも、レオナルドが亡命を決意することもなく、ミリアムは今もアルジェントで家族そろって幸せに暮らせていたのだろう。

　その敵の存在を知らされて、座して待つなどミリアムにできるはずがない。

　これはそう、ミリアムという少女の根幹をなす「理り不ふ尽じんとの戦い」そのものなのだ。

　危険なのは百も承知。でもここで引いたら、私は私でなくなってしまう。絶対に引けない、自分の手で決着したい──ミリアムのその思いが、強く伝わってきて、

「……やらせても、いいんじゃないかと思います」

　マコトは自然にそう言っていた。

　ミリアムがハッと顔を上げた。

　続いてピエトロが唇を曲げ、

「正気か？」

「はい。いえ、ミリアムこそが適任かもしれません」

　アントニオが腕を組み、マコトを見た。

「理由を聞こうか」

「はい。……歩けないミリアムに潜せん入にゆう工作をさせるのは確かに危険です。でも、逆に『だからこそ』という考え方もあるかと思います」

「まさか車くるま椅い子すのスパイがいるわけがない、と？」

「そうです。それにミリアムはアルジェントの出身だから土地勘があります。同時に知り合いに会うリスクもありますけど、変装して、出歩くのは最小限にすれば何とかなると思います。入ったら二度と出られないというわけでもないでしょうし、とりあえずやれるところまでやってみて、無理そうだったらその時点で作戦を中止すればいいだけかと」

「ふむ……」

　アントニオが考え込むそぶりを見せた。

「もちろんこんなことを言うからには僕も協力します。あ、訓練とか全然受けてない人間がいても邪じや魔まかもしれませんけど、僕にできることなら何だってしますから、ミリアムにチャンスをやってください。お願いします！」

　マコトは立ち上がってアントニオに、それから部屋に集まっている全員に向かって頭を下げた。そのまま一秒、二秒……十秒程して、アントニオはミリアムに訊たずねた。

「……無理はしない、と約束できるか？」

「う、うん！　じゃなくて、はいっ！」

　ミリアムは驚おどろきと喜びに頰ほおを紅こう潮ちようさせて何度もうなずく。

「しかしまさかミリアムを一人でやるわけにはいかない。サポートが必要だな。ピエトロたちには引き続きことに当たってもらうとして……」

　アントニオはそう言いながら、視線をマコトへと移した。何かを測るように、視線をつま先から頭のてっぺんまで移動させる。マコトの顔をまじまじと見つめ、

「……先程、『何でもする』と言ったね？」

「はい！」

　マコトは張りのある声で答えた。

　マコトが今ここにいるのは、ミリアムを守り支えるためだ。その決意に噓うそはない。ミリアムはこのところマコトを避さけている様子だが、そんなことは関係ない。

　何があろうと、どんなことをしても、必ずミリアムを守る──マコトは朝焼けの空でそう誓ったのだ。

　アントニオはそんなマコトを見て満足そうにうなずき、

「よろしい。ではまず、服を脱いでもらおうか」

「…………………………え？」
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　グランセオーラの居住区画にある、メイドたちの控え室。

　大きな姿見の中に、長い黒髪の少女がいる。襟えりの高いブラウス。コルセットが一体となった膝ひざ丈たけのスカートはふんわり控えめに膨ふくらんで。黒いストッキングに包まれた膝ひざ頭がしらがもじもじと擦すり合あわされる。

「うぅ……なんでこんな……」

　鏡を見ながら少女はうめく。

　少女が黒い瞳ひとみを恥じらうように伏せると、その周囲でメイドたちがきゃあきゃあと黄色い声を上げた。

「ちょっとこれかわい過ぎない？」

「お持ち帰り！　お持ち帰りの許可を！」

　そう言いながらメイドの一人が少女に抱きついた。

「わっ！　ちょ、ちょっとやめてください！」

「いやーん。そんなこと言わないでー」

「いやーんって、わあっ！」

「きゃあっ」

　もみ合い、メイドと少女は一緒くたに倒れる。

「痛たたたた……」

　と起き上がった少女の頭から、ずるりと毛の塊かたまりが抜け落ちた──いや、カツラだ。

「ごめん、大丈夫？」と先に起き上がっていたメイドが手を伸ばす。

「僕は大丈夫です」と黒髪の少女──の格好をしたマコトは答えた。「あ、でもさっきなんかビリッて音が」

「え？　どこか裂けちゃった？」

　メイドはマコトを立たせてその周囲をぐるぐる回り、服のチェックを始めた。

　マコトは再度姿見に目をやる。ばっちりメイクを決められて、ひらひらのブラウスにスカート。黒いストッキング。パンツだけは泣いて謝あやまって許してもらったが、それ以外で身につけているものは全すべて女物だ。紛まがうことなき女装をした己おのれの姿を見て、マコトは泣きたい気持ちになった。

「本当にこんな格好しなきゃダメなんですか……」

「何でもするってさっき言ったじゃないですか」

　化粧道具片手のミラが突っ込む。

「説明もしましたよね？　ハースの別邸はハース以外は男子禁制なんです。警けい備び員いんですら塀の内側には絶対に入れない徹てつ底ていぶりだって」

　ミリアムのサポートをする、ということだけなら一番の適任者はマルである。しかしマルは今回の作戦に反対の立場だ。「お嬢じよう様さまを変態のところに送り込むなんてとんでもないです！」──それでなくてもマルには心臓の持病があるから、強いストレスのかかる潜せん入にゆう作戦は任せられないのだが。

　かといって他ほかの女性隊員にやらせるのも問題があった。

「車くるま椅い子すの少女とそのお供」という組み合わせで行くのに、お供が車椅子の扱いに慣れていないというのは不自然過ぎる。目め端はしの利きくものなら絶対に見逃さない。潜入作戦において、疑われることはすなわち作戦の失敗を意味する。

　そこでアントニオは考えた。「普段からミリアムと一緒にいて、車椅子の取り扱いも熟じゆく知ちしているマコトを女装させれば万事解決」と。

　先程マコトを眺め回したのは何も覚悟の程を見ていたわけではなく、単にサイズを測っていただけである。

「しかし想像以上だな」

　とマコトが「改造」される様を最初から見物していたアントニオが言った。

「カツラを被かぶればどこからどう見ても女の子だ。この私が尻しりを撫なでたくなったのだから間違いない。案外ミリアム抜きで、マコトくん一人だけを送り込んだ方がいいかもしれんなあ」

　はっはっは、とアントニオは楽しそうに笑う。

　マコトはますます泣きたくなる。あんた作戦そっちのけで楽しんでるだけだろ。

「あ、ここだわ」メイドが服の裂けた場所を見つけた。「このままちょいちょいっと……は無理ね。マコトさん、ちょっと脱いでください」

「あ、はい。……っと」

　マコトはもたつきながら服を脱ぐ。ひらひらふわふわから解放されてほっと一息。

「あちゃあ、これはすぐには直りませんねえ」

　メイドが服の裂け目を見ながら言った。

「あ、じゃあ僕はこの辺で……」

　とマコトは自分の服に着替えようとするが、ミラがマコトの肩をがっちりつかまえた。

「何を勝手に帰ろうとしてるんですか？」

「え？　だって」

「だってじゃありません。お化粧してスカートをはいた程度で女の子になれると思ったら大間違いですよ？　『カワイイは一日にしてならず』です。マコトさんにはこれから立たち居い振ふる舞まいの特訓を受けてもらいます」

「と、特訓!?」

「大丈夫ですよ。作戦開始までには立派な女の子にしてあげますから。うふふふ……」

　ミラがカツラを手にしてにじり寄ってくる。その眼鏡めがねが妖あやしく光る。

　メイドたちがマコトの退路をふさぐように取り囲む。

　マコトの背中を一筋の汗が伝い落ちた。

　母かあさん、あなたの「息子」はここで死ぬかもしれません──
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　そして三日後、作戦開始の日がやってきた。

　午前八時。天候は晴れ。物事を始めるのに良いとされる東南東の風が吹いていた。グランセオーラの甲かん板ぱんにはリナシメントとエクリプスが並び、今まさに出発の準備中である。

　リナシメントの操そう縦じゆう席せきにはすでにミリアムが収まっていた。エクリプスの操縦席はまだ空からだが、クロードとピエトロは甲板に来ていて、荷物の確認、積み込みを行っている。

　クロードは今回の作戦には参加しないが、別の任務でアルジェントに行くことになり、それならばとピエトロを乗せていくことになったのだ。わざわざ空路を行くのは「軍の対空監視がどこまで及んでいるかの確認作業」を兼ねているからである。

　レヴァンテの作戦にはこの手の「ついで任務」が非常に多い。軍に比べて規模も人員も遥はるかに劣る民間の反政府勢力が軍に対抗していくためには色々と苦労があるのだ。

　作業員らは甲板を忙しく駆かけ回まわる。

　その隙すき間まを縫ぬうようにして、金髪ポニーテールのメイドがリナシメントに近づいた。

「お嬢じよう様さま。どうか、無理だけはしないようにしてください」

　操縦席を見上げて、マルは少し苦しそうに言った。アントニオの決定だから文句を言わないだけで、本当はミリアムを行かせたくないのだ。

「分かってる。大丈夫。ありがとう」

「本当に分かってますか？　一人で突っ走ろうとしたらダメですよ。ピエトロさんとマコトさんの言うことをよく聞いて、おトイレは行きたいときに行けるとは限りませんから、早め早めに……」

「子供じゃないんだから分かってるってば」

　ちょっと面倒くさそうに、ミリアムは答える。

　その態度こそがマルの不安の種なのだ。

　歩けないというハンデを背負っている裏返しで、ミリアムは他人に負担をかけることを極きよく端たんに嫌きらう。我慢や遠慮は確かに美徳ではあるが、無理をすればその反動は必ずどこかに現れる。敵地のまっただ中でそれが現れなければいいが。

　不意に甲かん板ぱんの雰囲気が変わった。作業員らが一いつ斉せいに同じ方向を見る。その手から一斉に工具が滑すべり落おち、床に当たってがらんがらんごわん、と騒そう々ぞうしい音を立てた。

　呆ほうける作業員らの視線の集まる先には船内へ出入りするための階段があり、今まさに黒衣の美少女────ではなくて女装をしたマコトが、ミラに手を引かれて上がってくるところだった。さらさらの髪が微風に揺れる。パールピンクの唇がとってもキュート。いつも提さげているカメラバッグがなければ、その正体がマコトだとは一いつ瞬しゆん分からない程だ。

　マコトは皆の視線が自分に集まっていることに気付くと、うつむいて恥ずかしそうに背中を丸めた。長いつけまつげに縁ふち取どられた瞳ひとみは今にも泣き出しそうで、それがまた男心をわしづかみ間違いなしのかわいらしさ。

　マコトはミラに手を引かれうつむいて、もじもじしながら作業員の間を通り過ぎる。

　ミラはマコトをマルの前まで連れてくると、えっへん、と胸を張って、

「三日で仕込んだにしてはなかなかのものでしょう？」

「え？」とマル。「え？　これ、え？　誰だれ？　新人さん？」

「何言ってるのよ。マコトよマコト。作戦中は『マリア』だけど」

　ミラにそう言われても信じられないのか、マルはマコトの周りをくるくる回って、感心したようにため息をついた。

「……これはお嬢じよう様さまよりかわいいかも。いえいえ私はお嬢様一筋。今の発言はなかったことに。……でも何で今から女装してるのですか？　現地に着いてからでもいいような」

「僕もそう言ったんですけど、特訓が三日じゃ全然足りないから移動中もずっとこの格好しててなるべく慣れろって」

「そういうこと。っと、ほらまた『僕』って言った！」

　半泣きで説明したマコトにミラが厳きびしい指し導どうを入れる。

　そこまで嫌いやならやめればいいのに。やめると言わないのはミリアムのためなのだろう。
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「マコトさん、お嬢様のこと、よろしくお願いしますね」

「うん。それはもちろん」

　うなずいた真面目まじめな顔は確かに男の子──いや、そろそろそう呼んでは失礼になるかもしれない「オトコ」の片へん鱗りんがあって、マルは不安を和やわらげた。

「……マコトさん、なんだか雰囲気変わりましたね」

　マルとしては褒ほめたつもりだったのだが、

「そりゃまあ、こんな格好してればそうでしょうね」

　全く違う意味に受け取って、マコトはむっつりふくれるのであった。







　荷物の積み込みも終わって後は出発するばかり。

　マコトはいつものようにリナシメントの後席に乗ろうとした。それを見たミリアムはくわっと目を見開き、何か恐ろしい事実に気付いたみたいに動揺を始めた。

「……ミリアム？」

　小首をかしげて訊たずねるマコト。ミリアムはすぐに前を向いて、

「なな何でもないっ！　早く乗りなさいよっ！」

　焦あせったような早口で告げる。

　マコトが後席に乗り込んでもミリアムは後ろを向かなかった。おかしい、とマコトは思う。

　機体が軽く揺れ、浮き上がった。船のクレーンで吊つり上あげられたのだ。グランセオーラの甲かん板ぱんは戦せん闘とう機きが離陸できる程広くはない。また、リナシメントは水上機仕様だから、固い床では助走ができない。一いつ旦たん海面に降ろして、そこから発進する必要がある。

　深紅の機体が海面に降ろされた。クレーンを外され、替わりに牽けん引いんボートがつながれる。ボートはリナシメントを軽く引っ張って、グランセオーラとの間に安全距離を取る。

　牽けん引いんボートが離れ、その引き波が治まったところで、ミリアムはリナシメントのエンジンを始動させた。機体が航走を始めたことで強い風が座席に流れ込んできた。

「うわっぷ」

　マコトは慌てて頭を押さえる。しかし細く長い毛はマコトの指をすり抜け、風に煽あおられて激しく暴あばれ、マコトの頰ほおを叩たたき、目にも入ってきた。

　背後の異変に気付いたミリアムがスロットルを緩ゆるめ、両手を上に伸ばした。先さき頃ごろの改修で取り付けられた風防を閉じる。風が治まってマコトはほっと一息。

「ありがとう。助かったよ」

　髪を直しながらのマコトの言葉に、しかしミリアムは返事をしない。無言でスロットルを上げて、いつもより乱暴に離水させる。やっぱりおかしい、とマコトは思う。

「ねえ、ミリ」

「話し掛けないで！」

　期待していなかった返事が、早過ぎるタイミングで来た。

　そのあまりに強い口調にマコトは驚おどろき、戸惑う。と、ミリアムはすぐに、

「ご、ごめん。別にマコトが何かしたってわけじゃなくて……そ、その……テスト、そう、新しく取りつけた計器とか無線機のテストをしなくちゃいけなくて、それに集中したいの」

　どうにもこうにも言い訳臭い言葉。マコトはしばし考え、押してみることにした。

「ねえ、ミリアムどうしたのさ？　この頃のミリアムはどう見ても挙動不審だよ」

「そそ、そんなことないわよ」

　それが真実ならなぜどもる？

「本当に？　具合が悪いのを隠してるとかない？」

「ない」

「じゃあ怖くなったとか。変態ジジイのところに潜せん入にゆうなんて誰だれだって嫌いやだし、作戦キャンセルしてもらう？　もしミリアムから言い出し辛づらいなら、僕が嫌がったってことにしても」

「そんなのじゃないから」ミリアムは苛いら々いらしたように「とにかくマコトは黙だまってて！」

「……」

　機内に微妙な空気が漂ただよう。こうまで拒絶されるとはマコトも思っていなかった。これはやっぱりそうなのか。一週間思い悩んだあれが真実なのか。

「……ごめん。でも最後に一つだけ聞かせて」

　声が震える。本当は聞きたくない。しかし懸け念ねん事項を抱えたまま敵地に乗り込むわけにはいかなかった。自分の気持ち的にも、ミリアムのためにも。

「もしかしてミリアムは……僕と……キスしたことを後悔してるとか……」

　突然ミリアムが振り返った。

「そんなことない！　私はマコトのことが好き！　すごく好き！　何回でもキスしたい！　……あっ」

　自分が何を口走ったかに気付いてミリアムは赤くなる。

　一方マコトは何を言われたのかすぐには理解できなかった。

　わたしはまことのことがすき！──始めは音のつながりとしか認識できなかったそれが、マコトの脳内でゆっくりと、意味を伴った言葉に変換されていく。すごくすき！　何回でもキスしたい！

　理解が追いつくにつれ、マコトの顔も赤くなる。

「え……、あ……、う……」

　ほんのいくつかの単語を解読しただけで、マコトの青少年ピユアな脳みそは熱暴走を起こした。心臓がフル回転して頭に血流を送り込むがまさしく焼け石に水。頭のてっぺんから湯気が立つ。耳が熱くて溶けそうだ。

「あ、は、はははははは……」

「ちょっと！　何で笑うの！」

「違うよ。違う違う。ミリアムを笑ったんじゃないよ。ほっとしたらなんか急に」

「ほっと、した？」

「ん。このところなんか避さけられてたから、もしかしたら嫌きらわれたのかと思って」

「そんなことない。マコトを嫌ったりなんて絶対しないもん」

　マコトは安あん堵どの息を長くついた。

「じゃあ、なんで？」

「………………それはその…………機体の調整とかで忙しかったし…………」

　消え入りそうな声でぼそぼそとミリアムは言う。

　機内に沈ちん黙もくが降りた。

　マコトはミリアムが言葉をつなぐのを待つ。

　前席からはミリアムがこちらをうかがっている気配だけが伝わってくる。答えをせかしたい気持ちをぐっとこらえ、マコトは視線をシートの背から機外へと動かした。

　今日きようも空は青い。遥はるか北の水平線付近に雲が盛り上がり、もう一つのアルプスのように鎮ちん座ざしていた。

「……アルジェントは雨かな」

「ううん。あれは北に向かう雲。アルジェントは晴れる」

　マコトの呟つぶやきにすぐに答え、

「…………ごめん噓うそ。本当は、怖かったの」

　ミリアムはマコトを避けていた理由を話し始めた。

「怖い？」

「マコトと二人っきりになるのが。あ、何かされるのが、とかじゃなくて。逆。私、あれからずっと、マコトのことばっかり考えるようになってて、他ほかのことが手につかない感じで、……こんな状態で二人っきりになったらどうなっちゃうんだろうって……自分が自分じゃなくなっていくみたいで、それが怖かったの」

　操そう縦じゆう席せきでうつむくミリアムの顔は見えない。でもきっと真っ赤になっているのだろう。

　そんなにも思ってくれたのだということが、マコトはうれしかった。

「あれ？　でも今は平気なの？」

「ん。その格好のせい、かな？　……男の子だと思わなければ、結構平気な感じ」

「……なるほど……」

　死ぬ程恥ずかしいがミリアムのためになったのなら幸いである──しかしちょっと微妙な気分でマコトは苦にが笑わらい。と、

「ていうか何でマコトはそんな平然としてるの!?　みんなの前でも普通に話し掛けてきちゃってさ。私一人だけ悶もん々もんとしてたってすごく不公平！」

「ええっ。だってそんな」

「理り不ふ尽じん！　納得いかない！」

　叫びながらミリアムはシートベルトを外し、席上で体をひねって後ろを向くと、ヘッドレストと風防の隙すき間まから握にぎり拳こぶしを突き出してマコトをぽかぽか殴り出した。

「わあっ。ちょっとミリアムやめてよ。っていうか手を離したら危ないから！」

「大丈夫、ちょっと手を離したくらいじゃ安定は失われないから」

「そういう問題じゃ……突風とか来たらどうするのさ？」

　マコトがそう言った、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「きゃあっ！」

「うわっ」

　横からの風に煽あおられてリナシメントは大きく翼つばさを傾かたむけた。

　普段であればどうということのないはずの傾きは、シートベルトを外していたミリアムの軽い体をあっさりと転がした。動かない右脚が操そう縦じゆう桿かんに引っ掛かり、昇しよう降こう舵かじが動いてはいけない方向に倒れる。まっすぐ飛んでいるうちは滅多に失われないはずの安定があっさりと失われ、深紅の機体は真っ逆さまに落ちていく。

　視界いっぱいに青い海が、刃やいばにそっくりな波の反射が、

「……っは」

　気付けば雲の上にいた。

　一体どうやって安定を取り戻したのか、全く覚えていない。実は機体の回復なんかできてなくて、本当は海面に激突して死んでいて、魂たましいだけが雲の上にいるのではないか──そんなことを思ったミリアムの耳に、「はは、あははははは」というマコトの笑い声が聞こえてきた。

　死線に触れて戻ってきた者に特有の、乾き切った笑い声だった。

「あ、安全運行って大事だよね」

「そ、そうね。全くその通りだわ」

　深紅の機体は大きく弧を描いて、北を目指す。
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　眼下には夕日に照らされて赤く染まった山々が広がっている。その一点、マコトから見て二時の方向に、白い水面が見えた。湖だ。

「あれ？」

「うん」

　マコトの問いにミリアムはうなずき、機体を湖の方へと向けた。

「懐なつかしいな。初めて飛行機に乗せてもらったときにね、あの湖を見に来たの」

　マコトは以前マルから聞いた話を思い出す。

　交通事故で歩けなくなったミリアムは、父レオナルドの操そう縦じゆうする飛行機に乗せてもらい、空の魅力に取りつかれ、パイロットになることを決意した。

　言わばここが、ミリアムのスタート地点なのだ。そう思って眺めると、ただの小さな湖が特別なものに見えてくる。マコトはカメラを取り出して一枚撮とった。

　リナシメントが湖の中央に降りると、湖畔のロッジから一組の男女が現れ、こちらに手を振ってきた。男はミルコ、女の方はモニカといい、どちらもレヴァンテのメンバーである。二人は一足先にアルジェント入りし、作戦に必要なものを用意して待っていたのだ。

　ミリアムが機体を桟さん橋ばしへ着ける。

「予定通りね。軍には見つからなかった？」

「うん。対空監視網は広がってないみたい」

　モニカはうなずきながら後席に視線をやり、目を丸くした。

「……マコト、よね？　もしかしてタマ取っちゃった？　なんかすっかり女の子なんだけど」

「取ってません！」

「冗談に決まってるじゃない」

　とモニカは大きな口を開けて笑う。

　程なくクロードのエクリプスが追いついて、湖に着水、リナシメントの隣となりに駐機した。

　ロッジからはさらに何人か、レヴァンテのメンバーが出てきて一行の荷降ろしを手伝う。

　降ろされた荷物はそのまま湖畔のトラックへ運び込まれた。最終目的地であるアルジェントは山の向こう。ここからは陸路での移動になる。

　運転席にモニカ、助手席にピエトロ。マコトとミリアム、クロードの三人は荷物と一緒に荷台に乗り込んだ。ミルコはここでお留守番だ。機体を隠して作戦の終了を待つ。

「市内にアパートを用意してあるわ。九時頃ごろには着くと思うけど」

　運転席のモニカが、小窓越しに言った。

「結構かかりますね」

「山道で、夜だから」

　そう言いながらモニカはトラックを発進させた。荷台ががくんと揺れ、マコトは反射的に対面のミリアムの様子を見る。ミリアムは湖畔の方をじっと見ていた。

「リナシメントが心配？」

　湖畔ではここに残るメンバーが、リナシメントをボート小屋に引き込む作業を進行中だ。作戦終了まで機体はここに隠しておくことになる。仲間がそばについているとはいえ、敵のお膝ひざ元もとで愛機と離ればなれになることにミリアムは不安を感じているのだろうとマコトは思ったのだが、そうではなかった。

「……え？　あ、そうじゃないの。帰ってきたんだなあ、と思って」

　懐なつかしそうに、少し寂しそうに、ミリアムは言った。

　その声から、生まれ故郷に帰ってきた、という喜びは感じられない。

　マコトはその理由がすぐに分かった。

　ミリアムには、こんな風にこそこそと戻ってくるつもりはなかったのだろう。自由な空を取り戻し、街の上空を優雅に横切って、堂々と着陸する──そんな光景を想像していたはずだ。

「がんばろう」

「え？」

「次は堂々と帰ってこられるように、今、がんばろう」

　ミリアムは少し驚おどろいたようにマコトを見つめた。「何で私の考えていることが分かったの？」──そう言いたそうな表情が、「言わなくても伝わる、理解してくれる人と出会えたのだ」という喜びの笑顔に変わる。

「……うん。がんばろう」

　ミリアムははにかみながら答える。

　トラックは山道をがたごと進む。故郷へ──

　──敵地へ。













　　　　第二章　潜せん入にゆう










　アルジェントで最初の朝が来た。

　マコトはまだ日が昇らないうちに目を覚ました。顎あごが外れそうな程に大きなあくび。

　眠い。超眠い。部屋の中は真っ暗だ。こんなに早く起きるつもりはなかったのだが、ひさしぶりに陸のベッドで寝たせいか、それとも作戦に向かう気負いのようなものがあったのか。多分、その両方なのだろう。

「……けどまあちょうど良かったか……」

　とりあえずトイレと洗顔を済まして部屋に戻ってくる。電灯をともし、机の上に化粧道具を配置。ヘアバンドで前髪を上げていざ鏡に向かう。

　パフにスポンジにビューラーにカミソリ。そして何種類ものブラシ。数日前までは名前も知らなかった道具を駆く使ししてマコトはメイクを整えていく。ミラの地獄の特訓のおかげで、その手つきは驚おどろくほどになめらかだ。淡い桃色の口紅を塗り、カツラをブラシで整えたなら東洋の謎なぞの美少女のできあがり。

「うん。いい感じ……」

　呟つぶやいて、マコトは愕がく然ぜんとする。

　僕は今化粧をするのを『楽しい』とか思ったような……。やばい。何か順応しつつある。女装に抵抗がなくなってる。というか朝起きてまず鏡に向かうとかまるっきり女の子じゃないか。

「……マコト？　どうした？」

　マコトががさごそやっていた物音で目を覚ましたのだろう、クロードが顔を上げてマコトに話し掛けてきた。

「すいません、ちょっと自分を見失いそうになって……」

　マコトがそう答えるとクロードはつまらなそうなあくびを一つして、

「鏡を見ろ。お前はそこにいるだろう」

「その鏡のせいで自分を見失ってるんですが……」

　ため息を一つつき、マコトは鏡を机に伏せた。着替えのために立ち上がる。

　マコトが着替えも終えた頃ころ、ピエトロが大きなあくびをしながら起き上がり、

「え!?　ちょ、クロード！　作戦中だぞ！　なんで女連れ込んでるんだよ!?　……ってああ、マコトか、びっくりした」

　お約束なボケをかます。

　ピエトロの大声で女性陣も目を覚ましたようで、一行は予定よりも早く活動を開始した。

　元々別件で来ているクロードは顔を洗うとすぐに出掛けていき、マコトはミリアム、ピエトロ、モニカの三人と朝食を摂とりながら、まずは状況と計画の確認をする。

「ハース・アイゼンはこのところ多忙のようで週の半分はアルジェントから離れているわ」

「今はどこに？」

　問われてモニカはメモを見返す。

「先週から商用でシェンナ入りをしているけど、今日きよう帰ってくる予定。アルジェント西駅に午後二時三十分到着の便」

「すると接触を図るのは三時頃ごろ？」

「そうね。だいたいその辺り。それまではその辺を観光してて」

　モニカがそう言うと、ミリアムはテーブルをがたんと鳴らして抗議した。

「ちょっとモニカ、そんな適当なことで……」

「早はや合が点てんしないで。別に遊んでろとは言ってないわよ。マコトはアルジェント初めてでしょ？　少し歩き回って地理を頭に入れてもらわないと。もっとも、ミリアムもやけに固くなってるみたいだし、本当に少し遊んで、リラックスしてきた方がいいかもしれないわね」

　そう言ってモニカはくくっと笑う。

「全くだな」とピエトロもしみじみうなずいて、「マコト君もそう思うよね？」

「え？　あの、その……」

　マコトはミリアムの機き嫌げんを考えてうなずけない。しかし否定もしないのが、どう思っているかを明白に物語っている。

「何よみんなしてっ！」

　ミリアムは顔を真っ赤にしてむくれた。







　朝食が済み、マコトはミリアム、ピエトロと共にアパートを出た。午前中一杯を使って周辺の下見という名の観光である。モニカは「アパートに残って計画に見落としがないか確認するわ」と言ったが、そう言いながら大きなあくびをしたところから察するに、二度寝がしたいだけだろう。

「……何かすごく現代的だなあ」

　アルジェントの街を歩いて、マコトの最初の感想がそれだった。

　ストーリアの街並みと言えば赤あか煉れん瓦が葺ぶき。路地もうねうね入り組んでいるのが定番だが、今マコトの目の前に広がる光景はそれとは正反対の無彩色で直線的なものだった。建物はほとんどが灰色のコンクリート製、道路は突き当たりまで見通せる完全な直線。道幅もたっぷりあり、大型の車同士が余裕ですれ違える。舗装にもへこみは全くない。

　歩ほ道どう脇わきに並ぶ店の中には、壁かべ一いち面めんがガラス張りになっているものも少なくなかった。これも最新工法が導どう入にゆうされたおかげだ。煉れん瓦がの壁で重量を支える古い建物ではこうはいかない。

「山奥の田舎いなか臭くさい街だと思ってた？」

　故郷を馬ば鹿かにされたと思ったのだろう、ミリアムがちょっと怒ったように言った。

　そのミリアムは昨夜のうちに髪を染めて金色にしていた。髪型も普段のストレートではなく、左右にくくってツインテールにしている。一応の変装、というわけだ。

「そうじゃないよ。うーん。何だろ。何かストーリアっぽくない感じ」

　ストーリア暦は今年で二一九年を数える。その歴史の長さと、目の前に広がる街並みの新しさが、どうにもそぐわないとマコトは感じたのだ。カメラマン的に言うなら、「撮とっても面おも白しろくなさそう」な、綺き麗れいだけれど画一的で没個性な街並み。

「確かにね……」立派な街並みを見回してミリアムが言った。「私が住んでいた頃ころはもっと古い建物も一杯あった。……たった二年しか経たってないはずなのに、なんだか全然別の街に見える。ううん。あちこち見覚えはあるの。でもそのせいで余計に違和感。通りの名前は一緒だし、建物の配置も変わってはいないんだけど、なんて言うんだろう？　よそよそしくて、映画のセットを見てるみたい」

　そう言われてマコトは言葉を探す。セット。書き割り。中身がない。生活感が希薄な。

「……生きた街って感じがない？」

「うん。そんな感じ」

　ミリアムは寂しそうにうなずいた。

　懐なつかしいはずの故郷の変容。違和感。ミリアムは今、還かえる場所を奪われたように感じたのかもしれない。

　マコトは何か言葉をかけてあげたいと思ったが、何も出てこなかった。

　対面から人がやってきた。ピエトロが車くるま椅い子すの後ろに回り、道を空ける。

　通行人は手が届きそうな近くを通過する──そうと気付いてマコトは怖くなった。

　この格好で身内ではない人間に接近するのはこれが初めてだ。緊きん張ちように鼓動が高まる。通用するのか。無理だ。騙だませるわけがない。

　通行人とすれ違うまで後三メートル。そこが限界だった。

「くっ」

　マコトはピエトロを突き飛ばすようにして車椅子の後ろに回り、屈かがみ込こんで背もたれの陰に身を隠した。ぎゅっと目を閉じて息も殺す。

　通行人はマコトの突然の奇行にちょっと驚おどろき、しかし足を止めずに通り過ぎた。

　その足音が完全に聞こえなくなるのを待って、マコトは恐る恐る顔を上げる。

「今からそんな調子でどうするの」

　ミリアムの、心底呆あきれ果はてた顔。

「ご、ごめん。でも……」

　マコトは泣きそうな顔で答える。

「う」

　とミリアムは言葉を詰まらせた。マコトの泣き顔が何かヤバイ。

　ぞくぞくする。もっと泣かせてみたい。

「──っ」

　ミリアムは頭を振って邪よこしまな思いを振り払った。

「まあまあミリアムも抑えて」とピエトロが取りなすように会話に割り込む。「マコトくんには慣れてもらわないと困るんだけど、最初っから完かん璧ぺきになんて誰だれだって無理だよ。一いつ旦たんお茶でも飲んで落ち着こう。ほら、ちょうどそこにいい感じのカフェがある。ミリアムも喉のどが渇いただろう？」

　渋々、という様子でミリアムがうなずく。マコトは申し訳ない気分で車くるま椅い子すを押した。

　通りを少し進んでカフェに入る。すぐにウェイトレスがやってきて一行を入り口付近の席に案内した。

「ご注文はもうお決まりですかー？」

「僕はコーヒー」

「私はチーズケーキセット。飲み物は……私もコーヒーで。砂糖なしでミルクたっぷり」

　ピエトロとミリアムがすぐに自分の分を頼む。ウェイトレスはそれをメモしつつ視線をマコトの方に向けた。その目が軽く見開かれ、「はぁ」という感かん嘆たんの息が唇から漏もれた。

　マコトは反射的に顔を背そむける。

「何やってるの？　早く注文しなよ」

　ピエトロがにやにやしながら言った。それでマコトはピエトロの意図を察する。

　カフェに入ろうと言ったのは休きゆう憩けいのためではなく、マコトが他人と話す機会を強制的に作るためだったのだ。カフェに入って何も注文しない、というわけにはいかない。そしてピエトロには、マコトの代わりに注文してやろうという気持ちは全くない。

「あ……」

　マコトは助けを求めてミリアムを見た。ところがミリアムはピエトロそっくりの邪悪な笑みを浮かべて、

「そうよ。ウェイトレスさん困ってるじゃない」

「う……」

「ご注文、よろしいですか？」とウェイトレス。

　逃げ場なし。

　マコトは覚悟を固めてウェイトレスを見上げた。どうかばれませんように。

「……コッ、ココココッココーヒィッ、を一つ」

　鶏にわとりか！　──自分の喉のどから出た声のあまりのすさまじさにマコトは頭を抱えたくなった。終わった。今すぐ穴を掘って埋まりたい。

　しかしウェイトレスさんはさすがにプロであった。マコトの奇声にも笑顔を崩さず──ほんの少しだけ引きつってはいたが──「かしこまりました」と一礼してテーブルから離れていく。

　少しして厨ちゆう房ぼうの方から、「ねえ今ものすっっっっごくかわいいお客さんが来たのよ！」という声が聞こえてきた。

「…………はうぅ…………」

　マコトが長い長いため息をつくと、ミリアムがくすくす笑った。

「ちゃんとできたじゃない」

「案ずるより産むが易やすし、だよマコトくん」

「……二人とも絶対面おも白しろがってるでしょ」

「ええ？　そんなことないわよねえ？」

「ねえ」

「……くっ」

　──帰ったら二人の恥ずかしい写真を撮とってグランセオーラの廊下に貼はり出だしてやる。絶対にだ、とマコトは固く誓う。

　とはいえ無む理り矢や理りにでも突破口を開いたのは結果的には良かった。カフェを出る頃ころにはマコトはまだ多少ぎこちないながらも店員と一対一で会計ができるようになっていた。開き直っただけかもしれないが、一度できてしまえば後は全部同じだ。

　マコトの変化に対し、ピエトロは「計画通り」と言わんばかりの得意顔をした。

　一方ミリアムは、

「この程度で安心するのは早い。もっと人の多いところで試さないと。バスに乗ってストーリア城を見に行くとか」

　と真面目まじめな顔で言ったが、よく見ればオリーブ色の目に邪悪な笑いが潜ひそんでいた。とにかく人の多いところにマコトを放り込んで困り顔を愛めでよう──もとい、演技力を鍛きたえようという目論もくろ見みだ。しかしこれにはピエトロが反対した。

「あっちの方に行くとミリアムの知り合いに出くわす可能性が高い」

「あ……」

　ミリアムはうなだれた。

　マコトが男だとばれたところで「変な人がいるものだな」で済むが、ミリアムが戻ってきたことを知られるのは非常にまずい。現在新大陸にいるミリアムの父レオナルドとレヴァンテとの関係を当局は把握しているはずだ。レオナルドが新大陸連邦に亡命を受け入れられた関係で手を出せずにいるが、その娘であるミリアムが現れたとなれば放っておくはずがない。必ず接触してきて、拘束されることもあり得る。いや、きっとそうする。

「……ごめん、私、ちょっとおかしくなってた」

　ミリアムもそれは分かっていた。しかし、ついはしゃいでしまったのだ。

　いくら雰囲気が変わっていても、敵の本拠地であっても、それでも故郷は故郷である。

「ミリアム」

　マコトはミリアムの頭を慰なぐさめるように撫なでた。

　ピエトロが気を遣つかって二人から離れた。

　ミリアムはマコトの手を引き寄せ、目を閉じて静かに頰ほおを寄せたのだった。







「ちょっと回り道をしていくよ」

　昼、作戦開始の前に一度アパートに戻る途中、ピエトロはそんなことを言った。

「どこに行くの？」

　ミリアムのその問いには答えず、ピエトロは横断歩道を渡っていく。路地を通り抜け、また別の通り……三本の通りを渡ったところで、周囲の景色がそれまでとは全く違うものになった。

　高いコンクリート建築の裏手に、伝統的な煉れん瓦がの壁かべに挟まれた路地が延びている。

　ビルに日差しを遮さえぎられた路地には何か腐臭のようなものが立ちこめ、空気の色さえ違って見えた。その暗くら闇やみのあちこちに、ボロを纏まとった人ひと影かげがぼんやりとうずくまっている。まだ幼い子供の姿もあった。マコトもミリアムも言葉もない。

　これは撮とるべきだ。記録しておかなければいけない光景だ──マコトはカメラバッグに手を伸ばした。が、ピエトロがマコトの手を上から押さえつける。

「金目のものは出すな」

　ささやくような小声で、しかし鋭するどく制した後、ピエトロは路地の一角を目で示した。物陰に誰だれかいる。獣けもののような目をして、こちらの隙すきをうかがっている。

　マコトは息を吞のんだ。

「戻ろう」

　ピエトロはマコトとミリアムを先に下がらせ、路地を警けい戒かいしながら後退した。

「ピエトロさん。あれは……」

　明るい光の下に戻ってくると、今見たものが幻だったのではないか、という気がした。それくらいに現実味のない、唐突な光景だった。

「失業者だよ。収入がないからアパートも追い出されて、ああして雨風だけはしのげる路地で寝起きしてるんだ。彼らは市街の再開発に終わりが見え始めた頃ころから、少しずつ増えてる。彼らの大半は元からのアルジェントの住人じゃない。近くの村から出で稼かせぎに来た人たちだ。ちょっと前まで再開発で景気が良かったからね。労働力はいくらあっても足りない状況だった。一部の企業だけだけど。ところがその再開発計画もほぼ終わってしまって、今度は労働力が余りまくっている。企業としては、『もう仕事は終わったんだから村に帰れ』ってことだろうけど、彼らにしてみれば冗談じゃない。村にいても食えないからアルジェントに出てきたんだ。……ああいう人たちはこれからどんどん増えるよ。アルジェントだけじゃない、アズールもネロもシェンナもビアンコも」

　怒りと憐れん憫びんの入り混じった視線で、ピエトロは今出てきた路地をにらみつける。

「貧困は貧困を生み、いずれこの国を覆おおい尽つくす。そうなってからでは遅いんだ」
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　マコトたちが拠点としているアパートへ戻ったその頃ころ、クロード・アイスは、市街の北側にある大きな公園に来ていた。元は騎き士し団だんの集合場所であったこの公園からはストーリア城がよく見えるため、いつも多数の観光客で賑にぎわっている。

　その公園に無数に存在する広場の一つで、クロードは煙管キセルを咥くわえた女と並んでベンチに腰掛け、鳩はとに餌えさをやっていた。

「カール？」

「カームよ。ＣＡＬＭ、対テロ……何だったかな？」

　女は煙管を口から離して長く煙を吐き出す。明るい公園にはやや不釣り合いな、夜の匂においのする女だった。

「出し惜しみしても報酬は増えんぞ」

「違うよ。本当に忘れちゃったの。対テロ武装……違うわね、対テロ特別……まあ正式名称はなんだっていいじゃないの。とにかく、近々そういう名前の、あんたらを狙ねらい撃うちするための部隊を、政府が発足させるって話」

　女は娼しよう婦ふである。女の客には政府の高官が何人かいて、これがレヴァンテの重要な情報源の一つであった。

「政府が王国軍とは別に武装組織を持つ？　しかもレヴァンテ潰つぶしのためだけに？　……どうにも眉まゆ唾つばな話だな。警けい察さつの拡充の話が間違って伝わってるだけじゃないのか？」

「カド、リエド、レモ、ボリス……」

　女は煙を吐き出しながら歌うように言った。

「……」

　クロードはちぎったパンを手にしたまま動きを止めた。女が今挙げた名前は、いずれも有名な傭よう兵へい──パイロットのそれだ。実力ももちろん一流。間違っても警察官になるような連中ではない。

「他ほかにも何人か名前が挙がったけど、全部は覚えてないわ。もっと色々聞き出せればあんたが喜ぶだろうとは思ったけど、ベッドの中で突っ込んだ質問するのも怪しまれるし」

「いや、これだけ分かれば十分だ。よくやった」

「本当？」

「ああ。あとはこっちで調べられる。また何か情報を拾ったら頼む」

　クロードは立ち上がる。女は座ったまましなを作って、

「ね、たまにはお店に遊びに来てね」

　クロードはうなずかない。振り返りもしない。

『……股またっ開ぴらきが』

　母国の言葉で吐き捨てるように呟つぶやく。
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　午後二時四十分──アズール発の列車は定刻より十分程遅れてアルジェント西駅に到着した。鋼鉄の車体がゆっくりとホームに滑すべり込こみ、震えながら停車する。車掌の警けい笛てき。完全に停車した車体の足下から白い蒸気が噴ふき出だすと、開放されたドアから無数の乗客が降りてくる。地元の人間は足早に、不慣れな観光客は案内表示を見ながら広い駅内を移動し始める。各所で小さな混乱が生まれ、

「どかんか！　この田舎いなか者ものが！」

　ホームにしわがれた、しかし大音声の罵ば声せいが響ひびき渡わたった。

　人々が何事かと振り返ると、使用人を何人も連れた老人がステッキを振り回して、通路に立ち止まる観光客を追い払っているのであった。

　観光客らはかんしゃく持ちの老人にむっとしたが、しかし余計な面倒を起こして旅行を台無しにすることもないと考えて道を空ける。

　老人はステッキで周囲を威い嚇かくしつつ、人の流れを無視して一直線に改札へ向かった。使用人の一人が先行して、改札員に人数分の切符を渡す。老人は全く歩を緩ゆるめずに改札を通過、駅構内も一直線に通過、待たせておいた車の後部座席に乗り込むと、ステッキで床をドン、と突いた。「別邸に行け」の合図である。

　運転手は何も言わずに車を出すと、アクセルを普段よりも強めに踏んだ。ちらりとミラーを覗のぞいて主あるじの様子をうかがう。鉄道のダイヤの乱れに苛いらついていた主は、別邸で待ち受ける甘いひとときを想像しているのだろう、少し表情が緩み始めている。

　主の名は、ハース・アイゼン。

　十年前、運転手が雇われた頃ころのハースは、たっぷりと脂肪を蓄たくわえた食い道楽であった。しかし不ふ養よう生じようが祟たたって入院、その反動からか、今は粗食を旨むねとするがりがりにやせた老人である。

　ぐふふふ……と老ろう醜しゆうそのものの笑みを浮かべ、目だけがぎらぎら輝いている。これがストーリアでも有数の航空機メーカーの社長だとは、言われなければ誰だれも思うまい。

　車は程なくハースの別邸──〝椿つばきの館やかた〟に到着した。車が門の前に止まる。

　ここにハースは身寄りのない少女を二人、囲っている。食の楽しみを捨てたハースが見つけた第二の楽しみ、それが、少女を愛めでることであった。

　ここ数日、ハースは商用でアルジェントから離れていた。もはや我慢も限界に近い。ハースは運転手を待たずに自分でドアを開けてやや坂になった歩道に降り立ち、

「きゃあああああああ！」

　不意に横合いから悲鳴。反射的にそちらを向くと、髪の長い少女を乗せた車くるま椅い子すが、すさまじい勢いで突っ込んできていた。坂の上には少女がもう一人、驚きよう愕がくに表情をこわばらせている。何かの弾はずみで車椅子が坂道を転がり降り、制御不能になってしまったのだろう。

「！」

　頭でそうと分かっても老いたハースは反応ができない。事態に気付いた運転手が車椅子の前に割り込もうとするが間に合うまい。それでもハースは何とか逃げようとする。その足がもつれて歩道に倒れる。そこに車椅子が突っ込んできて、すさまじい衝しよう突とつ音おんが響ひびき渡わたった。







　坂の上でマコトは息を吞のんだ。

　ちょっと押しただけのはずの車椅子が、坂の途中で突然加速した。ミリアムがハンドリムを回して勢いをつけたのだ。

「きゃあああああああ！」

　わざとらしい悲鳴を上げてミリアムが突っ込んでいく。そのまま老人をはね飛ばすかに見えた車椅子は寸前で横倒しになって、歩道の上をすっ飛び、街灯の根本へ激突してけたたましい音を立てた。ミリアム本人は歩道を転がり、椿の館を囲む赤あか煉れん瓦がの壁かべにぶつかって止まった。

　標的ハースはと見ると、腰が抜けてしまったのか、歩道にへたり込んで何かフガフガ言っている。

　やり過ぎだ。どう見てもやり過ぎである。

　事故を装よそおっての接触は計画の通りだが、ここまで派手にやる予定ではなかった。

　出会い方としては「ぶつかりそうになった」だけで十分だったのだ。ミリアムはおそらく「劇げき的てきな出会い」を演出したかったのだろうけれど、ここまで危険な目に遭あわせてしまっては、逆効果としか思えない。

　ともあれ作戦は始まってしまった。行くしかない。マコトは意識を切り替えて両手でトランクを持ち上げた。

「ミコト！」

　焦あせった顔で──これは演技ではなくできた──呼び掛けながら、マコトは坂を駆かけ下おりた。

「ミコト！　大丈夫？」

　トランクをその辺に放り出し、ミリアムに駆け寄る。助け起こすと、ミリアムはマコトの胸の中でウインクをして見せた。

「どう、迫真の演技だったでしょ？」

　小声で告げるミリアムは余裕たっぷり。転び方こそ派手だったが、どうやら怪け我がはしていないらしい。

　何考えてるんだ馬ば鹿か！　──そう怒ど鳴なりたかったがぐっと我慢。

「わ、私は大丈夫よお姉ねえちゃん。それよりあっちの人……」

　とミリアムは打ち合わせ通りのセリフを言った。マコトはハッ、と振り返り、

「も、申し訳ありません。お怪我はありませんか？　ぼ……私がうっかり車くるま椅い子すのハンドルから手を離してしまったばっかりに」

　マコトが駆かけ寄よったとき、老人はすでに運転手の手で助け起こされていた。まだ驚おどろきが冷めないのだろう、ハースはぜえはぁと荒い息をしつつ、マコトを見上げた。その目が大きく見開かれ、異様な輝きを発する。

　まさかこのままショック死したりしないだろうな、とマコトは不安に駆られた。

「あの、もし……？」

「ああ、いや、ワシは……うむ、大丈夫だ。それよりそちらのお嬢じようさんは……」

　ハースが視線を動かす。その先でミリアムは痛そうに顔をしかめている。

「立てないのか！　こりゃいかん。おい！　誰だれか！」
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　ハースが顔を青ざめさせて叫ぶ。屋や敷しきではちょうど主あるじを出迎えるためにメイドたちが用意をしていたところで、ハースの叫び声を聞いてすぐに何人かが飛び出してきた。

「このお嬢じようさんをすぐに屋敷に運ぶんだ！」

　ハースの命令を受けて、メイドたちは一いつ斉せいに動く。ミリアムはすぐに門の内側へと運ばれていった。当然マコトもすぐにその後に続く。

　メイドは邸内に運んだミリアムを玄関ホールのソファに横たえた。別のメイドが救急箱を持ってやってきて、ミリアムを診みる。

「……医者を呼んだ方が良さそうか？」

　ハースが不安そうに訊たずねた。ミリアムを診ていたメイドは首を振って、

「大丈夫です。打ち身と擦すり傷きずが少々……といったところですわ。一応消毒の方は今済ませました」

「しかし全く立てなかった様子だったが」

「それは……」

「元からなんです」

　メイドの言葉に被かぶせるようにして、ミリアムが口を開いた。

「子供の頃ころに馬車にはねられまして、骨がおかしな具合に……。あ、ご挨あい拶さつが遅れて申し訳ありません。私、ミコト・サカキと申します。こっちは姉のマリア」

　とミリアムは傍かたわらのマコトを示しながら言う。

「ミコト……とはまた変わった名前だが」

「秋あき津つの名前です。母があちらの人間でして」

「これはまた遠いところだ。アルジェントには観光ですかな？」

　ハースは車くるま椅い子すと、その傍らの大きなトランクを見ながらそう訊ねた。ハースがマコトたちを外国から来た人間だと判断したのは、トランクの取っ手に結びつけられた客船用の荷札を見てのことだろう。もちろん、そう思わせるための工作の一種である。

「いえ、それが……」ミリアムは言葉を途切れさせ、たっぷりとためを作ってから、「……父を捜しに来たんです」

「お父上？」

「はい。少し恥ずかしいことなのですが、ご迷惑をおかけして事情も話さないというのも失礼かと思いますのでお話ししますと、私たちは私生児なんです。父は貿易商として秋津に来て、母は……いわゆる現地妻、というような存在だったようで」

「ふむ」

「私たち姉妹は父に会ったことがありません。物心ついた頃には父はもう秋津を離れていて、私たちは女手一つで育てられてきました。ところが先日その母が亡くなりまして、秋津には頼れる親しん戚せきもいませんし……父の所に身を寄せようかと思って海を渡ってきたのですが……」

「そのお父上は？」

　ミリアムは首を左右に振った。

「アルジェントの出身で貿易商をしているということと〝エーコ〟という名前であることしか分からなくて……」

「なるほど。若いのに苦労しているようだ」

　ハースは感心したようにうなずく。

　ここまでの話はもちろんでっち上げである。身の上話に関しては、レヴァンテのパイロットである〝ソードダンサー〟クロード・アイスの生い立ちを参考に。ミコト、マリア、という名前はマコトとミリアムの名前を適当に組み替えたもの。父親の名前はストーリアの三聖人の一人から、名字はマコトの実家のお隣となりさんから拝借してきた。

「……ところでお嬢じようさん方、宿泊先などはもう決まっているのかね？」

「え……」

「父親を捜すとなればほんの数日の滞在ではあるまい。アパートでも借りることになるのだろうが……」

　問われてマコトは戸惑った。

　作戦中の拠点となるアパートはもちろん決まっている。その住所を教えてしまうのは色々まずいことになるのではないか。かといってダミーの物件など用意していない。どう答えればこの場を切り抜けられるのか、

「それが、まだなんです」

　マコトが考えるより早く、ミリアムがそう答えていた。

「宿も何も、今日きようこの街に着いたばかりですから、本当に右も左も分からなくて……」

　ほとほと困り果てた、という風にミリアムはため息をつく。

　そしてハースは、その答えを待っていたように、にんまりと、笑みを浮かべた。

「それならお嬢さん方、この屋や敷しきに滞在するというのはどうだろうか？」

「えっ！」

「いいんですか！　助かります！」

　マコトは本気で驚おどろいたが、ミリアムの方は多少わざとらしい驚きだった。

「ちょ、ミリ」じゃなくて、「ちょっとミコト、それはさすがに迷惑よ。今日会ったばかりの人にそんなこと……」

　マコトは必死でミリアムを止めにかかった。一体何を言い出すのか。

　今日のところはハースと知り合いになるだけで十分だ。それから後日改めて接触して、椿つばきの館やかたに招かれるよう仕向ける──そんなシナリオだったのに、ミリアムはそれを無視して一いつ足そく飛とびに館に潜せん入にゆうするつもりでいる。確かにその方が短期間で事が済むし、館に隠されている不正の証拠を探すのもやりやすいだろう。

　しかし危険だ。危険過ぎる。

　今すぐミリアムを問い詰めたい気分だったが、まさかハースの目の前でそんなことをするわけにもいかない。

　ハースの方はといえばにこにこして、

「なあに遠慮することはない。部屋ならたくさん余っている。それにはっきり言うが、君たちがアパートを借りるのは無理だろう。ストーリアでは身元の不確かな外国人に土地建物は貸せない法律がある」

「……」

「ああ、お姉ねえさんはワシが怪しい人間じゃないかと疑っているのだね」

「あ、いえ、そんなわけでは……」

「いやいや気を遣つかわなくてもいい。若い娘が見知らぬ男を警けい戒かいするのは当然のことだ。ことにストーリアの男ときたら下半身の元気過ぎる奴やつばかりだからね」

　ひゃっひゃっひゃ、とハースは笑って、

「しかしまあ、ワシは見ての通りの年寄りだ。若い頃ころはずいぶんいわしたものだが、この年になると立つものも立たなく……おっと、ご令れい嬢じようの前で下品な口をきいてしまった。ともかくワシはすっかり枯かれてしまった。お嬢さん方に対してやましい気持ちは一いつ切さい持ってない。この申し出は純粋に親切心からのものだ。信じてはくれんかね？」

　ハースは真しん摯しに訴える。その澄すんだ瞳ひとみは到底ロリコン変態ジジイとは思えず、事前に話を聞いていなければ二人ともころっと騙だまされていたかもしれない。

「お姉ちゃん、人の親切を疑うのは失礼だよ」

　ミリアムが頰ほおを膨ふくらませて言う。さらに、

「そんなにこの人が信用できないなら、お姉ちゃんだけどこかにアパート借りれば？」

　ミリアムの目が強い光を放った。演技や駆かけ引ひきのためではなく、本気で言っているのだ。

　こうなってしまってはもはやどうしようもない。マコトはため息をついてから、ハースの方に向き直った。

「……すいません。それでは二、三日の間、ご厄やつ介かいになります」
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　マコトとミリアムにあてがわれたのは館やかたの西側にある客間の一つだった。案内してきたメイドが退室するとすぐ、マコトは車くるま椅い子すの前に回ってミリアムを見下ろした。

「一体何を考えてるんだよ！」

「何をって……作戦の遂すい行こうに決まってるじゃない」

　ミリアムは面倒くさそうに答えた。

「僕が言いたいのは、なんで段取りを無視したのかってこと」

「だってこの方が手っ取り早いじゃない。じっくり時間をかけて仲良くなって食事に招かれる……とか、そんなまどろっこしいことやってたら年が明ける。それまでずーっと『マリアお姉ねえ様さま』でいるわけ？　そんなのマコトだって嫌いやでしょ？」

「それは……」確かにミリアムの言う通りだが、「……でも危険過ぎる。『泊まっていけ』って言ったときのハースの顔見た？」

　はぐれ羊を見つけた狼おおかみのような。あるいは巣に落ちた蝶ちように近づく蜘蛛くものような……あのジジイが枯かれているなんて絶対噓うそだ。あんなやましさ大だい爆ばく発はつの人物と四六時中一緒だなんて考えただけでもぞっとする。

「……マコトは文句を言うためについてきたの？」

　ミリアムはマコトを上うわ目め遣づかいで睨ねめつけ、不ふ機き嫌げんそうに言った。

　その剣幕にマコトはたじろぐ。

「ミ、ミリアム……？」

「マコトは私を守るためについてきたんじゃないの？　さっきから弱気なことばっかり言って。女の子の格好したら心まで女の子になっちゃった？　あんな年寄り一人から私を守る自信もないの？」

「そんなことないよ！　ミリアムは僕が守る！」

　ミリアムがにっ、と笑う。

「じゃあそれでいいじゃない」

「……しまった」

　マコトは安っぽい挑発に乗ってしまったことに気付いて頭を抱えた。

　ミリアムが両手を伸ばしてマコトに触れる。

「ごめん。でも無茶はしないから。ちゃんと自分を大事にする。……私はその……マコトのものになったんだもん。マコト以外には、は、裸を見せたりとか、触らせたりとか、絶対させないから……信じて……」

　こうまで言われて奮ふるい立たたない男がいるだろうか。マコトの胸に、静かな闘とう志しが燃え上がり始める。すぐ側そばにミリアムの、かすかに赤く染まった頰ほおがあった。

「ミリアム……」

　マコトは奮い立った感情が命ずるままにミリアムに手を伸ばし、ぎゅうっと抱きしめた。

　ミリアムは無言で目を閉じる。上を向いて唇を軽く突き出し、

　響ひびき渡わたるノックの音。

「！」

　マコトはぱっと跳ね起きた。ミリアムも車くるま椅い子すを超高速でバックさせる。

「お客様、ご夕食の用意ができましたので……」

　ドアを開けて顔を覗のぞかせたメイドが、二人の様子を見て首をかしげた。







　メイドに先せん導どうされてマコトたちは廊下を進む。廊下の角を一つ曲がり、次の角の手前まで行ったところに食堂はあった。メイドにドアを開けてもらい、マコトは車くるま椅い子すを押して食堂へと入る。

「おお、やっと来たか」

　中で待ち受けていたハースが、マコトとミリアムを見つけて破は顔がんする。

「ワインは何がいいかね？」

「ぼ……私も妹もお酒はちょっと苦にが手てで……」

「それは残念だな。まあいい。とりあえずかけなさい」

　とハースはテーブルを示す。見れば一箇所だけ椅子が取り除かれたスペースがある。そこがミリアムの席、ということなのだろう。マコトは車椅子をそこに進め、自分は隣となりに座った。

　マコトたちの正面には二人の少女が座っていた。どちらも十代の前半で細身。大人おとなしそうな雰囲気がよく似ている。

「こんばんは」

　とミリアムはにこやかに挨あい拶さつをする。しかし二人の娘は返事をしなかった。

「ハース様、こちらの方は？」

　左の娘がけだるそうに訊たずねた。

「ああ、紹介しよう。こちらはお父上を捜しに秋あき津つ国こくから来たサカキ姉妹だ。お姉ねえさんがマリア、妹さんがミコト。宿が決まるまでこの屋や敷しきに泊まってもらうことになった」

「こんばんは。短い間になるかと思いますが、よろしくお願いします」

　とマコトは会え釈しやくをした。左の娘はマコトたちをちらりと見ただけで会釈は返さず、右の娘に至っては完全無視で膝ひざの猫をいじっている。

「こちらは奥から順に、トリシアとコーデリア。この屋敷に住んでいる。ワシの……まあ娘みたいなものだ。二人とも身寄りがなくてな、ワシが面倒を見ている」

「そうなんですか」

　白々しい、と思いながらマコトは相づちを打つ。それにしてもいい歳としをして孫みたいな歳の娘を二人も囲っているとは予想以上だ。

（……いや、この上さらにミリアムに手を出すつもりなのだろうから三人か……）

　ここまで精力旺おう盛せいなのもある意味すごい。尊敬はしないけど。

　マコトがそんなことを考えている間に、テーブルにはメイドたちが料理を次々に運んでくる。

　ハースが手ずからワインの栓を抜き、各人のグラスに注いで回った。

「あの、私たちはお酒は……」とミリアムが断ろうとすると、

「全く飲めないというわけでもないだろう？　乾杯ぐらいは付き合うものだよ。それにこの白は絶品だ。味わわない手はない」

　ハースはいくらか硬い声でそう言った。

　かたくなに断って機き嫌げんを損そこねてもまずいか、とミリアムは考える。

「分かりました。では一杯だけ……」

　ミリアムがそう答えると、たちまちハースは笑顔を取り戻して、ミリアムのグラスにワインをなみなみと注いだ。続いてマコトのグラスにも。

　最後に自分のグラスを澄すんだ淡い黄色の液体で満たすと、ハースは上機嫌で宣言した。

「新しい出会いに乾杯！」







　夕食の席で、一番饒じよう舌ぜつだったのはハースだった。というかハースが一人でしゃべり続け、残りは時折相づちを打つだけ、という感じで食事は進んだ。

　トリシアとコーデリアは互いの耳に口を近づけてひそひそと言葉を交わすばかりで、マコトとミリアムに話し掛けてくることは一度もなかった。明らかにこちらを歓迎していない雰囲気だ。何もしてないのになぜ？　とマコトは首をかしげる。と、

「おやどうされましたミコトさん」

　不意にハースがそう言った。

「えっ」とミリアムは顔を上げる。

「なにやらすごい顔をしていたようだが」

「あ、その……」

　ミリアムははっきりとうろたえ、すがるような視線をマコトに向けてきた。しかしマコトも何が何だかさっぱりだ。一緒になって戸惑っていると、

「ああ、なるほど、トリュフが苦にが手てか」とハースが独ひとり合が点てんする。

「あ、はい。せっかくのお料理なのに申し訳ないのですけど……秋あき津つではこういうものは食べませんので……」

　ミリアムのその言葉にハースは何度もうなずき、

「嫌きらいなら残せばいい。何、気にすることはない。無理して食べて嫌いやな顔をする方がよほど失礼だ」

「すみません」とミリアムは頭を下げる。

　ハースは笑顔でうなずきを返すとワインを舐なめ、すぐに自慢話を再開した。

「ミコト」マコトはミリアムの耳元に口を寄せてささやく「トリュフが嫌いって噓うそだよね？」

　ミリアムは小さくうなずき、マコトの耳元に口を寄せて、

「パパの会社を潰つぶしてもうけた金で愛人囲って毎日こんなおいしいもの食べてるのかと思ったら無性に腹が立ってきて……」

「気持ちは分かるけど抑えて」

「分かってる。もう大丈夫」

　ひそひそ話を終えて顔を離す。

　ハースがこちらを見ていた。

　無理せず残せとハースは言ったが、客が料理に手をつけないのは、ホストとしては気分が悪いもののはずだ。話の流れ上ミリアムはトリュフを食べられないのだから、マコトがその分食べなくては。

（うっ……）

　実はマコトはトリュフが嫌きらいであった。

　ストーリアの食べ物はどれも美味だと思うが、これだけはダメだ。いや、トリュフの名産地はストーリアではなく隣となりのランカ共和国だったか。ともかくこんな腐ふ葉よう土どみたいな臭においのするものの何がいいのか。キノコと言ったらしめじが一番に決まっている。

（とかごちゃごちゃ考えてる場合じゃないよなあ）

　ハースはまだこちらを見ている。マコトは意を決して腐葉土のスライスを口に放り込んだ。

「……っ！」

　ハースはマコトを見て満足そうな笑みを浮かべる。

　マコトは泣きそうな気分で微笑ほほえみを返した。







　結局食事が終わるまで、ハースは延々としゃべり続けていた。

「……とまあそんな感じで九死に一生を得てな、ワシは悟ったのだ。健康こそが人生で最も尊とうといものであると」

「本当に、そうですね」

　適当な相づちを打ちながらマコトは「悪くない」と思った。

　ミリアムが暴走を始めたときは焦あせったが、結果的には敵の懐ふところに一気に入り込めている。自分の女装もどうやら通用しているようだし、上々のスタートだと言って差さし支つかえないだろう。この調子でいけば不正の証拠も案外楽に見つかるかもしれない。

「おっとこれはいかん。ワシばかりがしゃべってしまったか」

「いえ、とても興味深く、含がん蓄ちくに富んだよいお話でした」とマコトが追従する。

「そう言ってくれるとうれしいが。では今度は君たちの話を聞きたいな。コーヒーでも飲みながらゆっくりと。どうだね？」

　マコトはミリアムと目を合わせる。

　チャンスは逃さず攻めるべきよね──ミリアムが目でそう語ってきた。マコトはうなずき、

「ええ──」

　是非、とマコトが答えようとした瞬しゆん間かんだった。

　デザートのアイスクリームを運んで来ていたメイドが絨じゆう毯たんに足を引っ掛けて転び、アイスクリームをそこらにぶちまける。うち一つがマコトの方へと飛んできた。

「わあっ！」

　マコトは演技も忘れて地声の悲鳴を上げた。反射的に逃れようとしたが到底間に合わない。アイスクリームはマコトの腿ももに命中してから床に落ちた。

「申し訳ございません」

　とアイスクリームを落としたメイドがすぐにマコトの所へ駆かけてきて、ハンカチでスカートを拭ふき始はじめた。

「お怪け我がはございませんか？」

　メイドはスカートを拭きながら訊たずねる。

「え、ええ」

　メイドが顔を上げた。

（このメイド、どこかで見覚えが……）

　マコトがそう思った瞬間、メイドはマコトの耳元に口を寄せ、

「髭ひげが」

「えっ」

　マコトは反射的にあごに触れた。撫なで回まわすと、喉のどの辺りに一本だけ、女子にはあるまじき太い毛の感触が。

「何をやっている！」

　今更のようにハースが怒ど鳴なる。

　メイドは何も反省してないような仏ぶつ頂ちよう面づらで立ち上がり、ハースの方を向く。

（思い出した！　この子、リータだ）

　ヴィーヴル号の事件で知り合ったトリノ・マルヤッキとかいう変な男のメイド。

　マコトは直接目にしてないが、すさまじい格かく闘とう術じゆつの使い手で、海賊たちとの戦いでは敵の親玉を追い詰める程の活かつ躍やくをしたという。『あれはどう見てもただのメイドじゃない。帝政ストレルカの暗殺者に違いない』とはレヴァンテのメンバーでもあるヴィーヴル号船長の弁。北の軍事大国が身寄りのない少年少女を拾っては暗殺者として育てているという噂うわさの真偽はさておき、リータが何かしらの訓練を受けた人間であると──どこかの組織に属する工作員と見て間違いないと、クロードも断言していた。

　そのリータがここにいるということはどういうことなのか。うまく頭が回らない。リータはどこの誰だれの命令で、何の目的を持ってこの屋や敷しきに入り込んだのか──いや、問題はそんなことではない。

　潜せん入にゆうした先で知り合いに会うなんて、全く想定していなかった。

（ど、どうすれば……）

　考える。しかし何も出てこない。下手へたを打ったら自分だけでなくミリアムも危険だ。プレッシャーが思考を邪じや魔まし、ますます答えが遠ざかる。

「いやあ申し訳ない。大丈夫かい？」

　ハースが愛想笑いを浮かべて近づいてきた。

「え、ええ……」

　マコトは気持ち後退する。

　予想もしなかった人物の出現に頭が追いついてこない。マコトが対応に戸惑っていると、ミリアムがさっと顔を上げて、

「ハース様、申し訳ないのですけれど、先に下がらせていただいてもよろしいでしょうか？」

「うん？」

「歓談のお誘いはうれしいのですけど、私、旅の疲れが出てきたみたいで」

「なんと……。少しだけ、少しだけ付き合ってはくれんかのう？」

「しばらくこちらにご厄やつ介かいになるのですから、お楽しみはこれからいくらでも、ね」

　ミリアムは小首をかしげて微笑ほほえむ。

「ふ……」

　ハースは何を想像したのか、一いつ瞬しゆん、下げ卑びた笑みを浮かべた。

「では失礼します」

　ミリアムは両手を膝ひざにおいて深く一礼する。その顔が上がるやいなや、マコトは車くるま椅い子すをターンさせ、怪しまれないぎりぎりの速度で食堂を後にしたのだった。
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「あれはやっぱり、助けてくれた……のかな？」

「そうなると思うけど……」

　自分たちの部屋へと戻ってきて、マコトは真っ先にのどの髭ひげを抜いた。抜いた髭をゴミ箱に落としてしまえば、その後の話題は当然リータのことだ。

　知り合いに遭そう遇ぐうして正体を見破られたことで動転してしまったが、落ち着いて思い返してみると、リータはわざとアイスクリームをひっくり返してマコトたちを助けてくれたのだとしか考えられない。

　あのままハースと膝を突き合わせて歓談などしたら、ハースは絶対にマコトの髭に気付いただろう。もしそうなっていたらごまかせたか──無理だ。見事なごんぶと一本毛だった。

　女装がばれてたちまち追い出されて作戦は終了。リータがいなければそうなっていただろう。

「じゃあ味方と思っていいのかな？」

「そうとは限らないよ。あの場で騒さわぎになるのが嫌いやだっただけかもしれないし……。あの子の目的が分からないからなあ。何のために潜せん入にゆうしてるんだろう」

「潜入……あの子は潜入者なの？」

「どういうこと？」

「あの子は潜入したんじゃなくて、最初からここで働いてたんじゃないのかってこと。例えばだけど、あの子を雇ってたトリノ・マルヤッキって人が実はハースの息子だとか」

「なんでトリノは偽名を名乗ってたのさ？」

「そんなの私に聞かれても困る。ただの思いつきだもの」

「あの子が元々ここで働いていた可能性はないよ。叱しかってるとき『新米だからって何度もミスが許されると思うな』ってハースが言ってた。リータは最近ここに来たんだ。それにヴィーヴル号で会ったときとは制服が違う。あの頃ころもハースに雇われていたのなら、今と同じ制服を着てたはず」

　証拠を挙げられて、しかしミリアムは首をひねる。

「それも何か引っ掛かる。ここって採用前の身辺調査がものすごく厳きびしいんでしょ？　どういうコネで潜もぐり込こんだわけ？」

「そんなの本人に聞きでもしないと分からないよ」

「聞けるわけないじゃない」

　ミリアムは呆あきれたように言った。が、

「……そうでもない、かも」

「どういうこと？」

「リータは『マリア・サカキ』の正体が『マコト・カシマ』だと見抜いている。そして僕たちがレヴァンテだということも知っている。わざわざ変装して潜入した僕らが何かを企たくらんでるのだろう、と当然考える」

「……」

「でもあの場ではそれを口にしなかった。鈍どんくさいただのメイドのふりをして僕らを助けた。状況からしてリータも何かの目的があってこの屋や敷しきに潜入している。自分の正体をばらしたくはない、はず」

「……あっちがこっちの正体を知っているように、こっちもあっちの正体……までは知らないけど、ただのメイドじゃないことは知っている。リータとしてはそれをハースにばらされたくはない。疑われるだけでも『目的』を達成するのが難むずかしくなるから」

「そう。だから、リータの目的次第では、また協力態勢が築きずけるかもしれない」

「でも、もし目的がかち合ったら？」

「リータも裏うら帳ちよう簿ぼを狙ねらってるってこと？　その場合はますます協力し合えるじゃん。一緒に盗み出してから書き写せばいい」

「不正を暴あばくのが目的ならそうなるけど、『証拠隠滅』が目的だったら？」

「……真っ正面から利害が対立することになるね」

　それはあまり考えたくないことだった。リータは武装した海賊十数人をほとんど一人で、蹴けりだけで倒してしまう程の達人だ。ミリアムやマコトでは全く相手にならないだろう。

「……うーん」

　二人は眉み間けんにしわを寄せて考え込む。

　しばらくしてマコトがため息をついた。

「やめよう。疲れた頭でいくら考えてもいい案は浮かばないよ。明日にでもピエトロさんたちに会って相談する方がいい」

「そうね」とミリアムも同意。

「じゃあ今日きようはもう休もうか」

　そう言いながらマコトは部屋の奥へ進み、寝室のドアを開けた。

「ああっ！」

　そして固まる。

「……マコト？　どうしたの？　あっ」

　戸口から寝室を覗のぞき込こんで、ミリアムも事態に気付いた。

　寝室にはダブルのベッドが一つきりしか置いてなかったのだ。

「こ、これは……」

　白くて巨大なベッドのあまりの迫力に、マコトは一歩も進めなくなる。

　そのマコトをあっさり押しのけて、ミリアムは寝室に入った。

「よく見てマコト。これ、二つのシングルベッドを並べてあるだけ」

「え？　……あ、本当だ。なあんだ──ってそれでも良くないよ！　お、同じ部屋で寝るなんて！　ぼ、僕ちょっと行ってもう一部屋用意してもらってくる！」

　言うなりマコトは部屋から出ていこうとする。その背中にミリアムは、ベッド脇わきに置いてあったメモ帳を投げつけた。

「待ちなさい！」

「ふぎゃっ」

　見事命中。後ろ頭にメモ帳をぶつけられたマコトが立ち止まって振り返る。

「なんて言ってもう一部屋用意させるつもりなの？　私たちは今、マリアとミコトという姉妹でしょ？　父親を捜しにはるばる秋あき津つから旅してきた二人っきりの姉妹。それが何で別々の部屋で寝るの？　不自然過ぎるじゃない」

「あ……」

　ミリアムと同室ということですっかり動転していたが、マコトは今女の子として、この屋や敷しきにいるのだった。

「しっかりしてよ」ミリアムはため息をつきながら言って、「マコトがそんなだと……その、……私も意識しちゃうじゃない」

　赤くなった顔をぷいっと背そむける。

「うわ」とマコトはうめいた。

　そういうことをされるとこっちもますます意識してしまうんですけど。







　ベッドをずるずる引っ張って移動させる。部屋の端はし同士まで離したいところだったが、タンスや鏡台が邪じや魔まをして、せいぜい三十センチくらいしか動かせなかった。

「私奥がいい」

　寝ね間ま着きに着替えたミリアムがそう言い、同じく着替えたマコトはミリアムを抱き上げて奥のベッドへと運ぶ。マコトはやけに落ち着かない気分になった。

　操そう縦じゆう席せきから車くるま椅い子すへ運んだり、車椅子の故障時におんぶして移動したりしたことは何度もある。しかし「寝間着姿のミリアムをベッドへ」運んだのはこれが初めてだ。パイロットスーツを着ているときには感じられない柔らかい感触や体温が、薄い寝間着一枚ではダイレクトに伝わってくる。とろけるような甘い熱。

「いつもありがとうね」

　降ろされる寸前、ミリアムはそんなことを言った。

「……っ！」

　マコトはまるで火傷やけどでもしたかのようにミリアムを落とす。ミリアムの軽い体がベッドの上でポンとはねた。寝間着の裾すそがめくれて小さなへそが露あらわになる。

　マコトは慌てて顔を背けた。見ていられない。これ以上見ていたらどうにかなってしまう。

「お、お休みっ！」

　マコトは隣となりのベッドに潜もぐり込こみ、頭までシーツを被かぶった。ぎゅうっ、と目を閉じる。

「マコト？」ミリアムの問う声。「ねえ、マコトってば……」

　マコトはシーツを被ったまま微動だにしない。脳内で滝に打たれて煩ぼん悩のうと戦っている。

　ミリアムはくすっと笑って、

「……お休み」

　マコトは滝に打たれ続ける。脳内に響ひびき渡わたるはただひたすらに清せい冽れつな水の音。遠く鳶とびの声。時々かすかに獣けものの息づかい。いや、違う。これは……

「ん……んぅ……」

　悩ましいミリアムの声。

「っ！」

　マコトは脳内荒あら行ぎようのレベルを上げた。打たせ湯レベルだった滝はあっという間に身の幅よりも広くなる。それでも寝息は聞こえてくる。滝はますます巨大化し、上は雲上、左右は地平線まで続く大だい瀑ばく布ふとなる。さすがにもう何も聞こえない。マコトは大いなる大自然と一体化し、

「んん……」

　マコトは一つの真理に到達した。

　──悟りとは、美少女の吐と息いき一つであっさりと吹き飛ばされるものに過ぎない。

　無理。どんな聖人君子でもこの状況で平然と眠るなんてできるはずがない。

「……ミリアム？」

「んぅ？」

　返事のような、ただの寝息のような。

「もう寝た？」

「んーぅ」

　またしてもどちらなのか分からない声。

「……」

　マコトはベッドの上で身をよじった。ゆっくりと体をひねってミリアムの方を見る。ミリアムはマコトに背を向けている。

「……ミリアム」

　背中がぴくんと動いた、気がした。

　マコトは意を決して起き上がった。自分のベッドから降り、ミリアムのベッドに手をつく。細い肩。白いうなじが生々しい。どうしてこんなに無防備なのか。

「……」

　マコトはふらふらと、吸い寄せられるようにミリアムのベッドに膝ひざを乗せた。ふと我に返る。

　僕は一体何をしているのか。敵の屋や敷しきだぞ。ミリアムを守るためにここにいるはずなのに。なのにこんな真似まねを。恥を知れ。

「んっ」

　しかし必死に訴える理性は、悩ましげな吐と息いき一つでかき消されてしまう。

　止まらない。止められない。とびきりの美少女と同じ部屋。しかも相思相愛なのである。

　止まる理由は一つもなかった。むしろ止まるべきではないのだと思う。何も同じ部屋で寝る必要はなかったのだ。客室をもう一つ用意してもらわなくても、隣となりの部屋のソファで寝ればいいのだから。

　ミリアムがそうしろと言わなかったのは、つまりそういうことではないのか。

「ミリアム」

　マコトは片手を伸ばし、ミリアムの肩に手をかけた。そっと力を入れてこちらを向かせる。

「ん……」

　ころりと仰あお向むけになったミリアムは、熟じゆく睡すいしていた。

　その安心し切った寝顔を見た瞬しゆん間かん、煩ぼん悩のうが滝たき壺つぼに飲まれて消えた。

　この無む垢くな寝顔は信頼の証あかしなのだ。マコトが何もしないことへの、ではない。

　敵地のど真ん中で熟睡してもマコトがいれば大丈夫だという、絶対の信頼の証だ。

「……ずるいよなあ」

　こんな顔で寝られちゃあ何もできない。

　そのあまりに無防備な寝顔を眺めているうちにだんだん小憎らしく思えてきて、マコトはミリアムの小さな鼻を指でぴんっ、と弾はじいた。

　それでもミリアムは起きなかった。虫が止まったように感じたのか、「んぅ？」と鼻の頭を撫なでただけで、またすぐ寝息を立て始める。

　マコトは苦笑を浮かべて自分のベッドに戻る。

「……おやすみ、ミリアム」
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「一体何を考えてるんだ君たちはっ！」

　広くもないアパートの一室にピエトロの怒ど声せいが響ひびき渡わたった。マコトとミリアムは部屋の中央に並んで座り、窓ガラスをびりびりと震わす大音声にじっと耐たえている。

「どうして勝手に段取りにない行動に出た？　昨夜ゆうべ一晩、僕らが一体どれだけ心配したか分かってるのか!?」

　ハース・アイゼンの別邸〝椿つばきの館やかた〟に潜せん入にゆうした翌日である。

　マコトとミリアムの二人は館での朝食を済ませると、経過の報告と今後の方針について確認するため、拠点としているアパートへと戻ってきた。そして館で何があったのかを説明し──こっぴどく叱しかられている。

　ミリアムは反論の余地がないことを自覚しているので押おし黙だまり、マコトはミリアムの擁よう護ごをしたいのだけど、それをすると自己弁べん護ごにもなるのでやっぱり黙ってうなだれている。

「忘れてるようだからもう一度言うけどね、いい？　ボスは『無茶をしない』って条件でゴーサインを出したんだよ？　それをいきなり破るとか、」

「その辺にしてあげたら？」

　いつ果てるともしれないピエトロのお説教に、モニカがややうんざりした声で割り込んだ。

「屋や敷しきには潜入できて出入りの自由もある。状況としては悪くない。と言うかこれ以上は望めないくらいだと思うわよ」

「それはそうだけど、結果論でものを言うのは……」

「それにあなただって、レオナルド・トラエッタのスカウトでは相当無茶をしたと思うけど」

「っ、あ、あれは若さ故ゆえの過あやまちというか……」

「あの頃ころあなた二十三だっけ？　四だっけ？　まあこの子たちよりずっと年上だったのは確かよね？」

　ピエトロは唇をむにむにと歪ゆがめて、

「……分かったよ。暴走しっぱなしじゃなく、きちんと報告しに戻ってきたわけだし、今回は見なかったことにする」

「うん。年長者はそうでなくちゃ。……ところで時間の方は大丈夫なの？」

「あ、はい。すぐに戻る必要はないです」

　マコトはうなずいた。ハースには「父親を捜しに行く」と言って出てきているから、早く戻ってしまっては逆に不自然になる。

「出入りも自由なのよね。監禁されてねちっこく迫られるかもとか思ってたけどちょっと拍子抜け」とミリアム。

「どこの変態公こう爵しやくよ」とモニカは突っ込んでから、「それで、そのリータというメイドのことなんだけど……」

「昨日きのうは一応助けてくれたわけですし、敵、ってわけではないとは思うんですけど……」

　マコトは立ち上がりながらそう答えた。

「ヴィーヴル号の事件では共きよう闘とうもしてるから？　気持ちは分かるけど油断は禁物。『敵ではない』は『味方でもない』よ。まああなたたちにこんな話をしてもしょうがないんだけれど」

「その子に関してはとにかく動向に注意するしかないね。バックに誰だれがいるのかは気になるけど現時点では調べようがない。とりあえず接触は避さけて他人のふりをすること。お互いの利害が衝しよう突とつしないなら向こうもそれを望むだろう」

　ピエトロの言葉にまずはマコトが、続いてミリアムがうなずいた。

「他ほかに気になったこと、問題になりそうなことは？」

「今のところ特にはない……かな。強しいて言えば館やかたの女の子たちに好かれてないくらい」

　とミリアムは夕食の雰囲気を思い出しながら言った。

「それはある意味好都合ね。下手へたに親しくなってマコト君の女装を見破られたりしても困るし。こちらの方も必要がなければなるべく距離を保っておくように」

「了解」

「そうすると今後の行動としては……本来の計画を何段階か前倒ししたような感じになるな」

　そう言ってピエトロは一いつ旦たん席を外し、寝室から小さな薬包を持ってきた。

「これは？」

「睡眠薬さ。うまいことハースを誘惑できたら飲み物に一服盛るんだ。ハースの部屋に入った状態で、相手を眠らせてしまえば後はこっちのもの。家や捜さがしでも泥棒でもやりたい放題、って寸法さ」

「効果は間違いないけど効き始めるまで一時間くらいかかるから気をつけてね」

　割と長いな、と思いながらマコトは薬包を受け取った。ポケットにしまう。

「首尾良く不正の証拠となる文書を発見できたら、その晩のうちに持って逃げれば作戦終了。翌朝目を覚ましたハースが警けい察さつに働き掛けて検問を敷しいたりしても全くの無駄──まあネタがネタだからそういうことはしないと思うけど。どのみち気付かれた頃ころには僕らは空から脱出済みというわけだ。大丈夫？」

　マコトとミリアムは修正された行動計画を脳内で反はん芻すうする。危険度は高まったが、全体としてはかなりシンプルになった。

「はい。ある意味では当初の計画より楽になったかと」

「だからといって油断は禁物だからね」

「そういえばカメラはこっちに置きっぱなしだけどいいの？」

　モニカがふと思い出したように訊たずねた。

「そのまま置いておいてください。カメラを持ってると、つい撮さつ影えいのことを考えてしまうので……」

　マコトは苦にが笑わらいしながら言った。

　他ほかにもいくつか細かなことを相談した後、話の締しめくくりにピエトロはこんなことを言い出した。

「一つ、作戦には直接関係ないんだけど聞かせておきたいことがある」

「なんでしょう？」

　ピエトロはモニカと目を合わせてから、

「政府が僕らを狙ねらい撃うちにするための部隊を作ろうとしているらしいんだ。今までみたいにことが起こってから軍を出動させるんじゃなくて、もっと積極的に『攻めて』くるつもりじゃないかって」

「……」

「クロードがそれを調べてるんだけど詳細は今のところ不明。名うての傭よう兵へいを集めているとかいないとか。新型機を開発してるとかしてないとか。アイゼン社は陸軍に機体を納入しているから、その関係で、ハースの周りでそういう話が出るかもしれない。まあデマの可能性も高いんだけど、少し注意してて欲しい」

「……分かりました」

　マコトは神妙にうなずく。







　話を終えて、マコトとミリアムはアパートを出た。まっすぐ屋や敷しきには戻らず、少し市街の方を回って時間を潰つぶす。「父親を捜しに行く」と言って屋敷を出てきたので、あまり早く戻っては不自然だからだ。

「でも実際捜して見つかるものなのかな」

　街路を行きながらミリアムが呟つぶやく。

「不正の証拠？」

「違う。私たちのお父とうさん」

「？　ああ……」

　マコトとミリアムの、ではなく、マリアとミコトの、か。

「……どうなんだろうねえ。十五、六の女の子ががんばってどうにかなるものじゃあないとは思うけど。プロの探偵とか雇ったら……半々くらい？」

　マコトはちょっと前まで自分も行方ゆくえ不明扱いだったことを思い出した。アンジェラも探偵を雇ったりしたのだろうか。

　と、不意に気付いた。

　マコトが生きていることはすでにアンジェラによってアズールに伝えられているはずだ。しかしそのようなニュースは報じられていない。『死んだと思われていた兵器メーカーの御おん曹ぞう司し、その婚約者によって無事発見される』──こんな劇げき的てきなニュースを新聞社が放っておくとは考えられないのだが。

（……アンジェラが僕のことを言わずにいるんだ。僕の頼みを守ってくれてるのか……）

　関係がこじれたまま、ろくな話もせずにまた別れ別れになってしまったことが胸に痛い。

「マコト？」

「あ、ん、何でもない。……いい感じに日も暮れてきたし、そろそろ館やかたに戻ろうか」

　マコトはそう言って立ち上がる。ふと視線をやるのは西の空だ。

　近いうちに一度アズールに帰ろうと思う。アンジェラと会って、父とも話をしてこよう。いろいろな問題をきちんと清算しなくてはいけない。

　ミリアムの側そばにいるために。それは避さけては通れないマコトの義務であった。

　しかしまずは目の前の作戦に集中しなければいけない。自分自身の問題はその後だ。

　マコトは意識を正面に、ハースの別邸へと続く坂道へと向けた。







　椿つばきの館に戻ってくると、門の前に車が回され、メイドたちが慌ただしく荷物を積み込んでいるところだった。

「おお、おお、マリアにミコト。いいところに戻ってきてくれた」

　車の脇わきで苛いら立だたしげに待っていたハースがマコトたちを見つけて破は顔がんする。

「お父上は……そう簡単に見つかるはずもないか」

「はい。残念ながら。……ハース様はこれからお出掛けですか？」

「忌いま々いましいことに仕事でトラブルがあってな。急に出なくてはならなくなったのだ」

「まあ。それは残念です。今日きようはゆっくりお話しできると思っていましたのに」

「ワシも残念だよ」

　荷物の積み込みが終わり、メイドが目め配くばせを送ってくる。

　ハースは名残なごり惜しそうに、

「申し訳ないが数日かかる。なあに遠慮することはない。この館やかたを自分の家だと思って、ワシのいない間も自由に使ってくれて構かまわないよ」

「ありがとうございます」

「お父上の捜索に関してはワシも微力ながら力を貸そう。では急ぐので、これで失礼する」

　髪の薄くなった頭に帽子を載のせて、ハースは車に乗り込む。すぐに車は発進し、坂道を結構な勢いで下っていった。

　マコトとミリアムは車が見えなくなるのをメイドたちと一緒に見送り、それから門をくぐって敷しき地ち内へと入った。

　庭にリータがいた。箒ほうきを使って石畳を掃はいている。主あるじの見送りから一人だけ外されていたのは、昨日きのうの失敗のせいだろうか。

　リータはマコトたちに気付いて掃除を中断し、脇わきに寄って通り道を空けた。

　マコトは車くるま椅い子すを押し、リータの前を通過する。すれ違いざまにちらりと様子をうかがったが、船の上で会ったときと変わらぬ無愛想な無表情からは、その目的はもちろん、何を考えているのかさえ、全くうかがうことはできなかった。
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「お客様、お風ふ呂ろの用意ができました」

　その日の夕食後、部屋に戻ったマコトとミリアムに、館のメイドがそう告げに来た。

「ありがとう。すぐに行くわ」ミリアムはドア越しに答え、「さ、準備して」

「え？　僕も一緒なの？」

「当たり前でしょ？　私一人でどうやってお風呂に入るのよ？　マルがいないんだからマコトが手伝ってくれなきゃ困る……というか最初からそういう話で一緒に来たんじゃないの」

「いや、それは、まあ、そうなんだけど……やっぱりまずくない？」

「まずくない。まずければ最初から頼まない」

　即答であった。

　マコトとしては『好きな子と一緒にお風呂』というシチュエーションだけでのぼせそうなのだが、ミリアムは平気なのだろうか──と思いながら見ていると、ミリアムはくわっと目を見開き、

「こっちだって恥ずかしいに決まってるでしょ！　恥ずかしいけど平静を装よそおってるのになんでそういう反応するの!?　台無し！　馬ば鹿か！」

　真っ赤な顔で怒ど鳴なったのであった。







　バスルームは客室の並びの一番北側、建物の角の部分からちょっと斜めにはみ出すようにして設置されていた。脱衣場は車くるま椅い子すのまま乗り入れても十分余裕のある広さ。引き戸を開けるとバスルーム自体も広い。タイル張りの床の中央に、白い陶器のバスタブが置いてある。シャワーや給湯管などのパイプ類は全すべて金色──さすがに本物の金ではなくメッキだが、サビもはがれも一いつ切さいなく、なかなか見事な仕事である。

「あっち向いてて」

　ミリアムにそう言われ、マコトは壁かべに向かって直立した。

「一人で脱げるの？」

「当たり前じゃない。ある程度のことはできる。じゃないと生活できないし」

「ん」

「本当は料理とかもできるようになりたいの。食べさせてもらうばっかりじゃなくて、私が作ったものをマルとかアントニオおじさまとか……マコトにも食べてもらいたい。包丁を使うのに脚は関係ないし。でも調理台が高過ぎるじゃない？　私に合わせた足場とか置いたら逆に他ほかの人の迷惑になるし……」

　珍しくもミリアムは胸の内を素直に吐と露ろするが、マコトはほとんど聞いちゃいない。マコトの意識を占めているのはしゅるしゅるという衣きぬ擦ずれの音、ミリアムが座る位置をずらしたであろう車椅子の軋きしみ──そこから想像できる肌のなめらかさや、細身ながら確かな質量を持つ体のラインだ。

　やがて衣擦れの音が止やんだ。

「いいよ。こっち見て」

　マコトは壁に額ひたいをつけてつばを飲み込んだ。覚悟して、一気に振り返る。

　マコトは口を半開きにして呆ほうけた。

　全身にバスタオルを巻きつけたミリアムが、車椅子の上で恥ずかしそうに身をすくめていた。

　少し背中を丸めているために胸が左右から圧迫され、バスタオルの下にあるかなしかの谷間ができあがっている。絶対にほどけないようがっちがちに巻かれたバスタオルは、隠そうとするミリアムの意図とは裏腹に、スレンダーな体たい軀くをこれ以上ないくらいくっきりと浮き立たせている。

「……しまった。カメラ持ってくるんだった」

「撮とったら殺す」

　研とぎたての剃刀かみそりのような視線。手元にカメラがないことを、マコトは心の底から感かん謝しやした。今カメラを持っていたら多分、ミリアムが何を言おうと止まらなかっただろう。

　バスタオル姿のミリアムをバスタブの中に座らせ、手の届くところにシャンプーや石けんを並べて準備完了。シャワーのバルブは低いところにあるから座ったままでも動かせる。

「ありがと」

　ミリアムは蛇口からお湯を出しつつ、バスバブルを手に取って泡立て始めた。

　マコトはちょっとだけ微妙な顔をする。お湯は浅く張り、バスタブの中を泡で満たして体を洗うバブルバスがマコトはどうにも苦にが手てなのだ。だって洗濯機に入ってるみたいじゃないか。風ふ呂ろというものは熱々のお湯をたっぷり張って肩までつかってこそ癒いやされるのだ！

　マコトはふと思いついて言った。

「お客様、お背中流しましょうか？」

　それはもちろん冗談であった。馬ば鹿か、何考えてるのよ変態！　などと言われて石けんを投げつけられて追い出される──という展開をマコトは予想していた。のだが、

「……お、お願いしようかな？」

「ええっ」

　驚おどろくマコトにミリアムはむっとした表情で、

「自分から言い出しておいて何その反応？　私に触るのが嫌いやだっての？」

「え、あ、そんなこと言ってないけど」

「じゃあやって！　ん！」

　とミリアムはボディブラシをマコトに突き出した。勢いに押されてマコトはそれを受け取り、

「と、とりあえず服を脱いでくるよ。このままじゃ濡ぬれるし」

　マコトは一いつ旦たん脱衣所へと逃げた。

　風呂につかったわけでもないのにのぼせそうになった頭をぶんぶん振る。このまま逃げてしまおうか。だめだ。そんなことをしたら後が怖い。マコトは覚悟を決めて服を脱いだ。キャミソールとパンツは……ちょっと考えてそのままにする。カツラも。鏡を見る。泣きたくなる格好だが、今はこの方が助かる。

「私はマリア、あの子のお姉ねえちゃん。私はマリア、あの子のお姉ちゃん……よし」

　自分は女の子なのだと己おのれに言い聞かせて、マコトは煩ぼん悩のうを封じた。

「ごめん、お待たせ」

　と言いつつマコトは浴室に戻った。

　バスタブはすでに泡で一杯。ミリアムは泡に埋もれて首だけを出していた。

「じゃあお願いね」

　ミリアムはバスタブの縁ふちにつかまって体を持ち上げた。バスタブ内部の段差に座り、マコトに背中を向ける。たっぷりとした泡を透かして、陶器よりもなおなめらかな白い肌が覗のぞく。

「い、行くよ」

　声が震える。マコトはボディブラシをバスタブに突っ込んで濡ぬらし、なるべくミリアムを見ないようにしながら、ブラシを動かした。

「あたっ」

「わ、ごめん」

　手元が狂ってミリアムの頭を叩たたいてしまった。やっぱり見ないで洗うのは無理っぽい。頰ほおの内側を嚙かみ、痛みで煩ぼん悩のうを打ち消すと、マコトはブラシをミリアムの背中に当てた。

「んっ……」

「ごめん、痛かった？」

「ううん。ちょっとびっくりしただけ」

　マコトはほっと息をつき、ブラシを動かし始めた。優美なラインを描く肩に、引ひき締しまった背に、恐る恐る、罪を犯すような気分で。慈いつくしむように。
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「もうちょっと強くして」

「ん」

　マコトは少しだけ力を入れて脇わき腹ばらから腰の辺りを洗った。ブラシを動かす度たびに泡が崩れ、白い肌が露あらわになっていく。湯の滴しずくが白い背筋をつうっと流れ、腰のくぼみに一いつ瞬しゆん引っかかってから、桃のような丸みを伝って泡の中へと落ちた。

「ああ、気持ちいい……」

　うっとりと呟つぶやいてミリアムは姿勢を崩す。脇わきからちらりと微かすかなふくらみが見えた。泡の隙すき間まにほんのり見える桜色は、

「……っく」

　マコトは歯を食いしばった。この華きや奢しやな体を抱きしめたい。豚毛のブラシなんか投げ捨てて、自分の手で触れたい。思うさま撫なで回まわしたい──狂おしい程にそう思う。

「それにしても何か拍子抜けよね」

「な、なにが！」

　突然話し掛けられてマコトは激しく動揺した。ミリアムはちらりと振り返って小首をかしげたが、そのまま話を続ける。

「ハースのこと。気合い入れて戻ってきたとたん、今度はあっちが出掛けちゃうとか」

「……ん」確かに水を差されたような感じはする。「でも例の証拠がハースの部屋にあるとは限らないし、先に他ほかの場所を調べておくのも悪くはないんじゃないかな？」

「そうね。何事も前向きにいきましょ」

　前向きに──果たしてうまくいくだろうか。今のところ大きな問題は起きていないが、不安要素はいくつもある。いや、弱気になってもしょうがない。弱気は迷いを生み、迷いは出遅れを生む。無む謀ぼうに攻める必要はないが、慎重になり過ぎるのもかえってよくない。

　ミリアムに続いてマコトも入浴。こちらも結構な時間がかかった。むだ毛の処理を念入りに行ったためである。先日はリータのおかげで命拾いしたが、二度同じミスをするわけにはいかない。

　入浴を済ませて廊下に出ると、ちょうどメイドの一人がこちらに向かってくるところだった。

「ああ、上がったんですか。あんまり遅いからお風ふ呂ろの中で溺おぼれたのかと思って、今様子を見に行くところだったんですよ」

　そう言われてマコトとミリアムは顔を見合わせる。

「秋あき津つではこのぐらいが普通なんですけど……もしかしてご迷惑でした？」

「いえいえいえ。お風呂は二階にもありますからそんなことは。純粋にお客様の身を案じただけでございます。ところで……」メイドはマコトの頭を見ながら言った。「マリア様は髪を洗わなかったので？」

　一いつ瞬しゆんマコトはぎょっとする。洗わなかったのはもちろんカツラだからであるが、考えてみれば昨日きのうも風呂に入っていない。長旅を終えた後、二日続けて洗わないのはさすがに不自然だ。

「え？　ええ、ちょっと面倒くさくて」

　苦しい言い訳──ではあったが、元々マコトの正体を疑っていたわけでもないメイドは微笑して、

「分かります。でもせっかく綺き麗れいな髪をしているのですから、しっかりお手入れした方がいいですよ」

「そ、そうね。気をつけるわ。……じゃあ湯冷めするといけないからこれで」

　そう言ってマコトは車くるま椅い子すを押し、そそくさとその場を去る。

　自室に戻ってドアを閉め、マコトは特大のため息をついた。

「一いつ瞬しゆんばれたかと思ったよ」

「案外、こういう些さ細さいなところから失敗するのかもね」ミリアムもしみじみと呟つぶやく。

　これはいい警けい告こくなのかもしれない──とマコトは思った。

　敵地のまっただ中で、決して怪しまれることなく、不確定要素はいくつもあり、一瞬たりとも油断はできず──そう、作戦はこれからが本番なのだ。













　　　　第三章　探索










　潜せん入にゆう三日目、マコトとミリアムは本格的な捜索に取り掛かった。

　ハース・アイゼンの別邸〝椿つばきの館やかた〟は中庭を備えた煉れん瓦が造づくりの二階建て。ストーリア全土で見られる様式の、こぢんまりとした建物だ。日当たりの悪い北側が使用人の部屋と物置など、水回りもこちらに集中している。西側は二階をコーデリアとトリシアが使い、一階にマコトたちが使っている客間がある。空き部屋多数。南側は一階が玄関とホール、二階は広いバルコニー。さらに回って東側には音楽室や書斎などが並ぶ。ハースの部屋があるのも東側の一階だ。

「本命は、やっぱりハースの部屋よね」

「だろうね」

　館内をぐるりと回った後、マコトとミリアムは庭に出て、玄関と門をつなぐ石畳の上から建物を見上げている。

「裏をかいて他ほかの場所に隠してるって可能性は」

「なくはない、けど、低いんじゃないかな」

　二年前の汚職の証拠は、数枚の書簡と裏うら帳ちよう簿ぼだと目されている。現政権への大だい打だ撃げきとなる文書は、同時にハースの生命線でもある。うっかり人の目に触れるような場所には怖くて置いておけないはずだ。と考えると常に使用人がいる北側は除外、マコトたちが使っている西側一階も可能性は低い。

「二階は？」

「あの子たちとハースの関係がよく分からないから保留。ただの愛人なら文書の存在自体知らないだろうけど、ものすごく親密な関係なら……」

「実はあの子たちのどちらかが、もしくは二人で文書を守っている可能性もある」

「そういうこと。……で、南側にはそもそも部屋がないから考えなくていい」

「廊下の壺つぼの中とかに隠せるけど……ってそんなところに隠してたらメイドが掃除してて見つけちゃうか」

　マコトはうなずき、

「昨日きのうも話した通り、入れるところから調べていこう」

　この館やかたの部屋はどれも基本的には鍵かぎがかけられない構造だ。唯一の例外がハースの部屋で、ここだけは頑丈な鍵が取りつけられ、メイドが掃除に立ち入ることすらない。

　そのハースの部屋の隣となりにある音楽室から、二人は探索を開始した。

　歌か劇げき発祥の地でもあるストーリアは音楽活動が盛んで、裕福な家には大たい抵ていこの手の設備がある。楽器棚にはバイオリンが三つあったが、あまり使われていない様子。楽器ではなく資産として購入したのかもしれない。他ほかに目立つものと言えば、奥の壁へき面めんに最新式のレコードプレーヤーが設置してあった。棚に並んだレコードもかなりの枚数がある。

「聴く方が専門って感じね」

「……別に怪しいところはない、か」

　防音材が張られた壁かべに寄り掛かってマコトは呟つぶやく。一通り調べてみたが、楽器棚にもそれ以外の部分にも、怪しいスペースなどは見つからなかった。スピーカーの裏板が外れたときは一いつ瞬しゆん「おっ」と思ったが、中は見事ながらんどうだった。

　二人は音楽室を出て隣のゲーム室に入った。部屋の大部分をビリヤード台が占めている。壁にはキュー。怪しいものは何もなく、書類を隠せそうな場所は全くない。

　ここにはなさそうだ。次の部屋に行こう──そう思って振り返ると、ミリアムが車くるま椅い子すから身を乗り出して絨じゆう毯たんの縁ふちをつかもうとしていた。

「何してるの？」

「最近読んだ本で、こういう所に地下室の入り口が……」

「それはお話だからでしょ」

　と言いつつマコトはミリアムに替わって屈かがみ込こみ、絨毯をめくってやった。地下室ではなく小さなボタンが出てきた。誰だれかの服からちぎれたものを、気付かずに上から絨じゆう毯たんを敷しいてしまったのだろう。

「わかったわ。このボタンをはめ込むと開く隠し扉がどこかに」

「ないってば」

　なおも隠し部屋説にこだわるミリアムを説き伏せて部屋を出る。廊下を進んで階段へ。

「……」

　階段を見上げてマコトは立ち止まった。

　この館やかたには車くるま椅い子すのためのスロープなどは設置されていない。担かついで上がってもいいのだが、一人で行った方が楽と言えば楽だ。でもそんなことを言ったらミリアムは足手まとい扱いされたと思うかもしれない。と、マコトが迷っていると、上の方から複数の足音が降りてきた。

「あら」

　階段から姿を現したのはこの館に住む少女──トリシアとコーデリアだった。

「……何をしているの？」

　トリシアは切りそろえたブルネットを揺らし、少し険のある声でそう言った。

「立派なお屋や敷しきなので、少し見学させてもらってます」

「そう。たいした屋敷でもないと思うけど、田舎いなか者ものにはそう見えるのかもね」

　コーデリアがそう言うとトリシアも、

「ハース様もお優しいわよね。こんな馬の骨どもを館に入れるなんて」

　と失礼なことを言う。

　ミリアムが黙だまっているとトリシアはさらに、

「……ねえ、あなた、その脚本当に悪いのかしら？　障しよう碍がい者しやのふりして同情を引こうとかそういう魂こん胆たんではなくて？」

「疑っては失礼よトリシア。本当に悪いのよ。自分で折ったのかもしれないけど。物もの乞ごいにはそういう人たちがいるというじゃない」

「まあ」

　そして二人はくすくす笑う。

　マコトは髪を逆立たせた。どうしてこんなことを言われなければいけないのだ。

　そこまで言われなければいけないようなことを、ミリアムは何かしたか。

「お前ら──」

「お姉ねえちゃん」

　言い返そうとしたマコトをミリアムは制し、トリシアたちに向き直った。

「田舎者なので無礼があったらごめんなさい。でもそう攻こう撃げき的てきになることはありません。私たちはすぐにおいとまするつもりですから、あなたたちが心配するようなことにはなりませんから」

「……」

「……」

　トリシアとコーデリアは顔を見合わせ、それから探さぐるような目つきを向けてきた。

「行こう、お姉ねえちゃん。そろそろお父とうさんを捜しに行かなきゃ」

　涼しい顔してミリアムは言う。

「え、あ、うん」

　マコトは車くるま椅い子すを押してその場を離れた。







「あの子たち、何なんだ!?」

　館やかたを出て坂を下り、駅の方へ五分程行った所にあるカフェに入り、キンキンに冷やしたフルーツジュースを飲み干しても、マコトの怒りは治まっていなかった。

「落ち着いて。挑発されても乗るなってピエトロに言われたでしょ」

「でも……あんなの……」

「慣れてるからどうってことない」

　対面のミリアムがケーキをつつきながらそう言った。

「でもさ……」

「マコトが怒ってくれるのはうれしいけど、正直、騒さわいで欲ほしくない。それに私自身は本当に怒ってないの。あっちが必死なのは想像つくし」

「ごめん」まず謝あやまってから「……必死ってどういうこと？」

「向こうの立場で考えればすぐ分かる」

　ミリアムはフォークを振りながら言った。考えてみろ、ということだろう。

「……『ハース様が新しい女の子を連れてきた、ということは、私たちは放り出されるかもしれない。それはまずい。こんないい暮らしを捨ててたまるか』……って感じ？」

「正解。それから『こんな田舎いなか娘むすめに負けてたまるか』みたいな心理もあるでしょうね。私に言わせればあの子たちの方がよっぽど田舎者なんだけど。なにあのエスタ訛なまり」

　エスタというのは隣りん国ごくであるエスタライヒの略称である。そちらの訛りがあるということは、国境に近い──あるいは向こう側の──出身なのだろう。

「訛ってた？」

「微かすかにね。マコトも外国人だし、聞き分けるのは難むずかしいと思うけど。ネロの生まれじゃないかな？　……ネロ事変かオットー川会戦か、そのどっちかで焼け出されて逃げてきて、ハースに拾われたんじゃないかと思う」

　エスタライヒとの最新の軍事衝しよう突とつであるオットー川会戦は七年程前のことだ。その頃ころ、トリシアとコーデリアはまだ小さな子供だっただろう。戦争で焼け出された子供が生き延びる方法はそう多くない。盗みもしただろう、体も売ったかもしれない。眠れない夜をいくつも過ごしただろう。そうしてようやく手に入れた平へい穏おんが、金持ちのペットになることだというのは、何ともやるせない話である。

「……ある意味、あの子たちも被害者なのかな」

　呟つぶやき、街並みを眺める。

　銀世界の名を冠した街が、マコトの目にはずいぶんとくすんだものに見えた。
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　探索は二日目にして行き詰まった──「調べ尽くした」と言うべきかもしれない。

　何しろ小さな館やかたである。メイドたちを警けい戒かいしつつの調査でも、丸二日あれば余裕で調べ終えてしまう。

　まだ立ち入っていないのはコーデリアとトリシアの部屋と、ハースの部屋の二箇所だけだ。

「どっちかにはあるはず。どっちだと思う？」

　寝室のベッドの上、髪をとかしながらの作戦会議。

「そりゃあ最初の予想通りじゃないの？　つまりハースの部屋」

　もしくは事前調査が間違っていた可能性もあるが、それは言わずにおいた。

「あるいは意表を突いて表の詰め所にしまってあるとか。あそこ警けい備び員いんが常駐してるし、ある意味一番安全じゃない？」

「……可能性としてはありかも。でも明日はとりあえず出かけないと」

　父親を捜しに来たのに館にこもっていては不自然である。

「まずはアパートに戻ってピエトロとモニカに途中経過の報告をして……その後は……どう考えても時間が余りそう」

「あ！　じゃあさ、少し街を案内してくれない？」

「？　周辺の地理なら作戦開始前に確認したじゃない。何か見落としとか？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど……」

「じゃあ何？」

「えっと……」

　何となく煮え切らないマコトの態度に、ミリアムはとがめるように目を細め、

「まさか観光したいとか言わないでよ。うっかり知り合いに会ったりしたらまずいんだから、出歩くのは最小限に、」

「……ミリアムが生まれた街を見たい、と思って」

「っ」

　突然、予想もしなかったことを言われてミリアムは返事に詰まる。

　マコトは少し照れくさそうに顔を伏せて、

「……ミリアムがどんな街で生まれて、育ったのか、見たいんだ。それがミリアムのことをよく知ることになると思うから」

「マコト……」

「知り合いに見つかったらまずい、というのはその通りだけど、今度はいつ来られるか分からないし……変装もしてるし、ああ、でもやっぱり危ないかな……ごめん、やっぱいいや。今急に思いついただけだから」

　作り笑いを浮かべてマコトは顔を上げる。

　それを見てミリアムは胸が苦しくなった。いつも面倒を見てくれるマコトに、自分のことを大事にしてくれるマコトに応こたえたい、そう思う。思うだけでなく、応えようとする。

「……車の中から見たりとかなら、大丈夫かな？　タクシーを借りて、同じ所にじっとしないようにとかすれば。もし知り合いがいても車内に伏せれば見えないだろうし。……これならピエトロも反対しないと思う」

　考えながら呟つぶやくミリアム。マコトは顔を上げた。

「ミリアム……」

「私も、見て欲しい。……私のことを、もっと知って欲しいと思う」

　ミリアムは恥じらう花のような笑みを浮かべた。

　マコトも笑顔でうなずきを返す。

　だがしかし、予定は予定のまま、実現することはなかった。

　翌朝、ハース・アイゼンが戻ってきたのである。
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　午前十時を少し回った頃ころ、館やかたの前に車が止まった。

　そのときマコトはミリアムと共に、出掛ける準備をしていた。

「え？　ご主人様が来た？」

「今日きようはこっちに来る予定はなかったんじゃ」

「とにかくお出迎えよ。急いで」

　廊下を慌ただしく駆かけていくメイドたちの声が、部屋の中まで聞こえてきた。

「……どうする？」とミリアム。

「とりあえず僕らも迎えに行こう。部屋を貸してもらってる客としてはそれが当たり前だ」

　ミリアムがうなずく。

　二人は出掛ける準備を中断して部屋を出た。玄関へ行くと、ちょうどハースが入って来たところだった。玄関に集まっているのはメイドばかり。コーデリアとトリシアは朝からどこかに出かけて不在。リータの姿が見えないことが、マコトはちょっと気にかかった。

　ハースはマコトたちを見つけると笑顔で駆かけ寄よってきてマコトの手をつかみ、

「ああ、マリアにミコト。よかった。まだいてくれたんだね」

「すみません。ご迷惑をおかけしてます」

「なんのなんの。遠慮することはない。なんならずうっとここにいてくれてもいいくらいだ」

　わっはっは、とハースは鷹おう揚ように笑う。

「ところで君たち、今日きようの予定は？」

「父を捜しに行くつもりですが……」

「ふむ。そのことなんだがね。少し詳しい話を聞かせてくれないか？　前にも言ったかもしれんが、ワシも及ばずながら力を貸したいと思っている」

「でもご迷惑じゃ……」

　とマコトは言った。遠慮ではない。父を捜しているというのはまるっきりのでたらめだから、根掘り葉掘り聞かれると困るのである。が、

「何が迷惑なものか！」ハースは強い口調で否定する。「……秋あき津つ人じんが奥ゆかしいというのは本当だな。しかし君たち、度の過ぎた遠慮はかえって失礼なものだよ。それではまるで『お前なんぞは頼りにならん』と言っているように聞こえる」

「いえ、そんなつもりは……」

「分かってるとも。すまんね、少し強く言い過ぎた。……ではこう考えてはどうだろう？　ワシは君たちに手を貸したい、君たちのためではなく、ワシ自身の楽しみのためにだ。宿代がわりにジジイの道楽にチョイと付き合う……そういう風に考えてはくれんかのう？」

　そうまで言われて断るのはさすがに不自然か──マコトはミリアムを見た。ミリアムがうなずきを返してくる。同じ意見だ。

「分かりました。では、ご厚意に甘えさせていただきます」

「おお！」とハースは破は顔がんし、「では早さつ速そく……と言いたいところだが、あいにく仕事が残っていてな。それが片付いたら……そうだな、昼前……いや、昼過ぎになるかな？　ともかく仕事が終わり次第呼びに行くよ」

　そう言うとハースは自室のある方へ足早に向かった。







　マコトはミリアムと共にひとまず部屋に戻った。

「ちょっとまずい状況になったな……」

　ソファにの後ろに回り、背もたれに手をついてマコトは渋い顔。

「何が？」

「何がって……身の上話をしなくちゃいけない流れだよ。名前は偽名だし父親を捜しているのは噓うそっぱちだし。突っ込んだ話をされたら絶対ボロが出る」

「そんなのどうでもいいじゃない」

「どうでもよくはないよ」

「どうでもいいの。いい？　昼ひる頃ごろになったらハースは話をしにここに来るでしょ？　そしたら例の睡眠薬を入れたお茶を飲ませて眠らせてしまう。後はハースが眠っている間に鍵かぎを奪ってハースの部屋を調べて、帳ちよう簿ぼを見つけて持ち出す。ハースが起きたら『あらハース様、ずいぶんお疲れだったようですね。お話もそこそこに眠ってしまわれるなんて』『おお、こりゃ済まなかった』『いえいえお気になさらずに、お話はまた今度ゆっくりと……』で今夜の内にとんずら決めれば作戦終了じゃない？　だから、別に完かん璧ぺきな偽装設定なんかいらないの。薬を飲ませてから眠るまでの数十分、のらりくらりかわしてればそれでオーケー。もしも話に矛む盾じゆんがあっても、途中から薬で朦もう朧ろうとしてるわけだから覚えてなんかいられない」

「おぉ……」

　すらすらと述べたミリアムに、マコトは感かん嘆たんの声を上げた。

「言われてみれば確かにチャンスだ」

「一いつ生しよう懸けん命めい考えたもの」とミリアムは胸を張る。それから不意にうつむいて、「……私だって、マコト以外に触られるとか、嫌いやだし……」

　真っ赤になってもじもじと告げる姿のなんといじらしいことか。

「ミリアム……」

　マコトは感動のあまり涙がこぼれそうになった。

　これは是が非でもがんばらなくてはいけない。ミリアムには指一本だって触れさせるものか──決意も新たにマコトは対面の時を待つ。







「……ん」

　十一時を少し過ぎた頃、マコトは尿意を覚えて立ち上がった。緊きん張ちようのせいだろうか。今日きようはそれほど飲み食いしてないはずなのだが。

「マコト？」

「ちょっとトイレに行ってくる」

「気をつけてね」

　ミリアムは真面目まじめな顔で言う。もちろん道中に危険があるわけではない。「女装がばれないように」気をつけろと言うことだ。

「うん」

　とマコトはうなずいて部屋を出て、廊下を北に進んだ。

　トイレは風ふ呂ろ場ばの隣となり。男女共用なので入る先を間違える心配はない。マコトはトイレに入るとしっかり鍵かぎをかけ、便座に腰を降ろして用を足した。初めのうちはストッキングを降ろすのに手間取ったりスカートに引っ掛けそうになったりとさんざんだったが、今ではすっかり慣れたものだ──自慢できることではないが。

　手早く済ませてトイレから出る。手を洗い、ついでに鏡を覗のぞき込こむ。うっかり髭ひげが残っているなんてことは……ない。化粧も……ばっちり。

「……」

　鏡の中の自分の顔に、マコトはふと故郷の母と妹のことを思い出した。元気でやっているだろうか。たまには手紙でも書いて、

「おお、マリア」

　思考に割り込む声。マコトが振り返ると、廊下にハースが立っていた。

　ハースはたった今通りかかったばかりなのだろう。しかしマコトは、ずっとハースに見られていたような気がした。ハースの視線は、笑顔とは不似合いにねっとりとしている。

「ハース様。お仕事の方は……」

「今終わって、君たちの部屋に行こうとしていたところだ。……一人かね？」

「え？　ええ」

「そうか」

　呟つぶやくように言って、ハースは思案するそぶりを見せた。

「……どうかされました？」

「ん？　ああ、すまん。いや……」とハースは返事にもならない言葉を口の中で転がしてから、「……やはりそうした方がいいな。……申し訳ないのだがワシの部屋まで来てくれんか？」

　マコトはちょっと首をかしげた。深刻そうに言うようなことだろうか。

「あ、じゃあ妹も連れてきます」

「いや、待て。それはまずい……かもしれん」

「はい？」

　ハースは少し迷ってから、

「……実はこちらでも少し調べたのだよ。それで、どうも君たちのお父上らしい人物を見つけたのだが……」

「本当ですか！」

　あり得ない話を聞かされてマコトは驚おどろきと共に聞き返した。マリアとミコト姉妹の父親、〝貿易商のエーコ〟は架空の人物である。

「断言はできんが、『十年前に秋あき津つと取引をしていた貿易商』という条件でかなり絞られるので、可能性としては極きわめて高いだろう。写真を入手したから確かめて欲しい」

「写真が？　でも私たち、父親のことは全然覚えてなくて……」

「人間が『忘れる』ということはないよ。思い出せなくなっているだけだ。写真を見れば記憶がよみがえることもあるだろう」

「……」

「しかし一つ問題がある。この人物はすでに死んでいるのだ」

「ああ、そういうことですか……」

　捜し求めた父親がすでに死んでいる可能性がある──このショッキングな事実は、「お姉ねえちゃん」としては妹に知らせる前に確認をするのが自然だろう。

「……分かりました。妹に知らせる前に、私が確認します」

「おお。そうしてくれるか。では」

　とハースは自室の方へと歩き出す。マコトはその後に続きながら考えた。マコトたちがでっち上げた話に合致する人物が、偶然にも実在したのだろう。ハースはそれを見つけたのだ。

　さて、どう出るのが正解なのか。

　実在したのをこれ幸い、「この人がお父さんです！」──話に説得力は増すが、この貿易商の家族などが出てきたらややこしいことになる。

（違います、か、分かりません、が無ぶ難なんだろうなあ……）

　そんなことを考えている間に、ハースの部屋に到着した。ハースが鍵かぎを開け、マコトに先に入るように促うながす。

　マコトは軽い緊きん張ちようと共に、室内に入った。

　狭いな、というのが最初の印象だった。入り口で正面を向いていても左右の壁かべの半分以上が視界に入る。一人ならこんなもので足りるのだろうが、館やかたの主あるじにはそぐわない気がする。狭く見えるのは壁一面に据えつけられたキャビネットや、窓に向けて設置された大きな机のせいもあるかもしれない。

「むさっくるしくて済まないね。客を迎えるようには作ってないものだから」

「いえ」

「さあ、座って」

　とハースは一つしかないソファを差した。ソファには大きなクッションが置かれていて、背もたれにはタオルケットがかけてあった。仕事中の仮眠に使っているのだろう。

　マコトはソファの右側に腰掛ける。

　ハースは机の袖そでの引き出しを開けて茶色い封筒を取り出した。マコトへ渡す。

　マコトは封筒を覗のぞき、中に入っていた数枚の写真を取り出した。どれも古く、茶色に変色している。どの写真にも同じ男が写っているから、これが〝貿易商のエーコ〟なのだろう。

「どうだい？　見覚えは？」

「……うーん。……この写真だと何とも」

「ここを見てごらん」

　そう言いながらハースはマコトの隣となりに座り、身を乗り出して写真の一部を指さした。

「この木箱に書かれている文字は秋あき津つ文も字じだろう？　この船は秋津から帰ってきたところなんだ」

「あ、これ違います」

「なんと？」

「これ、秋津文字じゃありません。秋津の近くの練れんという国で使ってる文字です。よく似てるのでこっちの人には分かりにくいですけど」

「違ったか」

　ハースはがっかりした様子で呟つぶやいた。

「……すみません」

「いやいや君が謝あやまることじゃあないよ。しかしどうするのかね？　ワシはこれでも相当に顔が広いと自認している。商売人としても長く活動している。そのワシが調べても出てきたのはこの程度だ。……正直言って、君らのお父上捜しが成功するとは思えない」

　情報が出てこないのはそもそもそんな人物は存在しないからなのだが。

「仮に成功したとしてもどうだろう？　そのエーコという人物は今まで君たちを放置していたのだろう？　残酷なようだが、エーコというのは偽名だった可能性すらある。君たちのお母上は遊ばれたのだよ──その娘が今更会いに来て、喜ぶだろうか？　お互い不幸になるだけかもしれない……いや、きっとそうなる」

　そう言いながらハースは、マコトの背中へと手を回してきた。

「……え、あの……ハース様？」

「わかるかい？　父親を捜しても幸せにはなれない。捜さない方がいいのだ。……ところでこの屋や敷しきでの生活はどうだったかね？」

「え？　それは快適で……ってハース様、その、手を……」

　マコトの背中を撫なでていたハースの右手が下──腰の方へと回る。同時に左手もマコトの腿ももを、スカートの上から撫で回し始める。そのねちっこい手つき。

「あ、あの、ハース様……」

「何も自分から不幸になりに行くことはない。それよりもこの館やかたに住まないかね？」

　ハースが顔を寄せてきた。しわだらけの老人の顔。目だけが爛らん々らんと輝いている。

（まさか──!?）

　思い出す。初日のハースの熱っぽい視線。あのときハースはミリアムを見てはいなかったような気がしたが……。

　ハースはさらに顔を寄せ、マコトの髪の匂においをかいだ。

「なんと素晴らしい。未み成せい熟じゆくな肢体と黒髪の組み合わせはまさしく究きゆう極きよく。神が作りたもうた至高の美だ……」

　うっとりとしたため息が耳にかかる。

　その瞬しゆん間かん、マコトは全身に鳥肌を立て、全すべてを理解した。

　ハースが目をつけたのはミリアムではなくマコト──マリア・サカキだったのだ。

　なんてこったい。

　あまりのことにマコトは思考停止状態。がっちがちに硬直してしまう。

　それを見たハースは何ともうれしそうに、

「おやおや、かわいそうに、緊きん張ちようしているようだね。でも大丈夫だ。さあ、ワシに任せて体を楽に……」

　ハースは下げ卑びた笑みを浮かべながらマコトの腿ももを撫なで回まわし、その手を股こ間かんへと伸ばし、




　むにっ




「む？」

　違和感に、ハースが視線を落とした。その瞬間、
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　それは悲鳴というにはあまりに壮絶であった。断だん末まつ魔まよりも尚なおおぞましい何か。意味も無意味も超越した純粋な音のつながり──音だと認識するのも困こん難なんなある種の周波が、マコトの喉のどからほとばしった。

　続いて「どん、ごすっ、がんっ」と何か鈍にぶい音が連続し、

「──はっ！　今僕は何を。ああっ！」

　我に返ったマコトが見たものは、パンツ半脱ぎで尻しり餅もちを突いている己おのれと、その膝ひざの間にうつぶせに倒れている老人の姿であった。老人の頭の脇わきには分厚い法律書が落ちていて、その角は何かにぶつけたかのようにへこんでいた。

　おぼろに、記憶がよみがえってくる。

　反射的に飛び上がって逃げ、追ってきたハースに押し倒され、スカートをまくり上げられパンツを降ろされ、「これはこれでありじゃ！」とか叫ぶのが聞こえたような。とっさにその辺りにあったものをつかんで振り上げ、老人の頭めがけて勢いよく──

「……やってしまった」

　女装して貞てい操そうの危機に瀕ひんして殺人犯──なんかもう色々と酷ひどい。一体いつから僕の人生はこんなことになったのだ。

　泣きたい気分でとりあえずパンツを上げる。と、

「う、う」

　床に伸びたハースがうめいた。どうやら死んではいなかったらしい。

「良かったぁ」

　マコトは安あん堵どの息をつき、ハースを助け起こそうと屈かがみ込こむ。ふと、その手が止まる。

「……これってチャンスじゃないか？」

　不正の証拠が隠されているであろう部屋にマコトはいて、部屋の主あるじは意識を失っている。

　マコトはさらに考える。今の物音でメイドが飛んでこないのは、つまり屋や敷しきの人間は皆、ご主人様がなにをしに戻ってきたか、その結果どうなるかもご存じだったというわけだ。

　あらあらご主人様ったらずいぶんお元気だこと。あの子が相当気に入ったみたいね、ってなものだ。

　しばらくは誰だれも様子を見に来ない。部屋の主は気を失っている。

　これがチャンスでなくてなんなのだ。

　ハースの容態？　これだけ元気なエロジジイがちょっと頭を打ったくらいで死ぬものか──とは思ったものの、見た目は枯かれ木きのような老人を床に転がしておくのは酷過ぎる気がして、マコトはハースをソファに寝かせてやった。

「よし」

　家や捜さがし開始。まずは巨大な机の引き出し。外れ。文具ばかりで書類の書の字もない。続いて本棚を調べる。箱入りの本は中身を引き出して確認。しかしここも外れ。続いてキャビネット。外れ。マコトは寝室へ移動する。タンス。外れ。クローゼット。外れ。ベッドの下の収納。無修正のグラビアを発見。枕元の手文庫。外れ。本棚。外れ。外れ。外れ。

　たった二間ということもあってあっという間に調べ終えたが、しかし不正の証拠書類は見つからない。

「ここにはないのか？　最初の情報に誤りがあったんじゃ……」

　と、マコトはベッドの脇わきに置かれたレコードプレーヤーに目をとめた。音楽室にあったものとは違ってこちらはかなりの小型。ラッパ型のスピーカーが斜め上を向いて鈍にぶく光っている。寝る前にちょっと聴いたりするためのものだろう。それにしては周囲にレコードの一枚もないのが引っ掛かった。

　マコトはレコードプレーヤーに近寄った。そして気付く。

「あっ」

　プレーヤーのアーム先せん端たんには針がついていなかった。小さくて平らな板状のパーツが取りつけられている。これではレコードを読めない。そして本来レコードを載のせるはずの面には、いかにもな細いスリットが彫り込まれている。

「……」

　マコトはアームを盤ばん面めんに落とした。板状のパーツがスリットにぴったり入り込む。電源ボタンを押しても反応がなかったので手動でプレーヤーを回すと、奥の方でカチッ、という音がした。続いて目の前の壁かべが横にスライドを始める。

「隠し部屋……」

　入る。壁が開くと同時に照明がつく仕掛けなのだろう、幅二メートルもない狭い部屋の天井から下がった電灯が、橙だいだい色いろの光を投げ降ろしていた。その光の中に殺風景な事務机。奥の壁かべに棚が作りつけてあって、革表紙のファイルがいくつも並んでいた。手に取り、何なに気げなく開くと、隙すき間まから便びん箋せんが何枚か滑すべり落おちた。しゃがんで一枚拾い上げる。

「……『シエル社の件について報告。今月中に執行が決定。担当者の「説得」に百万リーラを要す』……これは！」

　マコトは床に落ちた全すべての便箋をかき集め、書かれていることを読んだ。

　一連の手紙はハースとその部下、および交通省の役人との間に交わされたもので、交通省の役人が賄わい賂ろを受け取って、首都防ぼう衛えい隊たいの移転候補地選定に手心を加え、最終的には強制収用をかけてシエル社を操そう業ぎよう不能に追い込んだ陰いん謀ぼうの全てが記されていた。

　マコトはさらにファイルの方も調べた。こちらは帳ちよう簿ぼ──裏帳簿だろう。わざわざ隠し部屋に置いているくらいだから、まともな帳簿のはずがない。

「……見つけた」

　書簡と裏帳簿──今回の作戦の目標となる二つの文書を、マコトは見つけたのだった。

　うれしい発見と同時に、マコトは一つの新たな問題に気付いた。

　マコトたちが想定していたのは、書簡と同じく「二年前の」裏帳簿だった。ところが発見した帳簿の最新の日付は一昨日おとといになっている。インクはついさっき書き込まれたばかりのように新しい。この裏帳簿は現在も使用中なのだ。つまり、二年前に始まったアイゼン社と交通省との裏取引は今も続いている。

「これをそのまま持っていくと、すぐにばれちゃうよな……」

　一晩ばれなければマコトたちは安全圏まで逃げられる。が、作戦は盗み出したら終わりというわけではないのだ。不正の証拠を適切なタイミング──具体的には秋の総選挙の直前に公開して与党の大敗を狙ねらうのが、今回の作戦の一番のポイントだ。それまでは帳簿を盗んだことを知られたくはない。

　どうするか──マコトはすぐに一つの解法を思いついた。

「いけるか？　……いける」

　そう判断するとマコトは即座に行動に移った。まずは書簡と帳簿を元の位置に戻す。隠し部屋から出てレコードに偽装したスイッチを操作、壁を戻す。隣となりの部屋に移って、

「ハース様？　ハース様？　……この変態クソジジイ」最後は男の声で。

　返事はない。ハースはまだ気を失っている。

　マコトは部屋を出ると中庭を突っ切って館やかたの西側へ、客室に飛び込む。

「マコト？　どうしたの？　トイレにしては長かったけど、具合悪いの？」

「いや、全然」

　マコトは早口で答えながら部屋を横断した。時間が惜しい。

「じゃあ、」

「ごめん後で！」

　マコトはミリアムには構かまわず寝室へ。テーブルの上に置いていた睡眠薬の包みを取った。

「ちょっとマコト！」

「僕が戻るまで部屋から出ないで！」

　一方的にそう告げると、マコトは客室を出てハースの部屋へと舞まい戻もどった。キャビネットからワインの瓶びんを取る。変態ジジイの顎あごをつかんで上を向かせてまず睡眠薬を、続いてワインを流し込む。

「……っ……っほ、う」

　ハースは少しむせたが、目覚めることなく睡眠薬を飲み下した。

　マコトは中身の残ったワインの瓶を机に置き、ハースのジャケットを探さぐる。

「あった。この部屋の鍵かぎだ」

　マコトは鍵をポケットに入れると部屋を出た。そのまま玄関、明るい庭へと出る。マコトは一度深呼吸をしてから、門へと向かった。

「お出掛けですか？」

　門に詰めている警けい備び員いんが話し掛けてくる。

「ええ」

「お一人で？」

「ええ。妹の相手はハース様がしてくださってますので。たまには一人で羽を伸ばさないと、車くるま椅い子すの子の面倒というのは疲れるものです」

「……」

　警備員はじっとマコトを見た。

　少ししゃべり過ぎたかとマコトは不安になった。疑われまいとするばかりに演技が過剰になって、逆に怪しまれてしまったかも。マコトがそう思った直後、警備員はしみじみとうなずいて、

「分かりますよ。うちにも歩けない年寄りがいますから」

　マコトは同情っぽい笑みを浮かべて門を通過する。そのまま何事もないかのようにしばらく進み、門から見えなくなったところでスカートを持ち上げ、辺りを見ながら走り始める。
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「マコトくん!?」

　通りを走り出していくらも行かないうち、横合いの路地からピエトロが飛び出してきた。

　ピエトロが都合よく現れたのは偶然ではない。マコトたちのバックアップをするために、椿つばきの館やかたが見える場所で張り込みをしていたのだ。

「ピエトロさん！」

「どうした？　トラブルか？　ミリアムは？」

　立ち止まったマコトにピエトロが矢や継つぎ早ばやの質問を浴びせてくる。

　マコトはそれを一いつ切さい無視して、ピエトロにハースの部屋の鍵かぎを押しつけた。

「合い鍵を作ってきて欲しいんです。それも大至急」

「合い鍵!?　これはもしかして」

　マコトはうなずき、「ハースの部屋の鍵です。ハースが薬で寝ているうちに、早く！」

「!!　よしきた！　アパートで待っててくれ！」

　そう言うとピエトロは通りを全力で走り出す。

　一方のマコトはアパートへと走る。合い鍵を頼んで終わりではない。急がなくては。まだやることが残っている。

　アパートに駆かけ込こんだマコトは待機していたモニカに水を一杯もらい、息を整えてから、説明を始めた。

　ハースの部屋に入れたこと。ハースが目をつけたのがミリアムではなく自分だったこと。証拠を見つけたこと。しかしそのまま持ち出すのは危険だと思ったこと。

「お宝触られてお宝発見か」モニカは下品な冗談を飛ばして、「帳ちよう簿ぼを置いてきたのはいい判断だわ。で、何か考えがあって飛び出してきたのよね？」

「はい。なにも現物を持ち出す必要はないんだと気付いたんです」

「書き写すとか？　いや、それだと時間がかかり過ぎるわね。あ！」

　モニカも気付いた。

「はい、写真に撮とってしまおうと思って。それでも二年分だと結構時間がかかりますけど、手書きに比べれば遥はるかに早い」

　マコトの計画はこうだ。

　まずはハースの部屋の合い鍵を手に入れて椿つばきの館やかたへ戻る。このときカメラも持ち込んでおく。

　明日以降、ハースが仕事で館を空けたら合い鍵で部屋に忍び込んで帳簿を写真に撮る。

　写真を撮り終えたら適当な理由をつけて館を辞去してもいいし、何も言わずに逃げてもいい。その辺りは臨りん機き応おう変へんに対処する。

　ハースに睡眠薬を飲ませてきたのは、合い鍵を作って戻るまでの時間を稼かせぐためである。

「後々公開するときも、活字に起こしたものより、写真でバーンと見せた方がインパクトもあるわね。それにしてもやるじゃないマコト。電光石火の判断力アンド行動力。あなた案外工作員に向いてるかもよ。どう？　本格的にこっちの道を目指すのは？」

「それはちょっと、遠慮したいかな、と」

「分かってるわよ。ほんの冗談。そんなことしたらボスに叱しかられるもの」

　モニカは舌を出して笑い、それから不意に真剣な顔になった。

「ところでナニを見られたのはまずいわね」

　マコトも真面目まじめな顔でうなずいた。何しろナニである。髭ひげを見られたのとはわけが違う。

「一いつ瞬しゆんのことでしたし、その後すぐ薬も飲ませましたから、夢でも見てたんだろうってことでごまかせないかと……」

　苦しいけれどそれしかない。

　ピエトロが合あい鍵かぎを作って戻ってくるまでの間に、マコトはモニカに案内してもらって写真屋へ行き、フィルムと、それ以外の必要なものを用意した。

　そして夕刻、できたての合い鍵を受け取ったマコトは、足早に椿つばきの館やかたへと戻った。







　警けい備び員いんの前を何食わぬ顔で通り過ぎて館内へ。そのまま客室まで足早に移動。

「マコト！」

　ドアを開けるとマコトの帰き還かんにミリアムがはっとしたように顔を上げた。

「どこ行ってたの？」

「ごめん後で」

　説明してやりたいところだが今はとにかく急ぐ。

「わけが分からなかったけど言われた通りに部屋でじっとして待ってたんだからね。今度はそっちが私の言うことを聞く番、って聞いてる？」

「聞いてる」

　生返事をしながらマコトはカメラバッグを床に降ろした。鏡に向かって服装のチェック。メイクをさっと直し、乱れたカツラにブラシを入れる。よし。

「マコト！」

「ごめん！　後で説明するから！　本当に時間が惜しいんだ」

　一方的に告げてマコトは客室を出た。急がなくては。ハースに飲ませた睡眠薬の効果はもういつ切れてもおかしくない。

　マコトは中庭を突っ切ってハースの部屋へ。ドアの前で深呼吸。

　音を立てないようにそっとドアを開けて中へ入ると、老人はまだソファーの上でいびきをかいていた。マコトはその胸ポケットに鍵を戻す。と、その瞬しゆん間かん、

「……む？」

「！」

　ハースが目を細く開けた。ぎりぎりセーフ。危ないところだった。マコトは努つとめて平静を装よそおい、ハースから離れた。

　ハースがむっくりと起き上がり、頭を押さえる。

「……ワシは……うう……」

「大丈夫ですか？」

「う、うむ。なんだか頭が……」そこまで言ってハースはカッと目を見開き、「よ、よくもやってくれたな！」

「は、ハース様？　何のことでしょうか？」

「ええい白々しい、貴様このワシを殴ったではないか！　本の角で！」

「ええっ！」マコトはわざとらしく驚おどろき、「私、そんなことはしてません！」

「噓うそをつくな！」

　怒ど鳴なられ、マコトはしゅんとうつむく。

「……酷ひどい。ハース様は私をそんな乱暴ができる人間だと思っていたのですね」

「あ……いや……すまん……」

　上うわ目め遣づかいで非ひ難なんされてハースは勢いをなくした。

「ハース様は夢を見ていらしたのです」

「夢？」

「はい。それも悪夢を……ずいぶんとうなされていました。お仕事でストレスがあるのではないですか？　私がこの部屋に入ってからのこと、順番に言えますか？」

「む？　……む……」

　ハースは微妙な顔つきでうなる。覚えているようないないような。睡眠薬のせいで記憶が曖あい昧まいなのだろう。

　ここが正念場。マコトは全力で清純な乙女おとめになり切る。

「ハース様は私を部屋に入れた後、ワインをお飲みになって……ほら、そこの机の上のワインです。グラスにも注がずに直接。それから私にはよく分からないお仕事の話をして、そのまま寝てしまわれたのです。私が起こそうとしても『よいではないかよいではないか』とよく分からないことをおっしゃって……。それから突然叫んだり……」

「む、む、む……」

　とハースはこめかみを押さえてうなる。

「夢……夢か……そう言われてみると夢だったような……いやしかし、悪夢だっただろうか？　むしろその逆……甘美な、何か新しい扉が開かれる夢だった気がするが……」

　言いながら、ハースはマコトの股こ間かんの辺りに視線をやる。

　マコトは頰ほおを引きつらせた。もっと思いっ切り殴っても良かったかもしれない。

「そんなわけですので。ハース様はずいぶんお疲れのようですし、今日きようはゆっくりお休みください。父の話はまた今度、ということで……」

「む。ああ、そうだな。そうしよう……」

　まだ睡眠薬が抜け切ってはいないのだろう、ハースは何度も頭を押さながらそう言った。

　マコトは精一杯の笑顔を浮かべてハースの部屋を出る。

　廊下を、もう急がずにぐるりと回って客室へ。

　ドアを開けると、

「……どういうことなのか説明してくれるのよね？」

　怒りのあまり普段より二オクターブも低い声。ミリアムが両目を吊つり上あげて待まち構かまえていた。全身から発せられる鬼き気きが周囲の大気を揺らめかせ、ツインテールを角つののように逆立てている。

「ごめんなさい」

　下手へたな抵抗は寿命を縮めるだけ。マコトは即座に床に膝ひざを突いた。

「怒るのはもっともだけど、どうしても説明している時間が、」

　なかったんだ、と続けるつもりだった言葉が途中で途切れる。ミリアムが両手を伸ばしてマコトのブラウスをつかみ、ぎゅうっと握っていた。

「……心配したんだから」

　震える小さな拳こぶし。マコトは己おのれの軽挙に気付く。

　ミリアムのためにがんばっていたはずなのに、そのミリアムがどう思うかを失念していた。

　一人取り残されてどんなに心細かっただろう。あれでは何かトラブルがあって、マコト一人が逃げ出したように取られてもおかしくない。なのにミリアムは「心配した」と言う。

「……ごめん。ちょっと浮かれてたかも」

　マコトはミリアムの拳に自分の手を重ねた。

　ミリアムはブラウスから手を離してマコトの手を握る。お気に入りの毛布を取り戻した子供のような笑みが浮かんだ。

「それで、何があったの？　浮かれてたって……もしかしていいこと？」

「うん。実は……」

　マコトは部屋を出てからの出来事をミリアムに話した。今日きようは何か説明してばかりだな、とふと思う。

「……で、本物の鍵かぎの方はついさっきハースのポケットに戻してきた。合い鍵が手に入ったわけだから、もうミリアムが色仕掛けとか、そういうことをする必要はなくなったんだ」

　これを聞けばミリアムはきっと喜ぶだろう。そう思っていたマコトの予想とは裏腹に、ミリアムは安心したようではあるが、同時にどこか不ふ機き嫌げんそうな顔をする。

「ミリアム？」

「……ふんっ！」

　突然ミリアムが拳を繰くり出だした。マコトは反射的にのけぞり、そのまま仰あお向むけにひっくり返った。ミリアムの拳が空を切る。怒りのぶつけ先を失ったミリアムが両手をだだっ子のように振り回す。

「なんで避よけるの！」

「なんでって、突然殴られたらそりゃ避けるよ！」

「心配させた罰なんだから素直に食らいなさい！」

　拳こぶしを車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけにがつんと落としてミリアムは宣言する。

　しかしこれは半分噓うそであった。

　エロジジイの相手をしなくて済むようになったのはうれしいが、ハースが自分ではなくマコトを襲おそったことで、女装したマコトに女の子として負けたような気がして、それがミリアムは悔しかったのだ。

　その辺りの複雑な女心が全く理解できないマコトは、目をぱちくりさせるばかりであった。
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　合あい鍵かぎを手に入れた翌朝、朝食の席にハースは姿を現さなかった。まだ寝ているのかとメイドに訊たずねてみると、「ご主人様は早朝お発たちになりました。今度いついらっしゃるかは未定です」との答え。昨日きのうはどうやら、仕事の合間に無む理り矢や理り時間を作って椿つばきの館やかたに来ていたらしい。ハースはそのくらいマリア──つまりマコトだが──に入れ込んでいたのだ。

「次は逃げられないかもね」

「縁えん起ぎでもないこと言わないでよ……」

　ミリアムの軽口に、マコトは心底から震え上がった。

　それはさておきチャンス到来である。

　ケツの穴の心配もあったし、速すみやかに行動を起こして屋や敷しきを脱出してしまいたいところではあったが、マコトはすぐにはハースの部屋に忍び込まなかった。主あるじが不在とは言え、館にはコーデリアとトリシア、そしてリータを含めた複数のメイドがいる。ハースの部屋に出入りするところを彼女たちに見られるわけにはいかない。

　そんなわけでマコトとミリアムは丸一日を屋や敷しきで過ごし、住人の動きの把握に努つとめた。

「昼食後と夕食前がチャンスかな？　コーデリアとトリシアは食後必ずお茶を頼んで食堂でゆっくりしてる。メイドの何人かがそれに付き合わされ、他ほかのメイドも洗い物で忙しい。夕食前はあの二人は部屋にいて、メイドは全員食事の用意でやっぱり廊下には出てこない。それ以外の時間帯はばたばたしてて誰だれかに見られる可能性が高い」

　今日きよう一日の観察と昨日きのうまでの記憶を合わせ、マコトはそう分析した。

　すでに入浴も終わって二人とも寝ね間ま着き姿。ミリアムはベッドの頭に寄り掛かるようにして座り、バスタオルで髪の水分を拭ふき取とっている。

　マコトは自分のベッドの縁ふちに腰掛けて、ミリアムの手の動きを眺める。洗い髪のミリアムはまさしく水もしたたる何とやら。とんでもなく魅力的なのだが、毎日同じ部屋で寝ているとさすがに耐性がついてくるし、事態が大きく動きそうな状況を受けて、今日のマコトは下心のしの字も出てこない。

　ミリアムは少し首をかしげて、

「夜中に忍び込んだ方が良くない？　みんな寝静まってるわけだし」

「そうなると物音がね。足音はもちろんだけど、カメラのシャッター音は意外に響ひびくから」

　昼間の小さな物音は生活音に紛まぎれるが、夜中のそれは増幅されて耳に届く。どちらがより怪しまれるかと言えば後者だ。

「それから、徹てつ夜やして目の下に隈くまを作るのもどうなのかと思って。メイド相手にはごまかせるだろうけど、リータがいるから」

　正体不明の武ぶ闘とうメイド。その背後には何らかの組織が存在する。

「……『夜中にこそこそ何かしてる』と思われたら危ないかもしれない。敵か味方か分からない以上、なるべく情報を与えるべきではない」

「そういうこと」

「……いよいよね」

　最終局面の予感にミリアムは緊きん張ちようを高めた。

「うん。いよいよだね」

　マコトもうなずく。

　女物のカツラの下、しかしその眼まな差ざしは確かに「頼りがいのある男の子」で、ミリアムは心臓をわしづかみにされたみたいに落ち着かなくなった。

　明日のことを色々想定しているのだろう、マコトは少しうつむいて何か呟つぶやいている。そんなマコトをミリアムはそっと見つめた。

　女の子みたいな顔をして──今は格好も女の子そのものだが──でも中身は決してそうではない。色々抜けてはいるけれど。でも。

　この人と出会えて良かったと、ミリアムは心から思う。かけがえのない存在。じっと見つめていると、その黒い瞳ひとみに吸い込まれそうな気がしてきた。

　ううん、違う。

　引き寄せられているのではない。近づきたがっているのだ。私が。

　薄い胸が内側からノックされる。行け。行くんだ私。

　内なる声に押されてミリアムは行動を開始、ごろごろ転がってベッドの縁ふちへ。上体を起こし、マコトのベッドとの間にある三十センチの隙すき間まへと身を乗り出した。

「マコト……」

　熱っぽい声で呼び掛ける。

　が、

「明日のためにも今日きようは早く寝た方がいいね。……おやすみ」

　マコトは明日のことで頭がいっぱいなのか、ミリアムの様子には全く気付かず、横になってシーツにくるまってしまった。

「マコト」

「……」

「マコト！」

　返事はない。もう寝てしまったようだ。

「寝付き良過ぎ！」

　ふてくされたように言うと、ミリアムはマコトに枕まくらを投げつけたのであった。
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　翌日の昼食後、マコトは予定通りに行動を開始した。

「気をつけてね」

　なぜかちょっとむすっとした様子のミリアムに見送られて部屋を出る。カメラバッグを抱えて廊下を素早く渡り、合あい鍵かぎでハースの部屋へ侵入。内側から施せ錠じようしてまずは第一段階クリアでほっと息をつくと、すぐに隣となりの寝室へ移動。レコードに偽装した仕掛けを動かして隠し部屋の扉を開ける。

「さて……」

　隠し部屋の床にカメラバッグを降ろし、マコトはその場に膝ひざを突いた。

　バッグから取り出したのは組み立て式の三脚。これはマコトが普段使っているものではなく、先日、ハースを眠らせている間に写真屋に行って用意したものだ。この三脚は通常の三脚とは違って、カメラを下向きに取りつけることができる。レンズが地面を向くわけだ。

　続いて三脚の下に書簡を広げて置く。テーブルの上から卓上ライトを引っ張ってきて書簡を照らす。まだ明るさが足りないがこれは予想済み。自前で用意した補助ライトを反対側にセット。三脚が影かげを落とさないよう、レフ板もセット。ファインダーを覗のぞいて書簡の全体がぴったり写るように三脚の高さを微調整。書簡の位置、光源の位置も微調整。最後にケーブルレリーズをねじ込む。

　セッティングを終えるとマコトは露ろ出しゆつ計けいを使って正確に光量を測った。普段の撮さつ影えいでは露出計に頼ることはないのだが、さすがに今回は条件が特殊過ぎる上、やり直しのチャンスがないので慎重だ。露出計の数値を頼りに絞りとシャッタースピードを決定。

「これでよし、と」

　全すべての準備を終えて時計を見ると、すでに作業開始から一時間以上が過ぎていた。昨夜のうちに手順は確認しておいたのだが、リハーサルのしようがない微調整で時間を食った格好だ。

　ともかく始めるしかない。

　マコトは静かにレリーズを押し込んだ。撮とり終おえた書簡を脇わきに寄せ、新たな書簡をレンズの下にセット。ファインダーを覗いて位置を決め直し撮影。

　ほどなく全ての書簡を撮り終え、マコトは帳ちよう簿ぼの撮影に移った。

「意外と厚みがあるな……」

　呟つぶやいて、マコトは帳簿の厚みの分だけ、ピントの位置を調整した。このような撮影では、ちょっとしたピントのずれが撮影結果に大きく影えい響きようする。被写体が細かな文字であるから尚なお更さらだ。適当にやるとボケボケで読めたものじゃない写真になってしまう。

　慎重に位置を決めて撮影再開。一枚撮るごとに帳簿を一ページめくる。一定間隔でフィルム交換。フィルム交換のためにはカメラを三脚から外さなくてはならず、カメラを外してしまうとセッティングは半分以上がやり直しだ。また、帳簿をめくってページ位置が動く程にピント位置もずれるから、時々ピントを合わせ直す必要もあって、これで予想以上に時間を食った。

　時計の針が午後の四時を指す。

　撤てつ収しゆう予定時刻だった。帳簿の撮影はまだ半分も終わっていない。

「……くそっ」

　マコトは無意識に悪態をついていた。

　半分。三時間も使ってたったの半分。

　終わらなかった。

　侵入するチャンスは無限ではないのに。いつハースが戻ってくるか分からないのに。

　悔しさと憤いきどおりを嚙かみしめつつ、マコトは撤収に取り掛かる。

　後で同じ作業をすることを考えるとそのまま置いていった方が効率的なのだが、今夜突然ハースが戻ってこないとも限らない。そのリスクを思えばきっちり片付けていく以外の選択はあり得なかった。

　片付けるときは微調整も何もないから簡単なものだ。カメラと分解した三脚その他を元通りに詰め込んだバッグを背負い、マコトは隠し部屋を出た。来たときと同じよう、部屋の中のものを動かさないように注意してドアまで移動。

「……」

　この時間は誰だれもいないはずなのだが、油断はできない。マコトはドアを細く、

「──っ！」

　開けようとしたドアが廊下側から開かれ、マコトの心臓は一いつ瞬しゆんにして凍りついた。

（見つかる！）

　マコトは素早くカメラバッグに手を突っ込み、三脚の脚を一本抜き出した。こんなものでも棍こん棒ぼうの代わりにはなる。全力でぶん殴って相手がひるんだ隙すきに客室まで突っ走ってミリアムを連れて脱出──瞬時に考えながら三脚の脚を振り上げ、

「待って！　私！」

　ミリアムだった。

「……脅おどかさないでよ」

「どうだった？」

　マコトは答える前にハースの部屋を施せ錠じようした。合あい鍵かぎをしまい、車くるま椅い子すの後ろに回る。

「半分」

　車椅子を客室に向かって押しながら言うと、

「え？　もうそんなに片付いたの？　すごい。じゃあ早ければ明日には終わるね」

「あ……うん」

　マコトはちょっとあっけにとられた気分で答えた。

「どうしたの？」

「ん。半分『しか』できなかったと思ってたから……そっか……ものは考えようだよなあ」

　そう呟つぶやいて、マコトはくすっと笑った。自分が余計なプレッシャーを感じていたことに気付く。ミリアムがそれを取り除いてくれたことに感かん謝しやする。

「ありがとう」

「何が？」

　マコトの感謝の意味が分からなかったのだろう、ミリアムが振ふり仰あおぎながら小首をかしげた。

「ここにいてくれて」

「ばっ、馬ば鹿か!?　急に変なこと言わないでよ」

　ミリアムは真っ赤になって前を向くと、ハンドリムを回して先に行ってしまうのだった。
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　アルジェントの北ほく端たんには歴代のストーリア王家が住む城が建っている。

　百五十年以上にわたって北部山脈地域の豪雪に耐たえてきた城はあちこちが歪ゆがみ、黒ずみ、それでもしっかりと大地を踏みしめ、無骨で寡か黙もくな鎧よろい騎き士しのような風格を湛たたえてそこにある。

　その鎧騎士の右の袖そで──城をぐるりと囲む城じよう壁へきの上に、クロードはいた。

　かつては政治の中心であった王城は、今はその地位を議会に明け渡し、すっかり観光地と化した。といっても入れるのは前庭と城壁の一部だけだが、「現国王が実際に住んでいる城」を間近に見られるとあって、観光客には非常に人気が高い。

　城壁は高さが十メートル、厚みは二メートル弱はあるだろうか。外側は絶壁だが、内側には随ずい所しよに広い階段が設しつらえられている。百年前には投石機が設置されていた頂上部は、今はただの通路になっている。弓矢と騎馬の時代には堅けん牢ろう無比だった城壁も、戦車砲の前では時間稼かせぎにしかならず、航空機に対しては何の抵抗にもならない。

　ストーリア城はまさしく鎧騎士であった。荘そう厳ごんな、しかし紛まぎれもない時代の遺い物ぶつ。

「お客さん。一枚どう？」

　城壁の上を歩くクロードに、大きなカメラを担かついだ男が話し掛けてきた。

「お城をバックにパチッとね。アルジェントに来たら撮とらなきゃ損よ。時間もかからないし魂たましいも抜かれないよ」

「悪いな。ただで撮ってくれる知り合いがいるんだ」

　記念写真屋を追い払ってクロードは城壁を北へ。身を乗り出して双眼鏡を構かまえる。

（さすがにここからでは見えないか……）

　朝っぱらから古くさい城にやってきたのは、観光のためではない。

　対レヴァンテを想定した政府の新部隊は王城の北──旧首都防ぼう衛えい隊たい跡地で用意を進めているとの情報を得て、クロードはここへやってきた。

　クロードは双眼鏡を降ろした。観光客が自由に出入りできる場所から何かが見えるとは、最初から期待していない。クロードは階段で地上に降り、城じよう壁へきのところどころに備えられた通路の一つを使って外の庭へと出た。そのまま観光客を装よそおって、きょろきょろしながら芝しば生ふの上を歩く。

　今の時間は一般開放が始まったばかりで、辺りの人ひと影かげはまばらだ。警けい備びの兵士もどこかのんびりした雰囲気。誰だれもクロードに注意を払っていない。

　と、不意に観光客と思おぼしき女が石畳にヒールを引っ掛けて転んだ。深いスリットの入ったスカートがきわどいところまでめくれ上がる。兵士が「大丈夫ですか」と持ち場を離れて様子を見に行った。

　その隙すきにクロードは進入禁止の柵さくを素早く乗り越え、その先の植え込みの陰に回り込んだ。枝葉を透かして様子を見ると、倒れた女が兵士に応対しつつ、ちらりとこちらに目め配くばせを送ってくる。

「馬ば鹿か、こっちを見るな」

　思わず呟つぶやくクロード。

　女の正体は先さき頃ごろ公園で会っていた娼しよう婦ふである。城内に侵入するに当たって警けい備びの注意を引く囮おとり役やくとして連れてきたのだ。

（これだから素人しろうとは……）

　舌打ちを一つ。クロードはすぐにその場を離れることにした。城じよう壁へきに沿って城の裏手へと回る。巡回する警備兵を発見。植え込みに隠れてやり過ごし、慎重に移動を続ける。

　クロードは裏門に到達した。ここには警備兵がいない。裏門とは言うものの、この門の向こうも城の敷しき地ち内ないだから、人の出入りを監視する必要がないのだ。警備兵がいるのはもっと先──大きな通りに面した新しい出入り口の方だ。

　クロードは裏門を通り抜け、かつて首都防ぼう衛えい隊たいが使っていた区画──今はＣＡＬＭとやらが居を構かまえているはずの区画に入り込んだ。

「さて」

　政府が準備中の対テロ特殊部隊──対レヴァンテ専門チームとはどのようなものか。想像はいくつかあったが、それが予断にならないよう、クロードは思考をフラットにして進む。

　つんと鼻をついたのは、新しいアスファルトの臭においだ。見渡せば、城の裏手は敷地の長さ一杯の滑かつ走そう路ろになっていた。滑走路をまたいだ向こう側、クロードから見て左手の奥の方に、格納庫と思しきかまぼこ形の建物が三棟程並んでいる。

　だいたいは情報通りだ。政府にはここで何かをしていることそれ自体を隠すつもりはないのだろう。何も後ろ暗いことをしているわけではないし、首都のど真ん中でこれほどの大規模工事を、誰だれにも知られずに行うことがどだい不可能なのだから。

　クロードがわざわざ忍び込んだのは、新部隊の存在の真偽を確かめるためではない。その部隊が今、どのような状態にあるかを知るためだ。今すぐ出しゆつ撃げきできるのか。それとも今用意できているのは箱だけで、人も機材もまだそろってはいないのか。──人の方は集まりつつあるらしいが。

「さて……」

　見回す。今のところ辺りに人の気配はないが、いつ誰が来るか分からないから、遮しや蔽へい物ぶつのない滑走路を横断するのは気が引けた。城壁の周囲に植え込みがあった。この陰に入って回り込めそうだ。クロードは身を屈かがめて移動を開始する。と、向かって右手の方から真っ白い高級車が入ってきた。クロードは植え込みの陰に身を潜ひそめた。

　車は滑走路の向こう側を通って格納庫の脇わきに止まった。ドアが開き、運転手が降りてくる。

「……女の運転手とは珍しいな」

　クロードはそう呟つぶやき、双眼鏡を目に当てた。拡大された視界の中、東洋系と思おぼしき運転手が車の脇に回った。ドアが開けられると、中から小柄な少女が降りてくる。ほとんど色のない金髪。透けるような白い肌。銀の耳飾りが陽光を反射してクロードの目を射った。

「……アンジェラ・フラムベルクか？」

　クロードはその娘と面識があった。先日、ヴィーヴル号で乗り合わせたのだ。そのときは特に会話もなく、ちょっと挨あい拶さつをした程度のものだったが、その美しさは強く印象に残っていた。

　アンジェラは運転手と共に格納庫へ入っていく。

（……新部隊の発足にフラムベルク家が関かかわっている？）

　クロードはしばし考え、ここはリスクを冒おかすべきだと判断した。双眼鏡を片付けて左右を見る。少しだけ準備不足を呪のろう。兵士の制服を用意するか、遠目にはそうと見える格好をしてくるべきだった。

　もう一度、見える範はん囲いに誰だれもいないのを確認してからクロードは立ち上がった。服についた土つち埃ぼこりを払い、なんでもないような顔で滑かつ走そう路ろを横断する。首尾良く格納庫の脇わきへ。格納庫の正面扉は閉じていた。通用口の方は細く開いていたが、内部に入り込むのはさすがにリスクが高過ぎる。クロードは格納庫の脇を通って裏へと向かう。

　この手の格納庫は裏側にも出入り口があって、キャットウォークに直接上がれるようになっているものだ、と考えていると案の定、思った通りに非常階段が見つかった。鉄製の階段を足音を立てないようにして登る。裏口のドアは施せ錠じようされていたが、すぐ隣となりの窓が換気のために半分程開けたままになっていて、クロードはそこから内部の様子をうかがった。

「こいつは……」

　一目見て、言葉を失う。

　真新しい灰色の床の上に、純白の、どこか生物的、官能的な曲線で構成された複葉機が並んでいる。その数は四。よくよく見ると四機は微妙に細部が違っていた。

　四機の複葉機に囲まれた中央に、アンジェラが立っていた。その傍かたわらに少し汚れた白衣の男。何か話している。クロードは耳を澄すませた。

「……は……比較……パーセント……」

「……つまり…………で……でしょうか？」

「いや、まだ…………新しい…………計算上……」

　良く聞こえない。近くにある換気扇の音が邪じや魔まだ。見れば奥の方の窓も少し開いている。

　クロードは音を立てないようにゆっくりと移動を開始する。

　直後、アンジェラが顔をこちらに向けた。

「っ！」

　クロードは唇を嚙かんだ。望遠鏡だ。首から提さげた望遠鏡が光を反射して、クロードの存在を明かしてしまったのだ。
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「何者です。降りてきなさい」

　女運転手が拳けん銃じゆうをこちらに向けて告げた。

　こうなってはじたばたしても仕方がない。かなり苦しいが、偶然迷い込んでしまった観光客ということで押し通そうと、クロードは人畜無害な一般人のふりをして立ち上がる。

「す、すいません！　ちょっと道が分からなくなって。このお城広過ぎ……」

　アンジェラはクロードの顔を見て眉まゆ根ねを寄せ、

「確か船の中で会った……」と呟つぶやき、「その男はレヴァンテのメンバーです！　捕まえて！」

「ちっ、覚えてやがったか！」

　毒突き、クロードは横へ跳んだ。足場の上を転がるようにして階段へ。直後、格納庫の窓が内側からの銃じゆう撃げきによって次々に砕け散った。階段を駆かけ降おりるのも面倒くさい。手すりを滑すべり台だい代わりに急降下。バランスを取とり損そこなって地面に背中から激突。痛みを感じる暇ひまも惜しいとばかりに走り出す。

　背後で鳴り始める緊きん急きゆう警けい報ほう。

　敵陣ど真ん中で武器は一つもない。

　絶体絶命の窮きゆう地ちに、しかしクロードは楽しそうな笑みを浮かべる。
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　昼食を終えるとマコトは昨日きのうと同じように、ミリアムに見送られてハースの部屋へと向かった。合あい鍵かぎを使って部屋に入り、

「！」

　マコトは瞬しゆん時じに床に伏せた。窓の外、庭にリータがいたのだ。こちらに背を向けていたので気付かれてはいないはずだが、それでもマコトはしばらくの間身動きができなかった。

　そのまま五分もしただろうか、ようやく心臓が落ち着いてきたので、マコトは床を這はうようにして移動を開始した。窓まど際ぎわでそろりそろりと体を起こして外の様子を探る。

（リータは……）

　いた。少し離れたところで掃はき掃そう除じをしている。マコトたちの行動を察知して動き出したわけではなかったらしい。そもそも警けい戒かいのし過ぎだったのではないか──ふとそんなことを思う。

　リータは裏うら稼か業ぎようの人間なのだろう。しかし裏の仕事がないときは普通のメイドとして働いていて、偶然そこにやってきた自分たちが、ありもしない陰いん謀ぼうの影かげを見てしまっただけなのでは──そんな気がしたのだ。

「……と余計な考察をしてる暇ひまでもないか」

　マコトはリータのことを頭から追い出し、隠し部屋へと入った。

　昨日きのうと同じようにセッティングを済ませ、撮さつ影えいを開始。

　昨日と全く同じ作業だが、慣れたおかげかずいぶんと早い。ただ、慣れてきた分今度は油断も出てきて、フィルムを交換してカメラを取りつけ直した後、うっかりピントを合わせずに撮影してしまうことが何度かあった。これはいけない。持ち込んだフィルムはぎりぎりの数量なのに。

　集中力の減衰を自覚して、マコトは休きゆう憩けいを入れることにした。

　立ち上がって背伸びをすると一瞬気が遠くなり、直後に血流がどっと入ってくる感覚が気持ちいい。

「ううっ…………はぁあああああ」

　深呼吸。全身に酸素が行き渡ると、薄うす闇やみで酷使されて疲労を溜ため込こんだ目の周りがびりびりと震えた。マコトはいつも暗室作業の後にそうするように、手首の骨を使ってまぶたとその周辺をマッサージした。

「よし、もう一息。がんばろう」







　マコトが短い休憩を終えて撮影作業を再開したちょうどその頃ころ、ミリアムは客室で意味もなく行ったり来たり、落ち着かない時間を過ごしていた。

　マコトはうまくやっているのだろうか──やっていないはずがない。写真撮影はマコトの専門分野だ。任せておけば何の問題もない。

　いや、ミリアムの心配は作戦の成否ではない。もちろんそれも心配だが、それ以上に「マコトの身」を案じている。無事に帰ってきて欲しい。

　マコトのことを守りたい。そばについていたい。

　しかし実際にそうしたところで邪じや魔まにしかならないだろう。何かしたいのに何もできない。むしろ何もしない方がいい。

　その事実がたまらなく悔しい。申し訳なく思う。

　ミリアムは先程から何度も、机の上の置き時計に目をやっている。針は三時半の辺りからちっとも進まない。

　まだか。まだマコトは帰ってこないのか。

　不安をごまかすかのように、ミリアムは車くるま椅い子すをぐるぐる回す。と、表からエンジン音。

「まさか……」

　ハースが帰ってきたのか。それとも何かの配送か。

　部屋で待っててというマコトの言いつけを破り、ミリアムはすぐに部屋を出た。「これは無視してはいけないこと」だと直感的に思ったのだ。車椅子を玄関の方へと進める。玄関脇わきの窓から外を見ると、枯かれ木きのようにやせた老人が早足で門をくぐり抜け、庭に入ってきたところだった。

「っ」

　これはまずい、すぐにマコトに知らせなくては。ミリアムは車椅子の向きを変えてハースの部屋へと行こうとする。しかしそちら側の廊下から、メイドたちが主あるじを迎えるためにばたばたと駆かけてきた。これではダメだ。この状況ではハースの部屋へは行けない。

（どうする？　誰だれにも不審がられずにこのことをマコトに伝えるにはどうすれば……）

　考え、ミリアムはまた車椅子の向きを変えた。メイドたちと一緒に表に出て、深く息を吸い、

「ハース様！　おかえりなさい！」

　ミリアムは思いっ切りうれしそうに叫んだ。隣となり三軒まで聞こえるような大声だ。隠し部屋のマコトにもきっと届いただろう。

（……ちょっとわざとらしいけど、これでマコトは状況を理解して逃げる準備を始めるはず。次はハースの足止め。マコトが部屋から抜け出すまでの時間を稼かせがなくちゃ）

　マコトを守るのだ。私が。

　胸の奥に決意を込め、顔には媚こびた笑みを浮かべて、ミリアムはハースの進路をふさいだ。

「おお、ミコト」

　とハースはミリアムに笑顔を向けたが、どこか落ち着きがなく、気持ちが別のところを向いている感じがした。

「しばらく会えないかと思っていました。……お仕事の方はよろしいのですか？　何かトラブルがあったのですよね？」

「うむ。まだ完全に解決してはいないが、ワシ抜きでもどうにかなる程度には片付けてきた」

「そうでしたか」

　答えて、ミリアムは焦あせる。会話が続かない。時間を稼かせがなくてはいけないのに。

「ところでミコト、マリアはどうしたのだね？」

「え、あ。マコ……じゃなくてお姉ねえちゃんは……」

　訊きかれたくないところを突かれてミリアムはますます焦る。ハースは不思議そうな顔で首をかしげた。

「まさかケンカでもしたのかね？」

「え、いえ、そんなことは……」

「そうか。ならばいいのだが。姉妹仲良くな」

　そう言ってハースは歩みを再開する。

「待って、ハース様！」

「うん？」

「あの……その……」

　呼び止めて、しかしその先が続かない。ごにょごにょと唇が動くが意味のある言葉が出てこない。ミリアムのそんな態度にハースもさすがに苛いら々いらしてきたのか、

「用があるなら早くしなさい」

「お、お話がっ！　あるんです……けど……」

「だからそれを言いなさいと言っている」

「それはあの……ここではちょっと……」

　ミリアムは胸元のリボンを緩ゆるめ、ハースに流し目を送った。言葉で引き留められないなら実力行使だ──しかし悲しいかな、ミリアムは「男を誘惑する手管」というものが全く分かっていなかった。ハース・アイゼンのような男には、肌の露ろ出しゆつなど一いつ切さい効果がない。上うわ目め遣づかいで目を潤うるませ、恥ずかしそうに見つめたほうが百万倍効きく。恥じらいを忘れた女など女ではない──ハースが少女愛好ロリコンに走ったのもその辺りに理由があるのだが、そんなことはミリアムに分かるはずもない。

　ともかくミリアムは最悪に近い一手を打ってしまった。

　ハースは一いつ瞬しゆん「この売ばい女たが」というような顔をして、直後に営業用の笑みを浮かべ、

「では夕食後にでも話をしよう」

　そう言うとハースは、ミリアムにはもう全く興味を示さずに館やかたの中へと入っていった。

　ハースは玄関ホールを抜けて廊下を進む。ミリアムもその後を追った。

「まだ何か？」

　ハースがとがめるような視線を向けてくる。

「いえ、ちょっと音楽室をお借りしようかと……」

　ハースは答えずに廊下の角を曲がった。立ち止まる。

「マリア!?」







　車の音に続いて「ハース様！」と叫ぶミリアムの声が聞こえた瞬しゆん間かん、マコトは事態を察した。

　ハースが帰ってきたのだ。

　この時点で撮さつ影えいは八割方完了していた。あと一息──ではあったが、マコトは即座に撤てつ収しゆうを開始、帳ちよう簿ぼを棚に戻し、荷物を全すべてカメラバッグに突っ込んで隠し部屋を出た。わずか二分の早はや業わざであった。

　ハースの居室を横切ったマコトはドアに耳を当てて外の様子を探さぐる。メイドたちがばたばたと駆かけていく音。それが完全に通り過ぎ、角を曲がったタイミングでドアを細く開ける。左右の確認。誰だれもいない。するりと部屋から抜け出し、合あい鍵かぎで施せ錠じよう。

　表の方から何か話し声が聞こえる。どうやらミリアムが時間を稼かせいでくれているらしい。感かん謝しやしつつマコトは合い鍵を引き抜こうとし、

「──!?　抜けない!?」

　急いで作らせたのが災わざわいしたか。この肝心なときに合い鍵が引っ掛かってしまったのだ。

「くそっ」

　マコトは女の子の格好をしていることも忘れて毒突いた。合い鍵を押したり引いたりガチャガチャ揺すったりと懸けん命めいに動かす。しかし合い鍵は揺れるばかりでちっとも抜けてこない。

　足音と話し声が屋内に入ってきた。まずい。

「このっ！　取れろっ！」

　マコトが合い鍵をガチャガチャ揺すり、ドアに足をかけて無む理り矢や理り引っこ抜こうとした。

「ぐぬぬぬぬぬ……うわっ！」

　それまでびくともしなかった鍵が突然すっぽ抜けた。マコトは勢い余って尻しり餅もちを突く。その手から合い鍵が放り出され──

「マリア!?」

　ハースが顔を出した次の瞬間、合い鍵は壁かべにぶつかって跳ね返り、ハースの目の前に落ちた。

　ハースは枯かれ木きのような体を折り曲げてそれを拾った。

「……これは……」

　戸惑いはすぐに閃ひらめきに替わる。ハースは内ポケットに手を入れて部屋の鍵を出す。じっくり確かめるまでもなかった。

「これは……一体……どういうことだ？」

　ハースは目を血走らせてマコトをにらむ。

「復ふく讐しゆう、ですわ」

　不意に響ひびき渡わたった声はマコトのものでもミリアムのものでもない。

　その場にいた全員が一いつ斉せいに声の方を見る。通路の角、玄関の方から、まるで勝ち誇ったかのようなゆっくりとした歩みで、トリシアとコーデリアが現れる。

「ハース様。その女はミコト、という名前ではありません」

「……何？」

「その女の正体は、ミリアム・トラエッタですわ！」

　トリシアが宣言すると同時に、コーデリアは古い新聞の社会面を一同の前に晒さらした。

『社長令れい嬢じよう大事故から奇跡の生せい還かん』──そんな見出しと共に、まだ幼い頃ころのミリアムの写真が掲けい載さいされていた。

「トラエッタ！」ハースが叫ぶ。「あの忌いま々いましいレオナルドの娘か！」

「あまりに似てない姉妹ですから、どうにもおかしいと思っていましたのよ。それに見覚えがあるとも」

「く……」

　マコトは唇を嚙かんだ。

　二人の動向にもっと気を配くばっておくべきだった。トリシアとコーデリアが不在がちだったのは、外でミリアムの正体を探さぐっていたからだったのだ。

　油断していた。完全なミスだ。あれだけ露ろ骨こつな悪意を見せてきた二人が何も仕掛けてこないなんてことはあり得ないと、ちょっと考えればすぐに分かったはずなのに。

　今更悔やんでみても遅い。最早もはや言い抜けられる状況ではなかった。こうなっては作戦を中断して逃げるしかない。マコトは素早く周囲を見回す。

　メイドたちは事態を飲み込めずに戸惑っている。突破すべきはハース、トリシア、コーデリアの三人。女と老人ばかりだ。マコト一人なら余裕で逃げ切れるが、ミリアムも一緒となると難なん易い度どは格段に跳ね上がる。おまけにミリアムは通路の角にいて、マコトとミリアムの間にハースたち三人が立ちふさがっている格好だ。

（……突っ込んでめちゃくちゃに暴あばれるか？　それでミリアムだけでも逃がすことができれば……いや、無理だ。表には警けい備び員いんもいるんだ）

　脱出はほぼ不可能に思えた。マコトは苦にがい顔でミリアムを見る。と、

「……ふん。ばれちゃあしょうがないわね」

　ミリアムが鼻を鳴らし、ふてぶてしい態度で言った。

「そう、私はミコト・サカキなんて名前じゃない。ミリアムよ。ミリアム・トラエッタ。あんたが卑ひ怯きような手で潰つぶしたシエル社の社長の娘」

　ミリアムはハースをにらみ、

「人を不幸にしておいてずいぶんいい暮らしをしてるじゃない？　孫みたいな歳としの子二人も侍はべらせて、その上私のマコトにまで手を出そうだなんて図々しいにも程がある」

「は？　む？」

　ハースが戸惑う。ミリアムの言葉のせいで、マコトを押し倒して殴られた一件が夢だったのか現実だったのか、また分からなくなってしまったのだ。

「そのレオナルドの娘が今更何の用だ？　お前も飼って欲しいなら考えないでもないぞ。つつしみのないじゃじゃ馬を調教するのも一興だ」

「ふざけないで！　誰だれがあんたになんか！　あんたみたいな卑ひ怯きような、私利私欲でしか動かない自分勝手で傲ごう慢まんな人間に私は屈しない！」

　叫び、ミリアムは自分の中に一つの答えを見つけた。なぜレヴァンテに参加したのか。

「あんたみたいな人間をのさばらせてちゃこの世の中はいつまで経たっても良くならない！　だからそれを糾ただす！　私はそのために戦っている！」

「……ずいぶんと偉そうな口を叩たたくが、貴様らのような小娘に何ができる？　ワシを暗殺でもするつもりか？　その体で」

　できるものならやってみろ、というようにハースは両手を広げて笑う。

　ミリアムは全く動じず、スカートのポケットに手を入れた。

「引き金を引くのは指一本あれば十分」

「……は、ハッタリだ」

「そう思うなら私を取り押さえてみたら？」

「……」

　ハースは唇を嚙かんだ。ミリアムの正面に立っているのでうかつに身動きができない。

　とそのとき、

「ハース様！　お逃げください！」

　横合いからトリシアがミリアムに飛び掛かった。ミリアムはポケットから手を出して顔を防御する。その手には何も握られてはいない。

「このガキっ」

　ミリアムが拳けん銃じゆうを持っていないと分かった瞬しゆん間かん、ハースもミリアムに向かっていった。ステッキを振り上げててミリアムを打とうとする。

「うおおおおっ！」

　ハースのその無防備な背中に、マコトは全力で体当たりをかました。

　枯かれ木きのような老人は文字通りに宙を飛び、

「へぎゃふ！」

　廊下の壁かべに激突すると間抜けな悲鳴を上げて崩れ落ちた。

「ハース様！」

　コーデリアが悲鳴を上げる。ミリアムともみ合っていたトリシアの動きが一瞬止まった。

　その隙すきを突いてマコトはトリシアを突き飛ばし、車くるま椅い子すのハンドルを取った。

「ミリアム！」

「マコト！」

　無事を喜び合ったのは一いつ瞬しゆん、マコトはカメラバッグをミリアムに預けるとすぐに車くるま椅い子すを押して逃走を開始した。磨みがき抜ぬかれた板廊下を全力疾走、靴底を滑すべらせてターン。そのまま玄関から飛び出そうとして、急ブレーキ。

「……」

　開け放たれた扉の外。目がくらむ程の強い日差しの中。玄関ポーチと石畳のちょうど境目の部分に、ミリアムよりもなお小柄な少女が、能面のような無表情で立っていた。

「盗んだ証拠はそのバッグの中ですか？　それを渡してください」

「リータ……」

　マコトは撮さつ影えい前まえに抱いた思いが完全な間違いであったことを悟った。しかし一いち縷るの望みを込めて問う。

「……君は、やっぱり、僕らの敵なのか？」

「それを渡してください」

　マコトの問いには答えず、リータは同じセリフを繰くり返かえした。こちらからの問いには一いつ切さい応じるつもりはないのだろう。ならば答えは一つだ。

「悪いけど、渡すわけにはいかない」

　ジャッ、とリータは靴底を鳴らした。

「ならば予定通り、実力で奪います」

　そのセリフが終わるや否や、リータの姿がかき消えた。

「!?」

　と思った次の瞬間、横っ腹にすさまじい痛打。つま先がめり込んで体がくの字に折れ曲がる。たたらを踏み、立っていられない。マコトは地面に膝ひざを──
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「がはっ」

　──膝を突く前に再度蹴けりが飛んでくる。背中に杭くいを打ち込まれたかのようなすさまじい衝しよう撃げき。地面に縫ぬいつけられる。

「……」

　リータはマコトの背中に片足を乗せたまま、無表情に見下ろす。

　圧倒的、などというものではなかった。マコトは自分が何をされたのか、ほとんど理解すらできていなかった。呼吸もままならない。知恵だの工夫だの信念だの、そんなものは「力」の前では何の役にも立たないのだと思い知らされる。

　それは人が生物である以上、決して逃れられない野生の掟おきてであった。

「……」

　マコトの抵抗が完全に止やんだのを見届けて、リータはマコトの背中から足を降ろし、ミリアムの方を向いた。

「……くっ」

　ミリアムはカメラバッグを抱え込んだ。

「そのバッグを渡してください。……中身だけでも結構です」

「それ、譲じよう歩ほのつもり？　全然意味ないんだけど。欲しいなら力ずくで奪えばいいじゃない！　もしかして、障しよう碍がい者しやだから手を出せない、とか考えてる？　それって逆差別だから。平等に扱いなさいよ！　かかってこい！」

　勝てないと分かっていてもマコトは抵抗した。だから私も引くわけにはいかないのだ──ミリアムはバッグを抱える手に力を込めた。確かにリータは強い。だが、不死身の怪物でもあるまい。ずっしり重いこのバッグで一いち撃げきすれば……。

　リータは全く意に介さぬ様子で一歩前に、

「……なぜ……」

　踏み出そうとしたリータの左足に、マコトがつかまっていた。

　乱れに乱れたカツラの下、青白い顔に脂汗を浮かべている。黒いドレスは土つち埃ぼこりにまみれ、ストッキングは穴だらけで見る影かげもない。それでもマコトは手を伸ばし、リータを止めようとその足にしがみついている。

　自由な方の足で踏ふみ潰つぶすのは容易であったが、リータはそうしなかった。

　マコトを見下ろす。無表情な中に、微かすかな苛いら立だち。

「……なぜそこまでするのですか？　あなたはこの国の人間ではない。ディーナ・フォールトに親兄弟を殺されたわけでもない。そのあなたが、なぜ反政府活動に荷担するのですか？」

　縁えんもゆかりもない国の事情に、なぜ首を突っ込むのか。

「そんなの……決まってる」

　マコトはあらん限りの力を込めて顔を上げた。リータをまっすぐに見上げる。

「ミリアムのためだ！　ミリアムを幸せにするためだ！　僕はミリアムのためなら──っ、げほげほっ」

　力み過ぎてむせるマコト。

　まっすぐな、あまりにまっすぐ過ぎて馬ば鹿かとしか思えない答え。しかしそのまっすぐな眼光がリータの心に突き刺さった。

　刹せつ那な、リータの仏ぶつ頂ちよう面づらに動揺が走る。

　その隙すきを〝赤い亡ぼう霊れい〟は見逃さなかった。

「っ！」

　ミリアムは瞬しゆん時じにハンドリムをつかむと、後先考えない全力で車くるま椅い子すをリータに突っ込ませた。リータが気付くがもう遅い。正面から体当たり。ミリアムと車椅子とカメラ一式──自身の倍以上ある重量の突とつ撃げきを食らってはさすがのリータもどうしようもない。小柄なメイドは吹き飛ばされ、背中から植え込みへと突っ込んだ。

　バキバキと枝が折れる音を聞きながらミリアムはマコトに手を伸ばす。

「大丈夫!?」

「うん。何とか。このまま逃げるよ！」

　本当は全身が死ぬ程痛かったが、そんなことを言っていられる状況ではなかった。マコトはすぐに車椅子の背後に回り、ハンドルをつかんで全力で押し始めた。

「マコト！」

　ミリアムが声を上げた。門の辺りに警けい備び員いんが数名。状況を把握できずに戸惑っているのが見て取れる。

「大変だ！　火事だ！」

　瞬時に機転を利きかせてマコトは叫んだ。警備員が顔を見合わせる。

「何をしてるんですか！　早くハース様を助けに行って！」

　車椅子を止めてマコトは訴える。その勢いに押されて警備員たちは、普段は入ることを禁じられている館やかたの敷しき地ち内ないへと駆かけていく。

　その隙にマコトとミリアムは門を通り抜けた。

「よし、まずは脱出成功！」

　マコトは思わずガッツポーズを決めた。

　だが噓うそはすぐにばれる。いずれハースも復活して、裏うら帳ちよう簿ぼの流出を阻止するべく追っ手を差し向けてくるに違いない。安心するにはまだまだ早過ぎる。

　マコトは車くるま椅い子すを全力で押し、館やかたの前の坂道を駆かけ上あがっていく。
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「マコト！」

　坂を登り切ったところで横合いから声がかかった。モニカだった。

「どうしたの!?　何の騒さわぎ!?」

「すいません、正体がばれちゃって、逃げてきたんです」

「何ですって!?　それで不正の証拠は？」

「それはばっちり……でもないけどほとんど撮とってきてます」

「なら良し」自分の言葉にモニカはうなずき、「こっち、ついてきて」

　モニカの誘ゆう導どうに従って路地に入る。そのまま少し行くと、空き地にトラックが止めてあった。

　マコトはまずカメラバッグを荷台に放り込み、それからミリアムと車椅子の順で担かつぎ挙あげた。その間にモニカは運転席でエンジンをかけている。

「準備オーケー？　行くわよ！」

　返事も聞かずにアクセル全開。タイヤを鳴らして路地から飛び出し、トラックは大通りを爆ばく走そう、あっという間にアパートに到着した。

　モニカは車の窓から顔を出してクラクションを連発。アパートの窓からピエトロが顔を出す。

「ばれた！　撤てつ収しゆう！」

「了解！　四十秒！」

　簡かん潔けつきわまりない説明と回答。

　きっかり四十秒後にピエトロがアパートから走り出してきた。それとほとんど同時に、通りに黒塗りの高級車が現れた。

「ハースの手下か！」

　高級車の助手席の窓が開き、サングラスの男が身を乗り出した。拳けん銃じゆうを構える。発砲。トラックのテールゲートに火花が散った。

「うわっと！」

　ピエトロが情けない声を上げながら荷台に転がり込む。同時にモニカがクラッチをつないだ。トラックはタイヤから煙を上げながら発進すると、大通りを道幅一杯使って蛇行しながら爆走を始める。

「きゃあっ！」

「ミリアム！」

　急発進と急きゆう旋せん回かいの勢いでミリアムが荷台を転がる。マコトは慌ててミリアムを捕まえ、振り落とされないように押さえつけた。

「ちょっとモニカさん！」

「まっすぐ走ってたら蜂はちの巣すにされるでしょ！」

　マコトの抗議にモニカが怒ど鳴なり返かえしてくる。無論、その間もトラックは左右にぐいんぐいん振り回されている。車くるま椅い子すが横倒しになって幾度も跳ねた。危ない、固定しなくては。そう思うマコトであったが、追っ手の車から間断なく銃じゆう撃げきを浴びせられている状況ではうかつに顔も上げられない。

「くそっ。やられっぱなしだと思うなよ」

　ピエトロがそう言ってリアゲートに張りつく。腰から拳けん銃じゆうを抜き、片手で構かまえて連続的に発砲。銃じゆう弾だんは狙ねらい違たがわずフロントガラスに命中するが、ガラスにはひび一つ入らない。

「防弾ガラスか！」

　フロントガラスの向こう、運転手の顔に笑みが浮かんだ。

「さすがは悪徳商人、備えがいいねえ」

「ピエトロさん！」

「焦あせらなくていい。この程度は想定済みだ」

　言うと、ピエトロはのんびりした動作でバッグを開けた。中から手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、追っ手によく見えるように掲げてから、無む造ぞう作さにピンを抜いて放った。

「!!」

　運転手が焦った顔でハンドルを切る。すさまじいブレーキ音。

　マコトは爆ばく発はつに備え、ミリアムをしっかりと抱き留めた。

　直後、追っ手の車は道路脇わきに積まれていたスイカの山に突っ込み、それをはじき飛ばし、粉ふん砕さいし、周囲に大量の果肉をぶちまけながら壁かべに斜めに激突した。無数のスイカが弾はずみ回まわる中、車は煉れん瓦がを削り取りながら停車した。ピエトロが放った手榴弾は、放られたときそのままの姿で路上に転がっている。

「……不発？」

　呟つぶやくマコトにピエトロは心外だという顔で、

「ダミーだよ。こんな町中で爆発物なんか使うわけないだろう？」

「あ、ちゃんと考えてたんですね」

「……君が普段どういう目で僕を見ているか、この機会にきっちり問い詰めた方がいいみたいだねえ」

「え？　いやあ、あははは」

「でも後にしよう」

　言って、ピエトロは後方を真剣な顔で見やる。

　大通りをものすごい勢いで飛ばしてくる車が三台。クラクションを鳴らしながら赤信号を突破し、明らかにこちらを追ってきている。

「ハースが本邸から呼んだ応援？」

「そんなところだろうね。モニカ！」

「分かってる！　ちょっと荒っぽく行くよ！」

　たちまち高まるエンジン音。これまでだって相当無茶な運転だったが、モニカはそれ以上にタイトにカーブを攻め、果敢にブレーキを遅らせる。ほぼ減速なし、車輪が浮いたままのコーナリング。一体どうやったらただの貨物トラックでこんな芸当ができるのか。レーシングカーのような勢いで街路を突き抜け、しかし追っ手は確実に距離を詰めてくる。

　ピエトロも応戦してはいるのだが、お互いに激しく動き回っているので命めい中ちゆう弾だんは全く得られない。逆に相手の銃じゆう撃げきでトラックは幌ほろが穴だらけ。リアゲートもあちこち削れて、ブレーキライトはとっくの昔に割れている。

（このままじゃやられるだけだ。湖まで持つわけがない）

　マコトは破れた幌から顔を突き出し前後を確認した。

「速度を落としてください！」

「ええ？」

「いいから早く！」

　マコトを信じたのか、それともわらにもすがる思いだったのか。モニカはアクセルを緩ゆるめてトラックの速度を落とす。道は登り。追っ手の高級車はエンジンをいじってあるらしく、図ずう体たいに似合わない速度で迫ってくる。助手席と後席から身を乗り出した男たちが構かまえる銃口がはっきり見えた。

「たかが鉄砲じゃないか！」

　自分でも意味の分からない言葉で己おのれを鼓こ舞ぶ。マコトは荷台を滑すべっていた車くるま椅い子すをつかんで引き寄せた。と、

「っ！」

　目の前に火花が散った。銃弾が車椅子に命中したのだ。車椅子を引き寄せるのが一いつ瞬しゆんでも遅かったら死んでたな──不思議と恐怖は感じない。感覚がおかしくなっているのを自覚しながら、マコトは車椅子を抱えて立ち上がり、車椅子を盾たてにするような格好で後方へと走った。

　複数の銃声。火花がいくつも生まれ、ドレスの肩が裂けた。しかしマコトはひるまない。

「うおおおおおおっ！」

　マコトは車椅子を後方に思いっ切りぶん投げた。

「マコトくん！」

　勢い余って落ちそうになったマコトをピエトロが危うく捕まえる。

　不安定な姿勢でマコトは車椅子の行方ゆくえを見る。無数の銃弾を浴びて傷だらけになった車椅子は追っ手の車列に向かってまっすぐに飛んでいく。

　先頭車両は急ブレーキと急ハンドルで道路を外れて回かい避ひ、車くるま椅い子すが地面に落ちて弾はずみ、そこに二台目が激突した。二台目はそのままの勢いで車椅子の上に乗り上げる。車輪が浮いてコントロールを失った二台目に、最後の一台が全くの減速なしで追突した。突っ込んだ車がその場で停止し、突っ込まれた車はまるでカタパルトで打ち出されたかのように宙を飛ぶと、頭から地面に突っ込み、でんぐり返しのように幾度も転がった。

「素敵よマコト！　結婚して！」

「ダメッ！」

　快かい哉さいを叫ぶモニカに、ミリアムが超速攻のダメ出しをした。

　モニカはミラー越しに意地の悪そうな笑みを浮かべて、

「分かってるわよ冗談冗談。でも、他人の彼氏って燃えるわよねえ」

「モニカ！」

「あのーきみたち、まだ追っ手は残ってるんだけど……」

　ピエトロが呆あきれ声ごえで突っ込みを入れる。

　車椅子攻こう撃げきを回避するために道路から飛び出していた車が路面に戻ってきた。仲間をいっぺんにやられたからだろう、乗員の顔には怒りの色がある。助手席の男のしつこい銃撃が、トラックの後部で続けざまの火花を散らした。

　トラックはアルジェント市街を離れ、湖へと続く道路へと突入した。見通しの良い道路に入ってしまえばトラックでもかなりの速度が出せる。銃撃戦を継続しつつそのまま走っていると、次第に相手の攻撃が散発的になってきた。

「向こうも弾たま切ぎれが近いか？」

　ピエトロが期待を込めて呟つぶやく。

　と、追っ手の車の助手席から顔を出して銃撃をしていた男が車内に引っ込んだ。数秒とかからずまた顔を出す。その手には拳けん銃じゆうではなく使い捨てのロケット砲が抱えられていた。

「あんなものまで用意してたのか！」

　男は勝ち誇った顔でロケット砲を肩に担かつぎ、狙ねらいを定める。追っ手の車との距離は離れつつあったが、この際それは何の意味もなかった。どのみち射程内、当たったらトラックごと丸焼きになっておしまいだ。かといって回避できるものでもない。飛び降りる暇ひまもない。

　万事休す──誰だれもがそう思った次の瞬しゆん間かん、ダダダダダダダダダダ、というアサルトライフルの音が響ひびき渡わたった。追っ手の車が穴だらけになり、ロケット砲を構かまえていた男が奇妙な踊りを始める。その手からロケット砲が滑すべり落おち、

「伏せろっ！」

　ピエトロが叫んだ次の瞬間、盛大な爆ばく発はつが起こった。追っ手の車は他ほかにも火器を積んでいたのか、誘爆して木こっ端ぱみじんにはじけ飛ぶ。飛び散った火の玉が周囲の野原に延焼し、一帯を火の海に包む。

「一体、何が……」

　呟つぶやくマコトの視界の中央、野原の炎が揺らめくと、その中から屋根のない軍用車両が飛び出してきた。運転席に座っていたのは、

「クロードさん！」

「こんなところで何してるんだ!?　とりあえず撃うったがあいつらは敵でいいんだな!?」

　車をトラックの脇わきにつけて、クロードはそんなことを言う。

「助かったよ！　ハース・アイゼンに正体がばれて追われてたんだ！」

　ピエトロが身を乗り出して説明すると、クロードは「なるほど」とうなずいた。

「あいつらはハースの手下か」

「そういうこと。しかしいいタイミングで来てくれたよ。まさに九死に一生だ」

「そうでもないぜ」

「え？」

　クロードは非常に気まずそうな顔をして、

「……実はこっちも下手へたを打ってな。軍の連中に追われている」

　その言葉が終わると同時、炎の壁かべを突き破って、無数の軍用車両が姿を現す。

「これはこれは……一難去ってまた十難って感じね」

　冗談のつもりだったのだろうモニカの言葉に、しかし笑うものは一人もいなかった。







「荷物を捨てて！」

　運転席からモニカが怒ど鳴なった。

「身軽になるの！　じゃないと追いつかれる！」

「分かりました！」

　大声で返事をすると、マコトは荷台にあったスコップやオイル缶、ポリタンクなどを手当たり次第に後ろへ放り始めた。

　軍の追っ手はハースの手下とは違って冷静だ。適正な車間を取って、マコトが投げ捨てるあれこれを余裕を持ってかわしていく。オイル缶でスリップ、などという甘いことは起こらない。

　マコトが軽量化を図っている間にピエトロがトラックからクロードの運転する車へと飛び移った。クロードからライフルを受け取ったピエトロが追っ手めがけてぶっ放すと、追っ手は左右に動いてかわしながら、同じくライフルで反はん撃げきしてきた。

「うわわっ！」

　マコトは頭を押さえて荷台に伏せる。

「マコト！」

「大丈夫！　ミリアムは伏せてて！」

　激しい撃うち合あいを続けながら、車列は山の中へと入っていく。左右に巨木が立ち並ぶ。道幅が狭くなり、トラックが前、クロードの車が後ろの縦じゆう列れつ態勢に移行。急カーブ。未舗装の道路に車輪が跳ねた。

「もっとスピード出せないんですか！」

　捨てられるものはもう全部捨ててしまった。追っ手との距離は全然離れていない。いや、むしろ距離を詰められつつある。

「このボロトラックじゃこれ以上は無理よ！」

　モニカが悲鳴を上げると、

「こっちもそろそろ弾たまが切れる！」

　クロードが運転する軍用車に乗り移ったピエトロまでもが絶望的な状況を知らせてくる。

「マコト、ミリアムを連れてあっちに移って」

「あっちって……クロードさんの車!?　走りながら乗り移れって!?　無茶ですよ！」

「お前が言うな！」身も蓋ふたもない突っ込みを入れて「いいから急いで！　急がないと間に合わなくなる！」

　なんだかよく分からないがモニカには策があるようだ。

　マコトは後ろを気にしながらミリアムのところへ戻る。

「大丈夫？」

「マコトよりは」

　ミリアムの服もあちこち破けていた。揺られるうちにどこかに引っ掛けたのだろう。被ひ弾だんはしていないようで、マコトはほっとした。

　ミリアムが荷台の縁ふちから手を離す。

　マコトはまずカメラバッグのストラップを限界まで短くし、バッグとミリアムの背中が密着するようにした。それからミリアムを背負う。

「大丈夫？」

「ん」

　うなずいてマコトは立ち上がる。

　こちらの会話は聞こえていたのだろう、クロードは車間をぎりぎりまで詰め──というか接触させ──マコトたちが渡りやすいようにしてくれていた。後席ではピエトロが突とつ撃げき銃じゆうをフルオートに切り替えて撃ちまくっている。

「いくよ！」

　リアゲートはチェイスの間に壊こわれてどこかへ行ってしまった。その縁の部分から、マコトはためらうことなく踏み出した。

　クロードが奪ってきた車には屋根がない。だからボンネットさえ渡ってしまえば車内に入れる。危険なのはほんの数秒だ。

　一いつ瞬しゆんの浮遊感。靴底がボンネットを捉とらえ、

「──わっ！」

　滑すべった。

　いつもの靴ならこんなことはなかっただろう。しかし今日きようのマコトは女装をしていて、靴底がつるつるの女物を履はいていたのであった。

「──たっ、と、は──ああっ！」

　マコトはボンネットの上で何とかバランスを取ろうとするが、動けば動く程に姿勢が崩れていく。路面の凹おう凸とつに車体が跳ね、

「マコト！」

　背中のミリアムが思いっ切り体をひねった。急に重心を崩されてマコトは完全に足を滑らせる。倒れ込む。

「っ！」

　地面への転落を覚悟したマコトを、しかし受け止めたのは軍用車両の固いシートだった。

「う……あ？　ああ……」

　助かった、と理解するのに数秒を要した。ミリアムが体をひねり、倒れる方向をコントロールしたことによって、二人は車外ではなく助手席に落ちたのだ。

「生きてる……」

「……私は死にそう。重い」

　背中の下からミリアムの声。

「わっ！　ごめん！」

　マコトは慌てて起き上がった。マコトの重みから解放されたミリアムが大きく息を吸い、笑みを浮かべる。

　マコトはミリアムから離れると、追っ手の銃じゆう撃げきの隙すきを突いて背もたれを乗り越え、後部座席へと移動した。ピエトロの隣となりで床に伏せる。

「どうにか乗り移れたけど、モニカはどうするつもりなんだろう……」

　ミリアムが言ったそのとき、前を行くトラックが車体を左に寄せた。道幅が広くなり、トラックの右側に車一台分のスペースが生まれる。トラックの窓からモニカの腕が出て「先に行け」というように振られた。

　クロードがアクセルを全開にしてトラックを追い越す。そのまま加速を続け、トラックとの距離をどんどん離していく。

　モニカはトラックを道路の中央に戻した。

　道路をふさぐトラックめがけて、軍の追っ手は熾し烈れつな攻撃を加える。すでに穴だらけになっていた幌ほろが完全なボロ布と化し、サイドミラーがはじけ飛び、荷台と運転台をつなぐ窓から銃じゆう弾だんが飛び込んでフロントガラスを粉々にした。

　モニカはフロントガラスの破片を浴びながら獰どう猛もうに笑うと、カーブでもないのに突然ハンドルを思いっ切り切った。トラックの車体がねじれるように傾かたむく。片輪走行を続けるトラックの運転席、ガラスのなくなった窓からモニカがするりと抜け出してくる。屋根の上に登り、短い助走からの全力ジャンプ。モニカは空中で体を丸めて落下に備える。その背後、主あるじを失ったトラックがついに横倒しになり、そのまま慣性の法則に従って道路上を滑すべる。大量の土砂が巻き上げられて辺りが薄暗くなった。

　もうもうと立ちこめる土つち埃ぼこりの中から、満まん身しん創そう痍いのモニカが姿を現した。

「モニカ！」ピエトロが叫ぶ。

　クロードがすぐに車をバックさせ、ピエトロがモニカを担かつぐようにして車内に運び入れた。と、その直後、

「待てーっ！」

　声と共にいくつもの銃声。横倒しになったトラックを回り込んで、複数の兵士が左右に展開し、思い思いの火器で攻こう撃げきを仕掛けてきた。

　ピエトロがライフルに残った弾丸をありったけばらまき、クロードが急いで車を発進させる。すぐにミラーからも兵士の姿が消え、銃声も聞こえなくなった。

「どうにか撒まけたみたいね。こんないい女がいるんだからもっと気合い込めて追い掛けてこいっての」

「血まみれの女に興奮するのは相当な変態だけだと思うよ」

　傷だらけでも軽口を忘れないモニカに、ピエトロは呆あきれたように突っ込んだ。

「子供ばっかりに無茶させてちゃ格好つかないでしょ」

「そうは言っても限度があるだろう」

「いいじゃない。これで湖に通じる唯一の道路はふさがれたわけだし。……ところで証拠の方は？　これだけ痛い思いをしたのに『ドンパチの間に落としちゃってた。てへっ』とか言われたらもう生きていけない。マコトを殺してあたしも死ぬ」

　問われてマコトはミリアムの背中からバッグを降ろした。ハースの部屋を出た時点でもかなりめちゃくちゃに詰め込まれていた中身は、今のカーチェイスで目も当てられない惨状になっていたが、数えてみるとフィルムは一本も落とすことなく、きちんとそろっていた。

「大丈夫です。ちゃんとあります」

「現像してみたら全然写ってなかったりして」

「縁えん起ぎでもないこと言うのやめてくださいよ」

　モニカの冗談にマコトは本気で顔をしかめる。

「……」

　一仕事終えたような雰囲気の中、クロードだけが無言で空を見ていた。
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「ええい！　医者はまだこんのか！」

　椿つばきの館やかたでは、廊下に横たわったハースが苛いら立だちも露あらわな大声を上げていた。

　みっともなくも床に横になっているのは、マコトに体当たりをされて壁かべに激突した際に腰をやってしまったようで、立ち上がることができなかったからである。しかしその痛みもずいぶんと治まってきた。ハースは床に手を突いて立ち上がった。よろめく。コーデリアが慌てて手をさしのべる。

「ハース様、大丈夫ですか？」

「くっ」ハースは愛人の手を邪じや魔まそうに振り払った。「ワシのステッキを持ってこい！」

「は、はい！」

　トリシアが廊下に転がっていたステッキを拾って戻ってくる。

「早くよこせっ」

　トリシアの手からステッキをひったくってハースは歩き出す。目指すは自分の部屋だ。忌いま々いましいレオナルドの娘が何を盗み出したのか、確認しておかなければいけない。

　ハースは自分でもじれったくなるような速度で廊下を進み、自室にたどり着いた。ポケットから出した鍵かぎで扉を開け、中に入る。室内には意外にも物色された形跡がなかった。不思議に思いつつ、ハースは寝室へ移動した。こちらも綺き麗れいなものだ。だがこの部屋のものが多少盗まれようと問題ではない。まずいものはこの奥──

　ハースはレコードに偽装したスイッチを操そう作さして隠し部屋の扉を開けた。中に入る。

「……む？」

　こちらも特に荒らされた様子はない。裏うら帳ちよう簿ぼはいつも通り、奥のキャビネットに立ててあった。試しに手にとって開いてみたが、中身がすり替えられてもいない。

「……レオナルドの娘の狙ねらいはこれではなかったのか？」

　いや、それはあるまい。この館にある「ヤバイ物」はこれ一つきりだ。

「そうか！　失敗したのだな！　奴やつらが合い鍵を使って忍び込もうとしたちょうどそのときにワシが帰ってきたのだな。そうかそうかあっはっは！」

　ハースはうれしくてたまらない、という風に笑う。腰の痛みも忘れていい気分で帳簿をキャビネットに戻す。と、隠し部屋の入り口に小さな影かげが現れた。

「！」

　隠し部屋を見られてハースはぎょっとしたが、相手がメイドだと分かって居い丈たけ高だかな態度を取り戻す。

「何をしている。勝手に部屋に入るなと言ってあるだろう」

「……」

「聞こえなかったのか？」

「いえ」メイド──リータは不ふ機き嫌げんそうな顔で、「聞くつもりがないのです」

「何だと？」

「ロリコンで銭ゲバの外道の命令など聞くつもりがない、と言ったのです」

　ハースはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、何を言われたのかを理解するに従って、その顔を怒りで青黒く染めていった。

「貴様！」

　叫ぶと同時、ハースは手にしたステッキでリータを打とうとした。

　リータは非常に面倒くさそうな顔で体をずらし、右足を振り上げてハースの手を蹴けった。ハースの手からステッキが飛ぶ。リータは足を降ろさずそのままハースのみぞおちを蹴りつける。ハースの体がくの字に折れると、無防備な延えん髄ずいにかかとを落とした。ハースは悲鳴を上げる間まもなく昏こん倒とう。一拍遅れて、ステッキが床に落ちてきた。

　リータは隠し部屋に入るとキャビネットから裏うら帳ちよう簿ぼを取った。

「目標を確認……」

　裏帳簿を捜し出し、抹消すること──それがリータに与えられた任務であった。

　ディーナ政権への痛手になるであろう問題を、闇やみから闇へと葬ほうむる──そのためにリータは椿つばきの館やかたに潜せん入にゆうしていたのだ。

「……今更無意味ではありますが」

　呟つぶやいて、リータは腿ももに手をやった。車くるま椅い子すと衝しよう突とつした辺りはアザになるだろう。見事なまでに不意を突かれてしまった。

　任務の意味を考えれば、帳簿を手に入れただけではダメなことは分かっている。あの二人を追い、フィルムを奪わなくてはいけない。

　しかしリータはどうしてもそうする気になれなかった。

　このまま帰ろう、写真を撮とられたことには気付かなかったふりをしてしまおう。そんな風に思っている。

　元々が気乗りのしない任務であった。それに、

　──ミリアムのためだ！　ミリアムを幸せにするためだ！

　あのまっすぐな瞳ひとみ。迷いのない言葉。

（……殿下もあのぐらいまっすぐであれば……。ディーナ様が心配なら、このように裏で画策せずとも、直接手を取って差し上げればよいものを……）

　詮せん無なきことを思う。と、にわかに表が騒さわがしくなってきた。

「怪け我が人にんはどこですか？」

「あ、多分お部屋に……こっちです。ハース様！　お医者様が！」

　どうやら医者が到着したらしい。そろそろ撤てつ収しゆうした方が良さそうだ。

　リータは裏うら帳ちよう簿ぼを抱えて隠し部屋を出た。床に突っ伏す枯かれ木きのような老人をまたぎ越えると窓を開けた。一いつ旦たん寝室の一番奥まで下がり、そこから全力疾走。

「ふっ！」

　床を蹴けって跳んだリータは窓枠を蹴ってさらに高く跳び、敷しき地ちを囲む高い塀に飛び乗った。細い足場でバランスを取り、それから街路へと飛び降りる。

　音も立てずに着地すると、リータはメイド服を脱ぎ捨て、どこにでもいるような町娘の格好になった。メイド服はその場に放置して歩き出す。リータは大通りの人混みへと紛まぎれて姿を消した。
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　トラックを捨ててから三十分程で、マコトたちは湖に到着した。

「……戦争でもしてきたのか？」

　留守番をしていたミルコは一行の──特にモニカの──惨状を見て目を丸くする。

「まあそんなところ。それからギャングとの撃うち合あいもやってきたわ」

　とりあえずの軽口を叩たたいて、それからモニカは状況を説明する。

「……と、そんなわけだからすぐに撤収にかかって」

　ミルコはうなずくと、仲間たちと共にボート小屋に走り、リナシメントとエクリプスを引き出す作業を開始した。

　桟さん橋ばしに二機が並ぶ。マコトはミリアムをリナシメントの操そう縦じゆう席せきに座らせると、後席に乗り込んでベルトを締しめた。

　出発の準備を終えたミリアムは、どっちが先に離水するか相談するため隣となりのエクリプスを見る。と、エクリプスにはクロードしか乗っていなかった。

「ピエトロは？」

「モニカが心配だから残るそうだ。先に上がれ」

「了解」

　ミリアムはスロットルレバーを軽く倒した。

「みんなは脱出できるんだよね？」

　マコトは岸辺を見ながら訊たずねる。

「当然でしょ。どん詰まりに陣取るほど間抜けじゃない。ちゃんと脱出ルートは用意してる。徒歩で山越えだから結構きついらしいけど。その分追跡もほぼ不可能なルートがある」

　ミリアムのその答えにマコトは安心した。

　リナシメントが桟橋から離れた。ミリアムは機首を湖の中央に向けてからスロットルを全開にし一気に離水する。進路は北西。軍の対空監視を避さけて、来たときと同じルートを逆にたどる。少し遅れてクロードも離水し、ミリアムと同じコースに乗った。

「ここまで来ればもう大丈夫ね。こっちが飛行機で脱出するのを読んでない限り絶対に追いつけない」

「今回はドンパチなしだと思ってたのに……まあ無事に終わったからいいか」

　マコトは座る位置を直し、ヘッドレストに頭を預けた。

　そうしてプロペラの音を聞き、エンジンの振動に揺られていると妙に安心する。

　飛行機が好きになったのか。違う。ミリアムが操そう縦じゆうしている飛行機だからだ。

　ミリアムが愛するこの狭い空間が、マコトにとっても心地ここちよいものになってきたのだ。

「何笑ってるの？」

「……よく脱出できたなあ、と思って」

　本当はそんなことは考えていなかったのだが、正直に言うのが恥ずかしかったのでマコトはそんなことを言ってごまかした。

「本当に……」ミリアムはしみじみ呟つぶやいて、「……マコトのおかげね」

「そんな！　もしミリアムがいなかったら僕は何回やられてたか。僕がミリアムに助けられたんだよ」

「ううん。私がマコトに助けられたのよ……」

「いや、僕なんかいてもいなくても大差ないって」

「そんなことない。マコトはいつも私を助けてくれる」

「でもそれ以上にミリアムが僕を助けてくれることの方が」

「ああもううるさい！　私がマコトを助けていようが、私がマコトに助けられたことはなくならないでしょ！　謙けん遜そんもそこまでいくとただの嫌いや味み！」

「……ごめん」

　ミリアムに怒ど鳴なられてマコトはうなだれる。ミリアムは言い過ぎを少し反省してから、

「えー、あー、ごほん。では私からマコトにお礼をしたいと思います」

「ミリアム？　しゃべり方が変だよ？」

「シートベルトを外して顔をこっちに近づけてください」

　マコトの問いを無視してミリアムは指示を下す。マコトは首をかしげてミリアムを見る。

　シート越し、ミリアムの耳が赤くなっていた。

　それでミリアムが何をしようとしているのかを察したマコトはシートベルトを外し、前席のヘッドレストの脇わきから顔を前へと出した。

「ミリアム」

「マコト……」

　ミリアムがシートベルトを外して体をひねる。しばし見つめ合った二人が目を閉じようとした、その寸前、

『九時方向！　見えてるか！』

　無線機がクロードの声を機内一杯に響ひびかせた。

「え？　何？　もしかしてつながりっぱなしだったの!?」

『来るときからつながりっぱなしだよ』

「！」「！」

　衝しよう撃げきの事実を明かされマコトとミリアムは瞬しゆん時じに茹ゆで上あがった。「つながりっぱなし」って、まさか来るときのアレも全部聞かれてたってこと？　マジで？　うわあ。恥ずかしさで死ぬ。

『全く行きも帰りも甘ったるいもの聞かせやがってお前ら新婚さんかよ……ってのはどうでもいいから九時方向だ！』

「！」

　さすがパイロットと言うべきか。いち早く立ち直ったミリアムがベルトを締しめ直なおしながら左を見る。

　首都のある南の方向から飛来する雪よりもなお白い翼つばさ。三機の、有機的なラインを持つ純白の戦せん闘とう機きがこちらに向かってきていた。

「あれは……」







『ＣＡＬＭだ』

「カーム？」

『政府の対テロ特殊部隊──要するに対レヴァンテ部隊だ。まだ準備段階に見えたんだが……この対応の早さ。あのお嬢じよう……』クロードは何か言おうとしてやめた。『構かまうことはない。脱出優先だ』

「そうね」

　クロードの提案にミリアムも同意を返す。ミリアムもクロードも並のパイロットではないが、相手の性能が未知数な上、数の上でも負けているのに真っ向勝負を挑むのは愚おろかな行為だ。おまけにここはまだまだ敵地──いつ何時援軍が現れるかも分かったものではない。

　それにこの場の勝利条件は敵の殲せん滅めつではない。マコトのカメラバッグに収められた証拠写真を無事に持ち帰ることだ。リナシメントとエクリプスは一路北西を目指す。

　だが──

「……ミリアム」

　どのくらい飛んだだろうか。マコトは敵てき影えいが前より大きくなっていることに気付いた。同時に、三機が少しずつ違った形状をしていることが分かる。

「分かってる。……クロード」

『ああ、やるしかなさそうだな』

　ミリアムは機体を少し傾かたむけ、視線を斜め後方、三機の敵へと向けた。彼ひ我がの距離はまだずいぶん開いている。格かく闘とう戦せんに入る前に敵機を観察して、少しでも情報を得ておきたい。

　不意に最後方の敵機から閃せん光こうが走った。直後、操そう縦じゆう席せきが振動し、リナシメントは足払いを食らったかのように機体を大きく傾かせる。雷のような音は遅れてやってきた。

「何っ!?」

　混乱しつつ、ミリアムは本能的に機体を降下させていた。なんだか分からないがじっとしていたらやられる。それだけは確かだった。

「ミリアム！　フロートに被ひ弾だんしてる！」

　マコトが風防に頰ほおを押しつけるようにして機体の下の方を見ながら言った。

「この距離で、っ！」

　言ってる端はしからまた閃光──それが発砲炎であると今度は分かった。まっすぐに降下中だった機体をひねって進路を変える。まっすぐ降りていけばリナシメントがいたであろう空間を超高速の弾丸が突き抜ける。

「狙そ撃げきタイプの戦闘機!?」

　空飛ぶ豚を見たような気分でミリアムは後方を見る。と、

「ミリアム！」

　マコトの言葉とほとんど同時に頭上に影かげが差した。

「いつの間に!?　何て速さなの！」

　見上げると直上に純白の複葉機がいた。三機の敵機のうち一機──一いつ瞬しゆん目を離した隙すきにここまで接近してくるとはとんでもない機動力だ。

　上を取った機体は間かん髪はつを入れずに攻撃を仕掛けてきた。ミリアムは急降下による加速で射線から逃れる。なおも追ってくる敵機にクロードが横から機銃を撃うち込こんだ。敵機が追撃をあきらめて上昇していく。ミリアムは一いつ旦たん地面ぎりぎりまで降下して速度を稼かせいだ。大きく旋せん回かいしながら上昇して体勢を立て直し、逆に敵機を追い立てる。

　その間にクロードは敵の三機目に食らいついていた。完全に後ろを捉とらえ、追い抜きざまに機銃を発射。９ミリ機銃が敵機に二列の弾だん痕こんを刻む。が、三機目は何事もなかったかのように飛び続ける。エクリプスが敵機の前に出た。敵機が20ミリ機銃を斉せい射しや──八本の火線が青空を引き裂く。

　ミリアムは呆ぼう然ぜんとしてそれを見た。爆ばく撃げき機きのような重装甲に過剰なまでの大火力。でたらめだ。これでは小さな子供が考えた「さいきょうのせんとうき」そのもの──しかしこれは子供の遊びではない。20ミリが直撃すればリナシメントでも墜つい落らくは免まぬがれないのだ。それより小さくて装甲も薄いエクリプスでは瞬時に爆散だってあり得る。

「クロードさん！」

　雨のような銃じゆう弾だんの中を、クロードは蝶ちようのように飛ぶ。その様はまさしく舞ぶ踏とう──一歩踏み外せば全身を引き裂かれる死の舞踏だ。右へ、左へ、繊せん細さいかつ思い切った動きでクロードは機銃の雨をくぐり抜けていく。マコトが思わず見ほれてしまう程に、それは美しく、天才的な機動だった。ついにクロードは一発も被弾することなく敵の射界を脱する。

　ミリアムの方も敵機に振り切られ、両陣営は一いつ旦たん距離を置いた。

『……無事か？』

　無線越しの声はいつもと変わらない落ち着いたもの。

「うん」ミリアムは答えて、「……それにしてもずいぶんと戦せん闘とう機きらしくない連中が出てきたものね。何かの実験機？」

『そんなところだろうな。見たところプラットフォームは同一のようだ。装備の変更であれだけの違いを出せるとは少し驚おどろいた。ＣＡＬＭは王国軍とは別の組織らしいが、ずいぶんと自由な発想ができる奴やつをブレインに抱えてるらしい』

「機種名が分からないと不便ね。とりあえず〝狙そ撃げき型がた〟〝高機動型〟〝重装型〟と呼ぶことにしない？　見たまんまだけど」

『ああ。わかりやすくていい』

　交こう錯さくを終えて、今彼ひ我がの距離はまた開いている。しかしこの距離はまだ〝狙撃型〟の射程内だ。ミリアムとクロードは不意の狙撃を警けい戒かいしつつ飛行している。

「……それであの、勝てるんですか？」

　マコトが会話に割り込む。クロードは無線の向こうで『ふ』と笑ってから、

『さあな』

「さ、さあな、って……」

『戦場に絶対なんてないさ。一つはっきりしてるのは、あいつらは強いってことだ』

　マコトにはパイロットの善よし悪あしなど分からない。が、〝ソードダンサー〟クロード・アイスをしてこうもはっきり言わせるからには、相手も一流のパイロットなのに違いない。マコトは唾つばを飲み込んだ。

「大丈夫。マコトは私が守るから」

　マコトの不安を察したのだろう、ミリアムがシート越しに言った。

「べ、別に怖くなってなんかないよ！」

　マコトが言ったその瞬しゆん間かん、敵機──〝高機動型〟がこちらに突っ込んできた。ミリアムとクロードは左右に分かれて回かい避ひ。敵機はミリアムを追ってきた。背後を気にしつつミリアムは上昇をかける。引きつけて──これ以上はないというタイミングで宙返り。敵機がミリアムを追い越して上空へ抜ける。その間にミリアムは機体をひねって敵機の背後を取ろうとする。

「！」

　予感に命じられてミリアムは追撃を中止した。機体を水平に戻すと、頭上を何かが抜けていく気配。狙そ撃げき型がたの攻撃だ。追撃を逃れた敵機が旋せん回かいして戻ってくる。正対しての撃うち合あい。

「ミリアム！」

　マコトの警けい告こく。ミリアムはとっさに機首を下げる。遠距離狙撃が再び頭上を通過する。続いて高機動型が上から機銃を浴びせてきた。避よけ切きれない。胴体後部に数発の被ひ弾だん。

「やられた!?」

「この程度なら何ともない！」

　マコトの悲鳴にミリアムは強がりではなく答えた。敵高機動型の武装は７ミリ機銃が二門──軽量化のためにあえてそうしたのだろうが、はっきり言って低火力過ぎる。よほどの集中打を食らわなければ問題にはならない。

「先に狙撃型を何とかしないと」

　戦せん闘とう空域を全すべて射界に納められているのはまずい。それだけでかなりの動きを封じられてしまう。

　ミリアムと同じことをクロードも考えた。ミリアムが高機動型に追われている間にクロードはまっすぐ狙撃型の撃げき墜ついに向かっていた。だが、その目の前に〝重装型〟が立ちはだかり、でたらめとしか言いようのない20ミリ機銃八門を一いつ斉せいに発射する。

「ちいっ！」

　大空を震わす重砲火の中を、銀色の機体は舞まうようにすり抜ける。しかし避けるのに精一杯で重装型を突破できない。その間に狙撃型は安全圏へと離れていく。

（嫌いやらしい組み合わせを考える……）

　ミリアムは唇を嚙かんだ。

　三機の実験機はそれぞれ、一対一なら苦戦はしても勝てないということはないだろう。高機動型には火力がないし、重装型には機動力がない、狙撃型にいたっては近づけさえすれば簡単に落とせるはずだ。

　だが、この三機を「同時に」相手にするとなると話は全く違ってくる。パイロットも優秀だ。機体の癖くせを十分に把握し、弱点を見せはしても決してつけ込まれないように互いにフォローしあっている。

　狙撃型が再びミリアムを狙ねらってきた。決してクロードの方を狙わないのは、リナシメントの火力を警戒してのことだろう。リナシメントには12ミリ機銃が四門搭とう載さいされている。重装型といえどもこれは食らいたくないのだ。

　先程と同じようなことが繰くり返かえされる。エクリプスは重装型を突破できない。リナシメントは主しゆ翼よくの端はしに被ひ弾だんした。

　このままではやられる。

　マコトは敵に隙すきがないかと必死でその動きを観察する。

　だがそんなものはどこにもなかった。敵は妙ちきりんな戦術やパターンに頼ることなく、状況に合わせて瞬しゆん時じに、的確に行動を変更している。以前戦った狼おおかみ小隊とはわけが違う。本物の「エースパイロット」だけで構成された部隊だ。

「！」

　また被ひ弾だん。じわりじわりとリナシメントが削られていく。深紅の機体が黒い地金を──ところによっては木こっ端ぱを散らして木肌を晒さらす。

「……っ」

　操そう縦じゆう席せきのミリアムも険けわしい表情になる。

　果たして後どれくらい保もつのか──無意識のうちにそんな計算をしていることに気付いて、ミリアムは頭を振った。私は何を考えている。あきらめるな。後にはマコトが乗っているんだぞ。しかし思いだけではどうにもならない。祈ったところでダメージは回復しないし、気合いを入れても火力が上がったりもしない。

（焦あせるな……チャンスはきっと来る）

　ミリアムは己おのれに強く言い聞かせた。

　クロードも言ったではないか。「戦場に絶対はない」と。完かん璧ぺきな兵器、完璧な布陣など存在しない。必ずどこかにつけいる隙すきがあるはずだ。

「っ」

　被弾。今度はフロート。少しずつ機体のバランスが崩れ、挙動が乱れてくる。動きが悪くなる程に敵機を振り切るのに時間がかかるようになる。

　そして狙ねらい澄すました狙そ撃げき──被弾。

「くうっ！」

　右の翼よく内ない機銃が根本からなくなっていた。ちょうど銃身に当たったらしい。

「山が……」

　不意にマコトが呟つぶやいた。

　見れば三時の方向に、赤い岩肌を晒す山があった。山頂付近にカルデラ湖。中腹に滝があり、その先には地震で岩がん盤ばんが割れたのだろう、垂直な断だん崖がいに挟まれた細い谷が延びているのが見えた。

「……ノーヴェ火山？」特徴的な地形からそう判断してミリアムは気付く、「！　南に押し込まれてる！」

　南に──つまりは首都アルジェントの方角へ。

『ただ追い回してるわけじゃなく、少しずつ追い込んでいたらしいな。ちっ。まったく大した連中だ。あの実験機に乗り慣れてもいないはずなのに』

　無線の向こうでクロードが忌いま々いましそうに呟いた。

『ミリアム。ここは俺おれが時間を稼かせぐ……って言ったらどうする？』

「クロード！」

『心配するな。別に犠ぎ牲せいになるつもりはない。が、このままじゃどうやってもジリ貧だ』

「……」

　ミリアムは奥歯を嚙かみしめた。クロードの判断は全く正しい。このまま戦せん闘とうを続けても勝機は薄い。アルジェントから敵の援軍がやってきたらもうどうしようもなくなるだろう。

「でも仲間を囮おとりに自分だけ逃げるなんて……」

『勝利条件を見誤るな』

　クロードはぴしゃりと言った。そう、この戦闘で敵機を撃げき墜ついすること自体には何の意味もない。意味があるのはマコトが撮とった写真──ハース・アイゼンの不正の証拠を無事に持ち帰ること。何としてでもリナシメントを脱出させることなのだ。

『それにこの状況は俺おれがまいた種だ。俺があいつらに見つからなければ、お前たちは今いま頃ごろ悠々と脱出できていたはずだ。始末はつけさせろ』

「クロードさん……」

「……せめてこっちも三機いたら。そうすれば……」

　ミリアムが悔しそうに言う。それはクロードの提案を受け入れた言葉だった。

『よし、奴やつらの次の攻撃に合わせて行動開始だ』

「待って！」

　マコトは強い声で割り込んだ。マコトははっきり言ってド素人しろうとだ。空戦のことなど何も分からない。超一流のパイロット二人が出した答えは正しいのだろう。

　でも、

「一つだけ、試して欲しいことがあるんです」

　仲間が死ぬと分かっていて、黙だまっていることなどできないのだ。
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　その白い機体は〝ソウルセイバー〟という。

　開発者はドクター・ワンと名乗る科学者。自分のことを航空科学の天才だと言っているが、しかしソウルセイバー狙そ撃げき型がたのパイロットであるカドは、そんな科学者の存在を全く知らなかった。ワンの言葉には微かすかな北の訛なまりがあって、そこから推測できる事実としては、ドクター・ワンもこのソウルセイバーも、帝政ストレルカに関係した存在なのだろう。

　これはなかなか奇妙なことであった。北ヨーロッパに大版図を有する軍事大国ストレルカは、ストーリア王国とは現在国交がない。そのストレルカの実験機がどうして地中海で運用されることになったのか。フラムベルクの個人的な人脈か、それとも何かの陰いん謀ぼうか──きな臭い話ではあるが、カドはスパイではなく傭よう兵へいなので、その辺りのことはさほど気にしなかった。

　傭兵のカドにとって大事なことは金である。

　その点において今度のスポンサーは百点満点だ。コスト度外視の高性能実験機をただで使わせてくれて、おまけに給料も相場の五割増し。こんなおいしい仕事は滅多にない。もしかしたら一生に一度かもしれない。できうる限り長引かせて荒あら稼かせぎをしたいところだが、かといってわざと敵を見逃すようなことはしない。傭よう兵へいは信用が第一なのだ。

　カドは空対空狙そ撃げき銃じゆうの専用に開発された照準器を目に当てた。前方、有効射程ぎりぎりのところで数機が入り乱れての空戦が展開されている。

　と、不意に銀色の機体が急降下を始めた。もう一機の赤い方が友軍の高機動型に牽けん制せい射撃を入れる。

「片方だけでも離脱させるつもりか？」

　カドは赤い機体に向かって狙撃。赤い機体はそれを読んでいたかのように回かい避ひ。

　銀色の機体が地面に突っ込んで消えた。峡谷に降りたのだ。遮さえぎるもののない空にいるより、隘あい路ろを縫ぬっていった方が生存率が高いと踏んでのことだろう。

　ドッグファイトの攻守が入れ替わる。赤い機体が急降下、銀色の機体と同じように峡谷へ飛び込んでいった。続いて高機動型が高度を落とす。追うつもりだ。

『下から追い立てる。出てきたところを狙ねらい撃うて』

　高機動型のパイロット、レモがそう言ってきた。

「了解。壁かべにぶつけるなよ」

『誰だれに言って……』

　不ふ機き嫌げんそうな声が途中で途切れる。高機動型が峡谷に降りたことで電波の通りが悪くなり、無線が通じなくなったのだ。

　カドは狙撃態勢を維持したまま周囲の地形を確認する。さて、敵機はどの辺で音ねを上げるか。







　左右を壁に挟まれた瞬しゆん間かん、機体が流れた。開けた空と狭い峡谷では空気の流れが違う。新米なら触れた瞬間コントロールを失うであろう複雑な風に、ソウルセイバー高機動型のパイロットであるレモは表情を全く変えずに対応する。

「反応が早いのはいいが安定度は今一つだな」

　乗り慣れない機体への感想を漏もらしつつ視線を前へ。深紅の機体が翼つばさを垂直にして峡谷を登っていくのが見えた。と、リナシメントが右に二回、機体を回転させた。挑発だ。

　敵は峡谷に逃げ込んだのではなかったらしい。戦意は全く衰えていない。

「ふん。面おも白しろい」

　レモは唇を舐なめた。操そう縦じゆう桿かんを倒す。

　高機動型が追撃を始めたのを察して、リナシメントも速度を上げた。

　峡谷に二機のエンジン音がこだまし、谷底の水面を激しく波打たせた。

　リナシメントが信じられない速度で峡谷を遡そ上じようしていく。それを追う高機動型はあえて狭い隙すき間まに飛び込んだ。と、前を行くリナシメントが高度を上げた。早くもギブアップ──ではない。左右の崖がけが張り出して狭くなった隙間を、翼つばさを九十度傾かたむけてすり抜けていく。レモはにやりと笑い、同じところをすり抜けた。リナシメントが加速しつつ降下。今度は水面ぎりぎりを飛ぶ。高機動型も正確に同じルートをトレス。いや、リナシメントよりもコンマ数秒機首上げを遅らせて、水面から突き出た岩のぎりぎりをかすめて飛ぶ。

　銃じゆう弾だんなどより遥はるかに恐ろしい壁かべに挟まれ、一いつ瞬しゆんの判断が死を招く。岩の隙間を抜け、突風に煽あおられ、二機はひたすら峡谷を駆かけ上あがる。

　お互いに一発の銃弾も放たず、しかしこれは紛まぎれもなく、命をかけた戦せん闘とうであった。

　やがてレモの顔に驚きよう嘆たんの表情が浮かぶ。

　リナシメントはソウルセイバー高機動型より二回りは大きい。重量はもっとある。12ミリ機銃四門の高火力機に、高出力のエンジンで強引に機動性を持たせたじゃじゃ馬なのだ。それをすいすいと、まるで自分の背中に生えた羽のように操あやつる。崖の起伏に合わせて機体をロール、岩の隙間をすり抜けていく様はまさしく実体のない幽ゆう霊れいのよう。

「なるほどな……噂うわさは本物だったか」

　レモは感嘆の思いで赤い機体を見つめた。

　一体どんな奴やつが乗っているのか。顔を拝おがんでみたいところだが、それは不可能だろう。この戦いの終しゆう焉えんはどちらかの壁への激突だ。まともな死体は残るまい。

　反政府勢力の相手、という今回の仕事内容を聞いたとき、レモは正直「つまらない仕事になる」と感じた。共に雇われた中に知った顔──いずれも名だたるパイロットだ──を見つけ、出所不明の最新鋭機を使えると聞いたとき、その思いはさらに強くなった。弱いものを一方的に蹂じゆう躙りんする仕事だ。

　だが考えを改めなければならないようだ。今目の前を飛んでいる赤い亡霊。そして姿は見えないが、その先を飛んでいるはずの銀色の機体──赤い亡霊に匹敵するあれはおそらく〝ソードダンサー〟──どちらも超一流のパイロットだ。ストーリア王国軍がまるで歯が立たないというのも納得できる。

　上流に向かうにつれ、峡谷は次第に細くなっていく。リナシメントは速度を緩ゆるめない。が、少しずつ余裕がなくなってきて、きわどい飛行が増えてきた。追う高機動型にはまだ余裕があった。こういった条件では、機体のサイズ、運動性の違いはもちろんだが、「先行する」ことが相当な負担になる。前を行くリナシメントは自分で抜けられる場所を探さなくてはいけない──リナシメントの前にはエクリプスがいるはずだが、機体サイズはリナシメントの方が大きいので、リナシメントは何も考えずにエクリプスについていくというわけにはいかない。一方でソウルセイバーはリナシメントよりも小さいから、レモはリナシメントの軌道をトレスするだけでいい。

　ついにリナシメントが翼よく端たんを壁かべに擦すり始はじめた。明らかに速度が落ちる。前方に抜けられるかどうか微妙な隙すき間まが現れた。

　いける、とレモは判断した。

　自分だけではなく、リナシメントもぎりぎり抜けられるだろう、と。

　果たして赤い亡ぼう霊れいはどう判断するか。

　行け──とレモは念じた。お前なら抜けられる。抜けてくれ。この勝負をやめたくない。もっともっと限界まで、俺おれを楽しませてくれ。

　しかしその願いは通じなかった。リナシメントは隙間の広さを測るようなそぶりも見せず、機首を思い切り持ち上げて峡谷からの脱出を計る。

　レモは追わなかった。峡谷から飛び出せばその瞬しゆん間かんカドが狙そ撃げきで始末する。それに敵機はまだ残っている。自分と同じ軽量小型の銀色の機体。

　赤い亡霊のことを頭から追い出すと、レモはソードダンサーに勝負を挑むべく、機体を崖がけの隙間へと飛び込ませた。







　いつどんな戦場でも、スナイパーが真っ先にやることは地形の把握である。

　だからカドも、ＣＡＬＭに雇われてからさほど間を置かず、アルジェント周辺の地形は頭に入れていた。ノーヴェ火山の南に峡谷があることも、その峡谷がどのくらいの幅を持っているかも把握していた。

　その知識を元に、カドはリナシメントの出現地点──狭過ぎて飛行できなくなるポイントとタイミングを予測し、狙撃銃をそちらに向けて待まち構かまえていた。

「……そろそろか」

　専用の照準装置を左目に当てる。右目で全体を、左目で拡大された映像を見る。待つ。

　カドの予想の二秒後、予想よりも少しだけずれた地点から赤い機体が飛び出してきた。二秒のずれは角度にすればほんの誤差のようなものだ。カドは余裕を持って銃身の向きを調整し、狙ねらい澄すました一撃を、

　トリガーを引こうとしたまさにその瞬間、ソウルセイバー狙撃型を連続した衝しよう撃げきが襲おそった。

「!!」

　思わずトリガーを握り込み、放たれた徹てつ甲こう弾だんは明後日あさつての方向に飛んでいくがそんなものには構っていられない。攻撃を受けている。反射的に回かい避ひ行動を取りつつ周囲を見回し、カドは目を極限まで見開く。

　峡谷に飛び込んだはずの銀の機体が、六字方向下方から機銃を撃うちつつ突っ込んできていた。

「そんな馬ば鹿かな！」

　レモに追われて峡谷を飛んでいるはずのエクリプスがなぜ後方にいるのだ！







　一見どうやったのか分からない手品程、種は単純なものである。

　単純だからこそ人を騙だませるのだとも言える。大きく複雑な仕掛けはその中身が分からなくても、「何かやっている」のがバレバレになってしまう。

　その観点でいくと、エクリプスを敵の背後に回り込ませたマコトの仕掛けは最上級であった。いや、あまりに単純過ぎるので、観客に石を投げられるかもしれない。

『あの峡谷、下に川が流れてますよね？』

　そんな問い掛けから始まったマコトの作戦は極きわめてシンプルだった。

　まずは逃げると見せかけて峡谷に飛び込む。順番はエクリプスが先、リナシメントの突入は少し遅らせる。

　敵は当然追ってきて、リナシメントを発見して追つい撃げきを始める。

　敵機は峡谷内に自分を含めて三機が飛んでいるものと思うはずだ。

　しかし実際は違う。

　峡谷内を飛行しているのは敵機とリナシメントの二機だけ。ではエクリプスはどこに消えたのか────エクリプスは着水して岩陰に機体を潜ひそめている。水上機であるエクリプスは谷底を流れる川に降りることができる。マコトはそれを利用することを思いついたのだ。

　ミリアムが敵機を挑発したのは、岩陰のエクリプスが発見されるのを防ぐためでもあった。

　リナシメントが峡谷の奥へと飛ぶ。高機動型がそれを追う。上空に残る狙そ撃げき型がたと重装型も峡谷に沿って移動するはずだ。こちらを上流に追い詰め、峡谷から飛び出したところを狙ねらい撃うつために。

　ここでエクリプスが再始動し上昇すれば背後が取れる。

「やりたい放題って奴やつさぁ！」

　歯をむき出して笑いながらクロードは機銃の発射ボタンを押した。エクリプスの機銃がソウルセイバー狙撃型の無防備な腹に吸い込まれていく。

　白い機体に無数の弾だん痕こんが穿うがたれる。狙撃型は被弾に気付いて回かい避ひ行動に移る。狙撃型は運動性が低い──とは言ってもそれはソウルセイバー同士で比べた場合のことだ。旧式のエクリプスと比べて見劣りするものではない。敵機が有効射程から離れていく。しかしクロードに焦あせりはない。逆に楽しそうな、とても楽しそうな笑みが浮かぶ。

「行けよ！」

　叫ぶと同時にスロットルを上げた。換装された大出力エンジンが本来の力を発揮、小柄な機体を暴力的な加速で押し上げる。そのパワーに耐たえられない機体がぎしぎしと悲鳴を上げるが、クロードは構かまわずスロットルを全開にした。敵機との距離が一気に詰まる。

「くっ」

　機体の振動がすさまじい。まともに照準できない。暴あばれる操そう縦じゆう桿かんをねじ伏せるようにしてクロードは上昇を続ける。

　交差。

　ソードダンサーの一いつ閃せんが、敵機の尾び翼よくを断ち切った。

　直後、エクリプスの機体各所から続けざまに破は砕さい音おんが発生した。







「っ！」

　峡谷を抜けた瞬しゆん間かん、マコトはまばゆい光に目を潰つぶされそうになった。反射的に閉じたまぶたの裏に太陽がいくつもの残像を描く。顔をしかめつつ瞬まばたきを幾度か。視界にふらふらと降下していくエクリプス。

「クロードさん!?」

　やられた？　無事なのか？　──そう思った直後に無線が飛び込んでくる。

『狙そ撃げき型がたは墜おとしたぞ！』

　見れば尾翼を失った狙撃型が木この葉はのように降下しつつあった。だがまだ健在な重装型が大きく旋せん回かいしつつエクリプスの方へと向かっている。エクリプスは機体を大きく傾かたむかせ、必死で高度を維持しているだけの状態だ。狙ねらわれたら回かい避ひはできないだろう。

　ミリアムはすぐに進路を変え、エクリプスと重装型の間に割って入った。重装型が20ミリ八門の同時攻こう撃げき。

「この距離で当たると思ってるの！」

　ミリアムは機銃と機銃の間を易やす々やすとすり抜けて敵機の上を取った。くるりと宙返りを決めて機首の機銃を発射。重装型の主翼に銃じゆう弾だんが降り注ぐ。弾倉が誘ゆう爆ばくして機銃ごと翼つばさが吹っ飛んだ。片方の主翼を失った重装型がきりもみしながら落ちていく。途中、風防が開いてパイロットが飛び出した。

　重装型のパイロットがパラシュートを開いた直後、高機動型が峡谷から飛び出してきた。

　ミリアムは迎撃するべく機体の向きを直すが、高機動型は翼を軽く振ると、そのまま戦域を離脱していった。

「……引いてくれた、みたいね」

　ミリアムはほっと息をついた。リナシメントは満まん身しん創そう痍いの有あり様さまだ。残弾も少ない。向こうがあくまでも戦せん闘とうを続けるつもりだったらどうなっていたか分からない。

「クロードさんは？」

　外を見ながらマコトは訊たずねる。エクリプスはまだ飛んではいるが、その高度は徐々に落ちつつあった。

『俺おれは何ともないが機体はもうダメだな。補助翼も昇しよう降こう舵かじも反応しない』

　それを聞いてマコトは、本当にぎりぎりの勝利だったのだな、と感じた。

『気にせず先に帰ってくれ。不時着ぐらいはできるだろう。後は歩くなり川を下るなりどうとでもなる』

　ミリアムはすぐに「了解」と答えた。気にするなと言うのは無理だが、残ったところで何ができるわけでもない。

「じゃあ、気をつけて」

　そう言い残してミリアムは操そう縦じゆう桿かんを倒した。

　深紅の機体は大きく旋せん回かいして北西に向かう。緩ゆるやかに加速して巡航速度に乗せる。

　来たときと同じルートに復帰してしばらく飛ぶと、彼方かなたに海が見えてきた。

　こんどこそ大丈夫だ。マコトは緊きん張ちようを解き、シートに深く身を沈めた。と、あくびが出てくる。二日続けて長時間、ピントのシビアな撮さつ影えいをした挙げ句の逃とう走そう劇げきである。さすがに体力の限界だった。

「……ごめん、ちょっと寝てもいい？」

「うん」ミリアムはすぐに答えて、「今回は大だい活かつ躍やくだったものね。グランセオーラが見えたら起こすから、それまでゆっくり……マコト？」

　返事の替わりにすうすうという寝息が聞こえてきた。ミリアムはくすっと笑って前を向く。

「おやすみ、マコト。いつもありがとうね」







　この日の夜──グランセオーラと合流したミリアムは自身も疲れ果てていたため、マコトを起こすのをすっかり忘れていた。

　リナシメントがグランセオーラに収容されてもマコトはまだ眠ったままだった。

　女装したまま後部座席で眠るマコトを発見したミラと愉快なメイドたちはマコトのあまりの愛らしさに狂きよう喜き乱らん舞ぶ、何人もが海に叩たたき落おとされる程の熾し烈れつな争奪戦を繰くり広ひろげ、マコトを取られまいとしたミリアムが甲かん板ぱんで機銃をぶっ放しそうになってマルに叱しかられるのだが、それはマコトの知らない話である。
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　大逃走劇の翌朝。マコトがグランセオーラのベッドで目を覚ました頃ころのことである。

　首都アルジェントの北部、ストーリア城の裏手にある滑かつ走そう路ろに、小型の輸送機が着陸した。輸送機から降りてくるのは昨日きのうミリアムたちと交戦した三人のパイロットだ。

　昨日の戦せん闘とう終了後、一人帰き還かんした高機動型のパイロット、レモは戦闘の経緯を報告すると、撃げき墜ついされた仲間たちを捜索するため、輸送機に乗り換えて戦闘があった区域に戻った。昨日の捜索では仲間たちを見つけることができなかったが、今朝けさ、早朝から行われた二度目の捜索で無事に仲間たちを発見し、こうして戻ってきたのである。

　地面に降り立った三人は、狭い機内でこわばった体を解ほぐそうと伸びをし、格納庫の前に待っていた人物に気付いて驚おどろいた。

「フラムベルク嬢じよう……」

　名を呼ばれ、アンジェラはうっすらと微笑ほほえみながら、パイロットたちに近づいた。その背後にはぴったりと、東洋系の若い女が付き従っている。

「まさか、我々を待っていたのですか？」

「ええ。心配だったので。……いけませんでしたか？」

　少女は小首をかしげ、いたずらっぽく笑った。銀の耳じ環かんが朝の光を反射する。

「いえ。お心こころ遣づかい、感かん謝しやいたします」

　十五も年下の少女に向かって三人は頭を下げた。アンジェラはＣＡＬＭにおいて何の権限も持っていない。しかし書類上は部外者であるはずのこの少女がＣＡＬＭのスポンサーであり、実質的な主人であることは公然の秘密であった。

「申し訳ありません。ネズミを逃がしたばかりか、せっかくの機体を二つもダメにしてしまうとは……」

「いいのです。機体などいくらでも作れます。それよりもあなたたちが無事で安心しました」

　アンジェラは笑みを絶やさない。

「それで、どうでしたか？」

「は。奇抜なコンセプトに反してかなり使える機体でしたが、やはり実験機、直すところは多いかと」

「そうではありません」

「はい？」

「戦ったのでしょう？〝赤い亡ぼう霊れい〟と」

　アンジェラは笑みを消した。片手で耳環をいじりながら、流し目に似た視線でカドを見上げ、

「……次は勝てそうですか？」

　それが問いではないことを、三人のパイロットは同時に悟った。

「機体の改修についてはドクター・ワンに相談してください。そちらは私、よく分かりませんから。結果さえ出してくだされば、予算の方は気にしなくて結構です」

　そう言うとアンジェラは笑みを復活させ、パイロットたちに背を向けて歩き出した。格納庫の脇わきまで行き、停とめてあった車に乗り込む。

　アンジェラを見送ったカドは、手のひらにじっとりと汗をかいていたことに気付いた。

「……金持ちの道楽……というわけではないらしいな」







「追加のパイロットは明後日あさつてには到着します。地上部隊の方はもう少し時間がかかるという報告がありました」

　走る車の中、女運転手はミラー越しにアンジェラに告げた。

「そう」

　アンジェラは答え、シートに体を預けた。

「お嬢じよう様さま。お気を落とさずに。我々はまだ準備不足です。そしてチャンスはこの先いくらでもあるでしょう」

「そうね」

　後一歩のところで亡ぼう霊れいを取り逃がした……そんな思いはアンジェラの胸にはない。昨日きのうの戦せん闘とうはあくまでも偶然に過ぎない。スパイが湖の方に逃げたという報告を受けて、「念のため」に出しゆつ撃げきさせただけなのだ。

　まさかそこに赤い亡霊とソードダンサーという、レヴァンテを代表するエースパイロット二人がいっぺんに現れようとは完全に想定外の出来事だった。おまけにこちらは開発途中の実験機──それであれだけ追い込めたのは、パイロットの腕によるところが大きいのだろう。

　昨日の戦いは結果だけを見ればこちらの惨敗だが、しかし収しゆう穫かくはあった。

〝赤い亡霊〟は巷こう間かんに噂うわさされるような〝触れることもできない特殊な機体〟ではない。この世に確かな実体を持つ、一個の戦闘機だ。

　ならば墜おとせないはずがない。

　昨日の失敗はそう、準備が足りなかっただけだ。

　しかるべき用意を調えれば亡霊は墜とせる。

　マコトを助け出すことができる。

「大丈夫よ。私は焦あせっても気落ちしてもいません。ええ、そんな必要はないのです。……私は正しい道を歩んでいるのですから」













　　　　第五章　心の在処ありか










　アルジェントを脱した二週間後、マコトはリナシメントの後部座席に乗り込み、シェンナの街を目指していた。マコトの膝ひざの上には紐ひもでくくられたビラの束たばがあって、エンジンの音に合わせて細かく震えている。

『軍の再編？　利権の再編！』──ビラの最上段にでかでかと躍おどる文字の下には、交通省とハース・アイゼンの癒ゆ着ちやくを綴つづった記事が、マコトの撮とってきた写真と共に並んでいる。

　ディーナ政権の最大の仕事である王国軍の再編、その象徴たる首都防ぼう衛えい隊たいにまつわる現在進行形の汚職事件──それを暴ばく露ろする日がやってきたのだ。

　本来であれば公開はもっと後──十月の総選挙の直前にするつもりだったが、あれだけの騒さわぎを起こしたからには当局に察知されている可能性が高い。先手を打って関係者の処分を行われないよう、アントニオは公開の前倒しを決定した。

「あ、そうそう。モニカが退院したって」

「え？　全治三ヶ月って言ってなかった？」

　と言いつつモニカの大きな口を思い出してマコトは、「あの人なら別に不思議じゃないか」と思い直した。

　湖で別れたメンバーは皆無事にアルジェントを脱出できたと聞いている。クロードも何日か前に帰ってきた。

　リナシメントの行く手に陸地が見えた。目指すシェンナの街だ。

　マコトは時計を見て、

「十一時五十分……ちょっと早かったね」

　マコトとミリアムがシェンナに向かっているように、他ほかの都市にもレヴァンテのメンバーがビラ撒まきに向かっている。このビラには紙面の都合上事件の概要しか書かれていないが、各地の新聞社にはマコトが撮ってきた写真の全すべてと、詳細なレポート、そしてもちろんディーナ政権を弾だん劾がいする声明を本日正午着の指定で送りつけてある。

「多少ずれても問題ないでしょ。準備」

「ん」

　マコトは両手を上に伸ばして風防を開いた。たちまち風が吹き込んできてビラを激しくはためかせる。暴あばれるビラを片手で押さえながら紐をほどくと、ちょうど機体がシェンナの上空にさし掛かった。マコトはビラの束を頭上に掲げ、風にさらわれていくに任せた。

　深紅の機体から白い書簡が舞まい上あがる。

　それは小さな妖よう精せいの群れのように踊り、静かに地上へと降りていった。
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　そのときアンジェラはアズールの自宅に帰る途中だった。

　通りを快調に走っていた車が不意に減速し、停車する。

「どうしたの？　事故？」

「いえ。お嬢じよう様さま、あれを……」

　運転手が空を見ながら言う。後席に座っていたアンジェラは腰を上げ、運転席と助手席の間から身を乗り出して空を見上げた。はらはらと、白い紙のようなものが降ってくる。







　トリノ・マルヤッキはビアンコの下町にあるレストランで注文したランチが届くのを待っていた。屋外席で道行く美女のケツを眺めていたトリノの目の前に、白いビラが降ってくる。

「なんだよ。邪じや魔まだなあ」

　文句を言いつつビラを拾い、トリノはにやけた笑みを消した。

「……証拠は隠滅したんじゃなかったっけ？」

　顔も上げずに訊たずねると、

「そのはずでしたが、どうやらしてやられたようです」

　いつの間にか背後に立っていたリータが答える。リータはトリノの前に回り込み、持ってきたトレイをテーブルに置いた。アサリのパスタが潮しおの香りを漂ただよわせる。

「キミが出し抜かれるとは珍しいね」

「……私にも調子の悪い日はあります」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで答えて、リータはフォークを逆手に持った。







「閣下！　フォールト閣下！」

　首都アルジェント。官邸の廊下を官房長官が走る足音が響ひびく。すれ違う議員たちが何事かと振り返るが、官房長官は立ち止まらず、まっすぐに宰さい相しようの部屋に向かった。

「閣下！　大変ですぞ！　レヴァンテの奴やつらが……」

　ノックもせずに飛び込んだ官房長官は、右手に握ってきたビラを広げようとして、全く同じものが宰相の執務机に載のっているのを発見した。

「……やってくれる」

　ディーナは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で呟つぶやいた。腹が立つ。レヴァンテはもちろんだが、私腹を肥やすことしか頭にない商人と小役人に。そして自分の脇わきの甘さに。

　首都防ぼう衛えい隊たいの拡張計画は二年前。ちょうどレヴァンテの活動が活発になり始めた頃ころで、細かいところに目を向ける余裕が……いや、言い訳はよそう。問題は当時行われた贈ぞう収しゆう賄わいそのものではない。不正行為が二年もの間、平然と続いていたことにある。

「……」

　不意に恐ろしい想像が脳裏をよぎった。これは氷山の一角ではないのか。似たような話はあちこちの官庁に潜ひそんでいるのではないか。速すみやかな調査と綱紀の粛しゆく正せいが必要だ。しかしまずは表に出てしまった問題を片付けるのが先だ。

　ディーナは机を叩たたいて立ち上がった。

「ハース・アイゼンを今すぐ拘束。交通省と軍の補給担当者も押さえて！　大至急よ！」
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　最後の一枚が風にさらわれて飛んでいった。

　マコトはシートに座り直してカメラを構かまえ、ビラが舞まい降おりていく様子を撮さつ影えいする。これで作戦は完全に終了だ。

「これでハースもおしまいだね」

「そうね」

　予想外の素そっ気けない返事にマコトは首をかしげた。

「うれしくないの？　ミリアムはハースのせいで一家離散の目に遭あったんだよ？」

「一応そうなんだけど……」

　少し考えてから、ミリアムは申し訳なさそうに言った。

「……いつの間にかどうでもよくなってた、って言ったら怒る？」

「は？」怒りはしなかったがマコトは面食らった。「……なんで？」

「ええっと……」

　作戦の開始時点では、「こいつこそが元凶かっ」と思っていた。「この恨み晴らさずにおくべきか」と。しかし今、ミリアムの胸の内に過去への執心はない。

　もしもハースの陰いん謀ぼうがなかったら、シエル社が潰れることはなく、ミリアムは家族と一緒に今もアルジェントに住んでいたかもしれない。ハースによって人生を歪ゆがめられた。それは確かだが、ではハースがいなかったらミリアムはパイロットを続けていただろうか。

　マコトに出会えていただろうか。

　ミリアムは〝巡り合わせ〟というものを考えたのだ。

　ほんの些さ細さいなきっかけ、すれ違い──後から振り返ったら、「そんなことで？」と思うような出来事で、人生は全く別の様相を見せる。

「……なんて言えばいいのかな？　アルジェントは今の私の居場所じゃないっていうか……」

　確かにミリアムはアルジェントを──生まれ故郷を追われた。

　それに対する怒りは消えてはいない。

　けれどそれは過去のことだ。

　あの枯かれ木きのような老人をやっつけたところで過去は変わらない。

　そして、そういう過去があったからこそ、ミリアムは今ここにいる。

　マコトと出会い、気持ちを通わせ、一緒にいる。

「ハースのことは……許せる許せないで言ったらやっぱり許せないんだけど、それでやり返さなきゃいけないかと言うとそんな気は全然しなくて……ええっと……やっぱりどうでもいいとしか……ごめん……」

　ミリアムは自分が感じたことをうまく説明できなかった。

「無理に言葉にしなくてもいいよ」マコトはそう言うと、ミリアムに向かってシャッターを切った。「ミリアムの中では納得できてるんだってことは見れば分かる。今、すごくいい表情してた。とても綺き麗れいだよ」

「……ん」

　面と向かってそんなことを言われてミリアムは照れた。視線をそらして地上を見る。ビラを拾った人々が騒さわぎ始はじめていた。マコトがその様子をカメラに収める。

「あ！　ねえ、私も撮とってみたいんだけど、いい？」

「え？　ああ、ちょっと待って……」

　マコトはちょっと驚おどろいた様子だったが、すぐに嬉き々きとしてカメラを首から外した。

「うれしいなあ。ミリアムが写真に興味を持ってくれるなんて」

　そう言いながらマコトはミリアムにカメラを持たせた。

「とりあえずパンフォーカスになるようにしたからピントは触らなくていい。そのまま撮りたい方に向けてシャッターを押せば撮れる。ブレには注意して。撮る瞬しゆん間かんは脇わきを締しめて息を止める。撮ったらそこのレバーでフィルムを巻き取る」

　ミリアムはまず、機体を何も操そう作さしなくても高度を保ってゆるい旋せん回かいを続けるように設定した。それからカメラをしっかり握って地上を見下ろす──と見せかけて突然体をよじり、レンズをマコトに向けてシャッターを切った。

「え、わ、ミリアム！」

「こら！　逃げるな顔を隠すな笑って！」

「え、いや、ちょ……待って勘弁してよ」

「だーめ。少しは撮られる側の気持ちを理解しなさい」

　撮られる側に回って慌てふためくマコトが面おも白しろくて、ミリアムは笑いながら幾いく度どもシャッターを切った。

「ミリアム！　いたずらするなら返しなよ、もう！」

　マコトはシートベルトを外すと前席へと大きく身を乗り出した。驚おどろくミリアムの手からさっとカメラを奪い取る。マコトが前席ごとミリアムに覆おおい被かぶさるような形になり、

「あ……」

　二人の顔は至近距離。

　ミリアムはゴーグルを外して飛行帽を脱いだ。顎あごを上げて目を閉じる。

　唇に当たる風が遮さえぎられる瞬しゆん間かんを、ミリアムは静かに待ち受けた。
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　あとがき







　というわけで『エアリエル３～探偵は車くるま椅い子すで推理する　暗号名コードネーム〝黒くろ椿つばき〟を追え～』をお送りしました。はい、これっぽっちも原形留とどめてませんね。しかしこの噓うそタイトルの方が、最初に考えていた話には近かったりします。

　当初はもっとスリルとサスペンスな感じで、敵陣まっただ中で支援なし、洋館に閉じ込められて孤立無援のマコトとミリアムが館やかたの住人を相手に機密文書を巡る息詰まる心理戦とか騙だまし合あいとか消失トリックとか緊きん張ちよう感かんたっぷりの話にしようと考えていました。実際に書き始めたときもまだその予定だったはず。それなのに書き上がってみると主役の二人が寝るのも一緒お風呂も一緒のいちゃいちゃダダ甘展開に。何故なぜ？

　やばいこれ最初と最後以外全然違う話じゃん。担当さんに怒られるかも、と思いつつとにかく書いてしまったものは仕方ない、と開き直ってそのままメール送信。戦々恐々としつつ返事を待っていると数日後電話がかかってきて、

「ちょっとなんですかこれ萌もえ過すぎきゃーっ！」

　なんかめっちゃうれしそうな声でした。




　突然ですが告知です。

『エアリエル』の韓かん国こく語ご版ばんが出ることになりました。

　今のところ発売日も何も不明なのですが、作業の方は進んでいるそうです。向こうは少し大きめの判なのでイラストもでっかいです。この調子でいつかイタリア語版も出たらいいなあ。

　ちなみにデビュー作である『彼女は帰星子女』も韓国語版が出版済み、タイ語版が現在進行中でございます。もしこれからそっち方面に旅行の予定がある方は、ちらっと本屋さんを覗のぞいて見るのも一興かも。読めない？　気にするな私もだ。




　今回は珍しくたいしたトラブルもなく進められました。が、私の知らないところでは関係各位がいろんな苦労をしているのでしょう。担当さんはじめ関係者の皆様いつもありがとうございます。

　イラストレーター夕ゆ仁に様、いつも美び麗れいなイラストをありがとうございます──と言いつつ今回はまだ全く拝見してないのですが。〝新ヒロイン〟がどうなるのか楽しみにしております。

　では、読者の皆様に少しでも楽しんでいただけることを祈りつつ。





上野　遊
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上うえ野の 遊ゆう

やってみて初めてわかったのですが毎回新しい写真を用意するのは意外ときつい。この小さなスペースにちょうどいい被写体がなかなか見つからないのです。
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イラスト／夕ゆ仁に

18禁のゲーム買う（エロじゃなくて暴力なほうだよ）身分証の提示求められる。18才以下に見られたか決まりごとか。前者なら嬉しいのう…若く見られるのが嬉しい年になったか…
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エアリエル３




～偽いつわりの黒くろい椿つばき～








上うえ野の 遊ゆう
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